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１章 調査概要 

１－１ 調査の概要 

（１） 調査対象者と回答数・回収率 

18 歳以上の市民 2,000 人を無作為に抽出し郵送（回収は郵送・インターネット） 

インターネットによる回収は、家族の方も可とした 

調査期間 配布数 回収方法 回収数 回収率 

令和 6（2024）年 11 月 8日から 
令和 6（2024）年 11 月 30 日まで 

2,000 票 郵 送 574 票  

 インターネット 294 票  

 合 計 868 票 43.4％ 

 

（２） 設問項目 

分 野 設問項目 

回答者の属性 問 1 年齢 

問 2 居住地域 

問 3-1 同居人数 

問 3-2 同居人の年齢層 

問 4 住宅の種類 

お住まいの地域の 

環境 

問 5-1 居住意向 

問 5-2 住み替える場合の場所 

問 6 住む場所を選ぶ際に重視する点 

日常生活 問 7 日常生活で訪れる地域とその頻度 

問 8 日常生活の徒歩圏について 

問 9 中心拠点に将来にわたって必要な施設 

玉野市の現状 

（満足度・重要度） 

問 10「生活圏の利便性」「生活基盤・産業基盤」「環境・景観」の現状

の満足度と今後の重要度 

玉野市の将来 問 11 人口減少・少子高齢化の進行により日常生活に影響すること 

問 12 「コンパクトなまちづくり」で必要と考える取組み 

問 13 市街地におけるハザードエリアでのまちづくりについて 

地域の将来 問 14 居住地域の将来に望むこと 

問 15 居住地域のまちづくりへの参加意向 

自由意見・要望 問 16 玉野市のまちづくりに対する意見・要望 

 

（３） 集計方法等 

・各項目について、単純集計に加え、地区別集計及び年代別集計結果を整理 

・上記に加え、必要の応じたクロス集計を実施 

・回答率（％）は、第 2 位四捨五入のため、合計が 100.0％とならない場合がある 
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１－２ アンケート調査票 

（１） 調査依頼書 

アンケート調査の実施にあたって配布した調査依頼書は下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 調査依頼書（1/2）  
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図 調査依頼書（2/2） 
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（２） 調査票 

アンケート調査の実施にあたって配布した調査票は下記の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 アンケート調査票（1/8）  
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図 アンケート調査票（2/8）  
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図 アンケート調査票（3/8）  
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図 アンケート調査票（4/8）  
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図 アンケート調査票（5/8）  
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図 アンケート調査票（6/8）  
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図 アンケート調査票（7/8）  
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図 アンケート調査票（8/8） 
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２章 調査結果 

２－１ あなた自身とご家族のことについて 

問 1. あなたの年齢を教えて下さい。（1つに☑をつけてください） 

回答者の年代の全地域計をみると、60代以上の回答者が全体の約半数を占め、特に 70代の回

答者が全体の 2割と最も多くを占めています。 

地域別にみると、玉原地域、日比地域で 60代以上の割合がやや多くなっています。 

 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 回答者の年代 
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※ラベル 5％未満は省略 



14 

 

問 2. あなたのお住いの郵便番号を教えてください。                  

※郵便番号が分からない方は、あなたの住んでいる地域を教えてください。         

（1 つに☑をつけてください） 

回答者の居住地域の全年代計をみると、「荘内地域」、「田井地域」、「宇野・築港地域」の順に

多くなっています。 

年代別においても、10代を除いた全ての年代で「荘内地域」が最も多くなっています。 

 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 回答者の居住地域 
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問 3-1. 現在、あなたが一緒に住んでいるご家族は、あなた自身を含めて何人ですか。     

（1 つに☑をつけてください） 

回答者の同居人数の全地域計、全年代計をみると、「3～5人」が約半数をしめており、次いで

「2人」が 4割弱となっています。 

地域別にみると、玉原地域、和田地域、日比地域では「2人」が最も多くなっています。ま

た、八浜地域では、「1人（単身）」が他の地域に比べ極端に低くなっています。 

年代別にみると、10代～50代では「3～5人」が半数以上を占めていますが、60代以上では

「2人」が半数以上を占めており、また、「1人（単身）」も 10代～50代に比べ多くなっていま

す。特に 80代では、「1人（単身）」が極端に多く 3割を占めています。 

 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 回答者の同居人数 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 回答者の同居人数  

17%

15%

15%

15%

12%

11%

12%

8%

10%

12%

34%

31%

34%

53%

46%

54%

33%

39%

38%

29%

37%

45%

53%

49%

30%

38%

32%

52%

54%

48%

56%

48%

5%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①田井地域

②宇野・築港地域

③玉・奥玉地域

④玉原地域

⑤和田地域

⑥日比地域

⑦荘内地域

⑧八浜地域

⑨山田地域

⑩東児地域

全地域計

①1人（単身） ②2人 ③3～5人 ④6人以上

n=133

n=108

n=47

n=47

n=68

n=37

n=230

n=79

n=48

n=52

n=849

※ラベル 5％未満は省略 

10%

6%

17%

15%

30%

12%

30%

21%

15%

15%

35%

51%

56%

51%

36%

70%

68%

78%

75%

55%

28%

27%

18%

48%

7%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①10代

②20代

③30代

④40代

⑤50代

⑥60代

⑦70代

⑧80代

全年代計

①1人（単身） ②2人 ③3～5人 ④6人以上

n=10

n=72

n=116

n=131

n=127

n=127

n=165

n=114

n=862

※ラベル 5％未満は省略 



16 

 

問 3-2. 問３-１で②～④を選んだ方にお尋ねします。あなたの同居しているご家族に       

次のような方はいらっしゃいますか。（該当するものすべてに☑をつけてください） 

回答者の家族構成の全地域計、全年代計をみると「65歳以上の人」がいる方が 4割強を占

め、「高校生（18歳）以下の子供」がいる方は、3割弱となっています。 

地域別にみると、田井地域、宇野・築港地域、八浜地域では「高校生（18歳）以下の子供」

がいる割合が 3割以上と他の地域に比べ比較的多くなっています。また、宇野・築港地域では、

「高校生（18歳）以下の子供」と、「65歳以上の人」がいずれも該当しない割合が他の地域に比

べ極端に低くなっています。 

年代別にみると、10代～40代では「高校生（18歳）以下の子供」がいる割合が高くなってい

ますが、50代以上では「65 歳以上の人」がいる割合が高くなっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 回答者の家族構成 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 回答者の家族構成  
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問 4. あなたがいま住んでいる住宅は、次のどれに当てはまりますか。                     

（1 つに☑をつけてください） 

回答者の住宅の全地域計、全年代計をみると「持ち家」の方が 9割弱と大半を占めています。 

地域別にみると、玉原地域では、「公営住宅」にお住まいの方が 3割弱と他の地域に比べ多く

なっています。 

年代別にみると、20代において、「民間借家」にお住まいの方が他の年代に比べ多くなってい

ます。 

 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 回答者の住宅 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 回答者の住宅 
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２－２ お住まいの地域の環境について 

問 5-1. あなたの住んでいる地域について、今後も住み続けたいですか。          

（1 つに☑をつけてください） 

現在の居住地域に住み続けたいかの意向の全地域計、全年代計をみると、「住み続けたい」意

向の方が 8割弱を占めています。 

地域別にみると、宇野・築港地域では「住み続けたい」意向の方が約 9割と全地域の中で最も

高くなっています。一方、玉原地域では「住み続けたい」意向の方が 6割弱と全地域の中で最も

低くなっています。 

年代別にみると、10代は「住み続けたい」と「できれば住み替えたい」が半々となっており、

全年代の中で「住み続けたい」意向が最も低くなっています。 

借家住まいの方においても、「住み続けたい」意向の方が約 7割を占めており、持ち家、借家

による大きな差はみられません。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 現在の居住地域に住み続けたいかの意向 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 現在の居住地域に住み続けたいかの意向  
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【年代別（問 4②民間借家・③公営住宅・④社宅、官舎、寮などの回答のうち）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 借家住まいの内、現在の居住地域に住み続けたいかの意向 
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問 5-2. 問５-１で②を選んだ方にお尋ねします。もしもあなたが住み替えを考える場合、    

最も住みたいのはどこですか。（１つに☑をつけてください） 

問 5-1 で「できれば住み替えたい」回答者の住みたい地域の全地域計、全年代計をみると、

「岡山市」が最も多く約半数を占めています。 

地域別にみると、日比地域では、「倉敷市」が半数以上を占めています。また、玉原地域、和

田地域、日比地域では、「宇野・築港地域」が比較的多く挙がっています 

年代別にみると、「岡山市」が多い傾向にあるなか、80代では「宇野・築港地域」が最も多く

を占めています。 

借家住まいの方においても、「岡山市」が約半数を占めており、持ち家、借家による大きな差

はみられません。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 問 5-1 で「できれば住み替えたい」回答者の住みたい地域 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 問 5-1 で「できれば住み替えたい」回答者の住みたい地域  
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【年代別（問 4②民間借家・③公営住宅・④社宅、官舎、寮などの回答のうち）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 借家住まいの内、問 5-1 で「できれば住み替えたい」回答者の住みたい地域 
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問 6.  あなたが住む場所を選ぶ際に、重視する項目はどれですか。                        

（3 つまで選んで☑をつけてください） 

居住地域の重視する項目の全地域計、全年代計をみると、「食料品、日用品等の店舗が近い」

が最も重視されており、次いで「災害の危険性が小さい」が重視されています。 

地域別にみると、八浜地域において「学校が近い」と「保育所などの子育て支援施設が近い」

の割合が他の地域に比べ比較的高くなっています。 

年代別にみると、各年代の中で 10代が「職場が近い」ことを最も重視している一方、年代が上

がるごとに重視する割合が低くなっています。また、各年代の中で 80代が「病院や福祉施設が近

い」ことを最も重視しているが、年代が下がるごとに重視する割合が低くなっています。 

借家住まいの方においては、「食料品、日用品等の店舗が近い」が最も重視されており、次い

で「職場が近い」が重視されています。 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 居住地域の重視する項目 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 居住地域の重視する項目  
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【年代別（問 4②民間借家・③公営住宅・④社宅、官舎、寮などの回答のうち）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 借家住まいの内、居住地域の重視する項目 
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２－３ あなたの日常生活について 

問 7. 日常生活において、❶訪れる頻度が最も高い地域、❷目的へ行く頻度を、(a)～(h)の    

外出目的ごとに教えてください。（外出目的ごとにあてはまる番号に〇をつけてくださ

い）(a)～(h)の目的で外出しない方は、表右端の「１利用しない」の欄に〇をつけて

ください。 

（１） 訪れる頻度が最も高い地域 

日常生活において、訪れる頻度が最も高い地域をみると、「宇野・築港地域」が「食料品等の

最寄り品の買物」、「病院・医院・診療所の利用」、「高齢者等福祉施設の利用」、「塾、習い事（ピ

アノやスイミング等）などの子育てに関する施設」で訪れる地域として多く挙がっています。な

お、「高齢者等福祉施設の利用」では「荘内地域」も訪れる地域として多く挙がっています。ま

た、「岡山市」が「家電や趣味趣好品等の買い回り品の買い物」、「塾、習い事（ピアノやスイミ

ング等）などの子育てに関する施設」、「外食・娯楽等」、「軽スポーツ・レクリエーション」で訪

れる地域として多く挙がっており、特に「外食・娯楽等」では 6割強を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 訪れる頻度が最も高い地域 
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(a)食料品等の最寄り品の買い物 

食料品等の最寄り品の買い物での訪れる頻度が最も高い地域を地域別にみると、「田井地域」、

「宇野・築港地域」、「荘内地域」は自地域が最も多く挙がっており、特に「宇野・築港地域」は自

地域が約 9 割を占めています。 

また、「玉・奥玉地域」、「玉原地域」、「和田地域」、「日比地域」、「山田地域」では訪れる地域と

して「宇野・築港地域」が最も多く挙がっています。一方、「八浜地域」、「東児地域」では「岡山

市」が最も多く挙がっています。 

年代別にみると、全年代で「宇野・築港地域」が最も多く挙がっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 食料品等の最寄り品の買い物で訪れる頻度が最も高い地域 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 食料品等の最寄り品の買い物で訪れる頻度が最も高い地域  
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(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 

家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物での訪れる頻度が最も高い地域を地域別にみると、

「田井地域」、「宇野・築港地域」、「玉・奥玉地域」、「玉原地域」、「和田地域」、「日比地域」では訪

れる地域として「宇野・築港地域」が最も多く挙がっています。一方、「荘内地域」、「八浜地域」、

「山田地域」、「東児地域」では「岡山市」が最も多く挙がっています。 

年代別にみると、10 代～60 代では「岡山市」が最も多く挙がっており、70 代以上では「宇野・

築港地域」が最も多く挙がっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物で訪れる頻度が最も高い地域 
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図 年代別 家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物で訪れる頻度が最も高い地域  
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(c)病院・医院・診療所の利用 

病院・医院・診療所の利用で訪れる頻度が最も高い地域を地域別にみると、「田井地域」、「宇野・

築港地域」、「荘内地域」は自地域が比較的多く挙がっており、特に「宇野・築港地域」は自地域が

約 7 割を占めています。 

また、「玉・奥玉地域」、「玉原地域」、「和田地域」では訪れる地域として「宇野・築港地域」が

最も多く挙がっています。一方、「八浜地域」、「山田地域」、「東児地域」では「岡山市」が最も多

く挙がっています。 

年代別にみると、10 代～60 代では「岡山市」が多く挙がっている中、70 代以上では「岡山市」

の割合が減少し玉野市内の地域の割合が多くなっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 地域別 病院・医院・診療所の利用で訪れる頻度が最も高い地域 
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図 年代別 病院・医院・診療所の利用で訪れる頻度が最も高い地域  
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(d)高齢者等福祉施設の利用 

高齢者等福祉施設の利用で訪れる頻度が最も高い地域を地域別にみると、「田井地域」、「宇野・

築港地域」、「荘内地域」は自地域が最も多く挙がっており、特に「宇野・築港地域」では 6 割弱、

「荘内地域」では 6 割強を占めています。 

年代別にみると、80 代では「荘内地域」が最も多く挙がっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 高齢者等福祉施設の利用で訪れる頻度が最も高い地域 
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図 年代別 高齢者等福祉施設の利用で訪れる頻度が最も高い地域  
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(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 

塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設が目的で訪れる頻度が最も高

い地域を地域別にみると、「田井地域」、「宇野・築港地域」、「荘内地域」は自地域が最も多く挙が

っており、特に「宇野・築港地域」では 8 割弱を占めています。 

また、「和田地域」では訪れる地域として「宇野・築港地域」が最も多く挙がっています。一方、

「玉・奥玉地域」、「玉原地域」、「八浜地域」、「山田地域」、「東児地域」では「岡山市」が最も多く

挙がっています。 

年代別にみると、傾向にばらつきがある中、「宇野・築港地域」と「岡山市」が比較的多く挙が

っている中、70 代以上のみでみると「岡山市」の割合が減少し玉野市内の地域の割合が多くなっ

ています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 地域別 塾、習い事などの子育てに関する施設が目的で訪れる頻度が最も高い地域 
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図 年代別 塾、習い事などの子育てに関する施設が目的で訪れる頻度が最も高い地域  
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(f)外食・娯楽等 

外食・娯楽等で訪れる頻度が最も高い地域を地域別にみると、「日比地域」を除く全ての地域で

「岡山市」が訪れる地域として最も多く挙がっており、いずれの地域においても、概ね半数また

は、半数以上を占めています。特に「八浜地域」、「山田地域」、「東児地域」では 8 割以上を占め

ています。なお、「日比地域」では「倉敷市」が最も多く挙がっています。 

年代別にみると、10 代～70 代では「岡山市」が最も多く大半を占めていますが、80 代では「宇

野・築港地域」が最も多く挙がっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 外食・娯楽等で訪れる頻度が最も高い地域 
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図 年代別 外食・娯楽等で訪れる頻度が最も高い地域  
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(g)軽スポーツ・レクリエーション 

軽スポーツ・レクリエーションで訪れる頻度が最も高い地域を地域別にみると、「田井地域」、

「宇野・築港地域」、「玉・奥玉地域」は自地域が最も多く挙がっており、特に「玉・奥玉地域」で

は 6 割を占めています。 

また、「玉原地域」、「和田地域」、「荘内地域」、「八浜地域」、「山田地域」、「東児地域」では訪れ

る地域として「岡山市」が最も多く挙がっており、「日比地域」では「倉敷市」が最も多く挙がっ

ています。 

年代別にみると、全体的に「岡山市」が多い傾向ですが、年代が上がるに伴い玉野市内の地域

の割合が多くなっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 地域別 軽スポーツ・レクリエーションで訪れる頻度が最も高い地域 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 軽スポーツ・レクリエーションで訪れる頻度が最も高い地域 
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33%

12%

26%

14%

8%

19%

14%

23%

17%

12%

11%

14%

9%

12%

12%

9%

6%

5%

8%

5%

8%

17%

5%

12%

5%5%

50%

69%

47%

42%

34%

35%

24%

12%

38%

9%

12%

11%

10%

7%

8%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①10代

②20代

③30代

④40代

⑤50代

⑥60代

⑦70代

⑧80代

全年代計

①田井地域 ②宇野・築港地域 ③玉・奥玉地域 ④玉原地域
⑤和田地域 ⑥日比地域 ⑦荘内地域 ⑧八浜地域
⑨山田地域 ⑩東児地域 ⑪岡山市 ⑫倉敷市
⑬その他

n=6

n=26

n=53

n=57

n=50

n=54

n=42

n=26

n=314

※ラベル 5％未満は省略 
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■全目的に関する地域別集計 

（田井地域） 

 

 

 

 

 

 

（宇野・築港地域） 

 

 

 

 

 

 

（玉・奥玉地域） 

 

 

 

 

 

 

（玉原地域） 

 

 

 

 

 

 

（和田地域） 

 

 

 

 

 

 

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的地
　目的

①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

(a)食料品等の最寄り品の買い物 55% 41% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 0% 0% 100%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 4% 51% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 42% 2% 1% 100%

(c)病院・医院・診療所の利用 32% 33% 7% 1% 0% 0% 3% 3% 0% 0% 18% 2% 1% 100%

(d)高齢者等福祉施設の利用 46% 38% 0% 0% 0% 8% 8% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 48% 28% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 0% 4% 12% 4% 0% 100%

(f)外食・娯楽等 6% 28% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 61% 5% 1% 100%

(g)軽スポーツ・レクリエーション 36% 22% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 31% 2% 4% 100%

(h)その他 25% 25% 0% 0% 25% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 0% 100%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的地
　目的

①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

(a)食料品等の最寄り品の買い物 2% 91% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 3% 0% 2% 100%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 1% 56% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 35% 4% 3% 100%

(c)病院・医院・診療所の利用 3% 71% 6% 0% 1% 0% 0% 1% 0% 0% 15% 1% 2% 100%

(d)高齢者等福祉施設の利用 9% 57% 0% 4% 4% 0% 9% 0% 0% 0% 4% 4% 9% 100%

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 0% 75% 7% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 18% 0% 0% 100%

(f)外食・娯楽等 2% 31% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 59% 6% 1% 100%

(g)軽スポーツ・レクリエーション 10% 46% 10% 0% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 24% 5% 2% 100%

(h)その他 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 0% 100%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的地
　目的

①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

(a)食料品等の最寄り品の買い物 2% 69% 11% 0% 0% 0% 7% 0% 0% 0% 2% 9% 0% 100%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 0% 49% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 32% 16% 3% 100%

(c)病院・医院・診療所の利用 2% 38% 21% 2% 2% 2% 5% 2% 0% 0% 14% 5% 5% 100%

(d)高齢者等福祉施設の利用 0% 33% 33% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 0% 20% 20% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 40% 20% 0% 100%

(f)外食・娯楽等 3% 23% 6% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 57% 11% 0% 100%

(g)軽スポーツ・レクリエーション 20% 10% 60% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 10% 0% 100%

(h)その他 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 100%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的地
　目的

①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

(a)食料品等の最寄り品の買い物 0% 43% 3% 3% 11% 0% 27% 0% 0% 0% 5% 8% 0% 100%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 0% 41% 0% 0% 0% 0% 3% 0% 0% 0% 38% 16% 3% 100%

(c)病院・医院・診療所の利用 3% 33% 21% 3% 6% 3% 6% 3% 0% 0% 15% 6% 0% 100%

(d)高齢者等福祉施設の利用 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 33% 0% 33% 100%

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 0% 75% 0% 0% 100%

(f)外食・娯楽等 0% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 13% 3% 100%

(g)軽スポーツ・レクリエーション 17% 8% 25% 0% 0% 0% 0% 0% 8% 0% 33% 0% 8% 100%

(h)その他 0% 33% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 100%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的地
　目的

①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

(a)食料品等の最寄り品の買い物 0% 63% 0% 0% 27% 0% 5% 0% 0% 0% 4% 2% 0% 100%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 0% 53% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 11% 4% 100%

(c)病院・医院・診療所の利用 2% 32% 12% 3% 24% 10% 3% 0% 0% 0% 8% 3% 2% 100%

(d)高齢者等福祉施設の利用 0% 17% 17% 0% 17% 17% 17% 0% 0% 0% 0% 0% 17% 100%

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 0% 43% 0% 0% 21% 0% 0% 0% 0% 0% 21% 7% 7% 100%

(f)外食・娯楽等 0% 36% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 46% 12% 6% 100%

(g)軽スポーツ・レクリエーション 8% 17% 13% 8% 13% 13% 0% 0% 0% 0% 17% 4% 8% 100%

(h)その他 0% 0% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 100%
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（荘内地域） 

 

 

 

 

 

 

（八浜地域） 

 

 

 

 

 

 

（山田地域） 

 

 

 

 

 

 

（東児地域） 

 

 

 

 

 

 

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的地
　目的

①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

(a)食料品等の最寄り品の買い物 4% 12% 0% 1% 0% 0% 64% 0% 0% 0% 14% 2% 1% 100%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 1% 18% 1% 1% 0% 0% 5% 0% 0% 0% 56% 16% 4% 100%

(c)病院・医院・診療所の利用 3% 11% 5% 0% 1% 1% 54% 0% 0% 0% 18% 10% 0% 100%

(d)高齢者等福祉施設の利用 0% 7% 0% 7% 0% 4% 63% 4% 0% 0% 11% 0% 4% 100%

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 4% 22% 2% 0% 2% 0% 39% 0% 0% 0% 24% 7% 0% 100%

(f)外食・娯楽等 0% 9% 0% 1% 0% 0% 4% 0% 0% 0% 65% 18% 3% 100%

(g)軽スポーツ・レクリエーション 2% 9% 10% 4% 1% 1% 9% 0% 1% 1% 46% 10% 4% 100%

(h)その他 0% 18% 0% 0% 9% 0% 36% 9% 0% 9% 9% 0% 9% 100%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的地
　目的

①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

(a)食料品等の最寄り品の買い物 7% 29% 1% 0% 0% 0% 3% 3% 0% 1% 55% 0% 0% 100%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 0% 22% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 72% 3% 0% 100%

(c)病院・医院・診療所の利用 1% 9% 1% 0% 0% 0% 12% 28% 0% 1% 44% 0% 3% 100%

(d)高齢者等福祉施設の利用 8% 17% 0% 0% 0% 0% 8% 8% 0% 8% 33% 0% 17% 100%

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 0% 21% 0% 0% 0% 0% 0% 29% 0% 0% 50% 0% 0% 100%

(f)外食・娯楽等 2% 10% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 80% 5% 0% 100%

(g)軽スポーツ・レクリエーション 4% 11% 0% 7% 0% 0% 0% 11% 0% 0% 67% 0% 0% 100%

(h)その他 33% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 100%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的地
　目的

①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

(a)食料品等の最寄り品の買い物 25% 45% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 30% 0% 0% 100%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 2% 24% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 0% 0% 61% 10% 0% 100%

(c)病院・医院・診療所の利用 16% 13% 0% 0% 0% 0% 5% 11% 0% 0% 50% 3% 3% 100%

(d)高齢者等福祉施設の利用 25% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 25% 0% 0% 0% 100%

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 0% 10% 0% 10% 0% 0% 0% 20% 0% 10% 40% 0% 10% 100%

(f)外食・娯楽等 0% 9% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 6% 0% 83% 0% 3% 100%

(g)軽スポーツ・レクリエーション 30% 10% 5% 0% 0% 0% 0% 0% 20% 0% 30% 0% 5% 100%

(h)その他 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目的地
　目的

①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

(a)食料品等の最寄り品の買い物 19% 27% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 8% 46% 0% 0% 100%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 4% 24% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 67% 2% 2% 100%

(c)病院・医院・診療所の利用 6% 15% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 21% 56% 2% 0% 100%

(d)高齢者等福祉施設の利用 0% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 33% 0% 0% 100%

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 0% 17% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 8% 8% 58% 0% 0% 100%

(f)外食・娯楽等 2% 5% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 88% 0% 2% 100%

(g)軽スポーツ・レクリエーション 6% 19% 13% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 19% 38% 6% 0% 100%

(h)その他 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 100%
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（全地域合計） 集客人口/地域人口 ※％を人口換算し、地域人口で割った数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 集客人口とは、アンケート問 7-1 の訪れる頻度が最も高い地域の比率（P19～22 表の各地域の

全地域計の％を各地区の将来人口（下記地域人口）に掛けて算出したもの 

• 地域人口は、各地域の 2045 年推計人口（国土技術政策総合研究所 将来人口・世帯予測ツー

ル（R2 国調対応版）に基づく） 

※田井地域の（a)の場合：集客人口＝都市計画区域の将来人口（35,418 人）×13％（正確には

13.45％）/地域将来人口（5,075 人）＝94％ 

 

  

項目
①田井地

域
②宇野・築
港地域

③玉・奥玉
地域

④玉原地
域

⑤和田地
域

⑥日比地
域

⑦荘内地
域

⑧八浜地
域

⑨山田地
域

⑩東児地
域

全地域

(a)食料品等の最寄り品の買い物 94% 318% 21% 6% 46% 2% 78% 2% 0% 11% 81%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 9% 280% 5% 2% 0% 0% 6% 0% 0% 2% 39%

(c)病院・医院・診療所の利用 55% 209% 129% 10% 45% 33% 69% 38% 0% 25% 71%

(d)高齢者等福祉施設の利用 70% 196% 40% 46% 41% 65% 94% 28% 62% 33% 80%

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 53% 234% 55% 17% 37% 0% 43% 57% 33% 27% 65%

(f)外食・娯楽等 13% 149% 15% 7% 0% 0% 4% 1% 6% 5% 24%

(g)軽スポーツ・レクリエーション 83% 134% 193% 51% 22% 27% 12% 9% 41% 28% 53%

(h)その他 87% 147% 63% 0% 127% 0% 59% 30% 0% 52% 66%

宇野・築港はすべての項目で地域外

から集客（100％以上）している 

 

100％を下回る数値は地域外に流出（全

地域の場合は市外（岡山市等）に流出 
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■目的別集計 

 

 

  

(a)食料品等の最寄り品の買い物

居住地
①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

①田井地域 55% 41% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 0% 0% 100%

②宇野・築港地域 2% 91% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 3% 0% 2% 100%

③玉・奥玉地域 2% 69% 11% 0% 0% 0% 7% 0% 0% 0% 2% 9% 0% 100%

④玉原地域 0% 43% 3% 3% 11% 0% 27% 0% 0% 0% 5% 8% 0% 100%

⑤和田地域 0% 63% 0% 0% 27% 0% 5% 0% 0% 0% 4% 2% 0% 100%

⑥日比地域 0% 48% 0% 0% 19% 0% 6% 0% 0% 0% 3% 23% 0% 100%

⑦荘内地域 4% 11% 0% 1% 0% 0% 64% 0% 0% 0% 15% 2% 1% 100%

⑧八浜地域 7% 27% 1% 0% 0% 0% 3% 3% 0% 1% 58% 0% 0% 100%

⑨山田地域 24% 43% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 100%

⑩東児地域 19% 27% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 8% 46% 0% 0% 100%

全地域計 13% 41% 1% 0% 3% 0% 21% 0% 0% 1% 16% 3% 1% 100%

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物

居住地
①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

①田井地域 4% 51% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 42% 2% 1% 100%

②宇野・築港地域 1% 56% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 35% 4% 3% 100%

③玉・奥玉地域 0% 49% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 32% 16% 3% 100%

④玉原地域 0% 41% 0% 0% 0% 0% 3% 0% 0% 0% 38% 16% 3% 100%

⑤和田地域 0% 53% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 11% 4% 100%

⑥日比地域 0% 43% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 20% 37% 0% 100%

⑦荘内地域 0% 19% 0% 0% 0% 0% 5% 0% 0% 0% 56% 15% 3% 100%

⑧八浜地域 0% 21% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 74% 3% 0% 100%

⑨山田地域 2% 23% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 0% 0% 63% 9% 0% 100%

⑩東児地域 4% 24% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 67% 2% 2% 100%

全地域計 1% 36% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 0% 0% 49% 10% 2% 100%

(d)高齢者等福祉施設の利用

居住地
①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

①田井地域 46% 38% 0% 0% 0% 8% 8% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

②宇野・築港地域 9% 57% 0% 4% 4% 0% 9% 0% 0% 0% 4% 4% 9% 100%

③玉・奥玉地域 0% 33% 33% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

④玉原地域 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 33% 0% 33% 100%

⑤和田地域 0% 17% 17% 0% 17% 17% 17% 0% 0% 0% 0% 0% 17% 100%

⑥日比地域 0% 0% 0% 0% 25% 25% 0% 0% 0% 0% 25% 25% 0% 100%

⑦荘内地域 0% 7% 0% 7% 0% 4% 64% 4% 0% 0% 11% 0% 4% 100%

⑧八浜地域 8% 15% 0% 0% 0% 0% 8% 15% 0% 8% 31% 0% 15% 100%

⑨山田地域 25% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 25% 0% 0% 0% 100%

⑩東児地域 0% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 33% 0% 0% 100%

全地域計 10% 25% 2% 3% 3% 4% 25% 3% 3% 2% 11% 2% 7% 100%

(c)病院・医院・診療所の利用

居住地
①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

①田井地域 32% 33% 7% 1% 0% 0% 3% 3% 0% 0% 18% 2% 1% 100%

②宇野・築港地域 3% 71% 6% 0% 1% 0% 0% 1% 0% 0% 15% 1% 2% 100%

③玉・奥玉地域 2% 38% 21% 2% 2% 2% 5% 2% 0% 0% 14% 5% 5% 100%

④玉原地域 3% 33% 21% 3% 6% 3% 6% 3% 0% 0% 15% 6% 0% 100%

⑤和田地域 2% 32% 12% 3% 24% 10% 3% 0% 0% 0% 8% 3% 2% 100%

⑥日比地域 0% 20% 0% 0% 20% 20% 3% 0% 0% 0% 13% 17% 7% 100%

⑦荘内地域 2% 10% 5% 0% 0% 0% 55% 0% 0% 0% 18% 9% 0% 100%

⑧八浜地域 1% 8% 1% 0% 0% 0% 11% 28% 0% 1% 46% 0% 3% 100%

⑨山田地域 15% 13% 0% 0% 0% 0% 5% 10% 0% 0% 51% 3% 3% 100%

⑩東児地域 6% 15% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 21% 56% 2% 0% 100%

全地域計 8% 27% 6% 1% 3% 2% 18% 4% 0% 1% 23% 5% 1% 100%
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  (e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設

居住地
①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

①田井地域 48% 28% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 0% 4% 12% 4% 0% 100%

②宇野・築港地域 0% 75% 7% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 18% 0% 0% 100%

③玉・奥玉地域 0% 20% 20% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 40% 20% 0% 100%

④玉原地域 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 0% 75% 0% 0% 100%

⑤和田地域 0% 43% 0% 0% 21% 0% 0% 0% 0% 0% 21% 7% 7% 100%

⑥日比地域 0% 0% 25% 0% 25% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 25% 0% 100%

⑦荘内地域 4% 21% 2% 0% 2% 0% 38% 0% 0% 0% 27% 7% 0% 100%

⑧八浜地域 0% 20% 0% 0% 0% 0% 0% 32% 0% 0% 48% 0% 0% 100%

⑨山田地域 0% 9% 0% 9% 0% 0% 0% 18% 9% 9% 36% 0% 9% 100%

⑩東児地域 0% 17% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 8% 8% 58% 0% 0% 100%

全地域計 8% 30% 3% 1% 3% 0% 11% 6% 2% 2% 30% 4% 1% 100%

(f)外食・娯楽等

居住地
①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

①田井地域 6% 28% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 61% 5% 1% 100%

②宇野・築港地域 2% 31% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 59% 6% 1% 100%

③玉・奥玉地域 3% 23% 6% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 57% 11% 0% 100%

④玉原地域 0% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 13% 3% 100%

⑤和田地域 0% 36% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 46% 12% 6% 100%

⑥日比地域 0% 30% 0% 4% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 26% 41% 0% 100%

⑦荘内地域 1% 8% 1% 1% 0% 0% 4% 0% 0% 0% 65% 17% 3% 100%

⑧八浜地域 2% 9% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 82% 5% 0% 100%

⑨山田地域 0% 8% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 5% 0% 84% 0% 3% 100%

⑩東児地域 2% 5% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 88% 0% 2% 100%

全地域計 2% 19% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 64% 11% 2% 100%

(g)軽スポーツ・レクリエーション

居住地
①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

①田井地域 36% 22% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 31% 2% 4% 100%

②宇野・築港地域 10% 46% 10% 0% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 24% 5% 2% 100%

③玉・奥玉地域 20% 10% 60% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 10% 0% 100%

④玉原地域 17% 8% 25% 0% 0% 0% 0% 0% 8% 0% 33% 0% 8% 100%

⑤和田地域 8% 17% 13% 8% 13% 13% 0% 0% 0% 0% 17% 4% 8% 100%

⑥日比地域 0% 8% 0% 8% 0% 8% 8% 0% 0% 0% 17% 50% 0% 100%

⑦荘内地域 2% 9% 10% 4% 1% 1% 10% 0% 1% 1% 47% 10% 4% 100%

⑧八浜地域 3% 10% 0% 10% 0% 0% 0% 10% 0% 0% 67% 0% 0% 100%

⑨山田地域 29% 10% 5% 0% 0% 0% 0% 0% 19% 0% 33% 0% 5% 100%

⑩東児地域 6% 19% 13% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 19% 38% 6% 0% 100%

全地域計 12% 17% 10% 3% 2% 2% 3% 1% 2% 2% 36% 7% 4% 100%

(h)その他

居住地
①田井
地域

②宇野・
築港地
域

③玉・奥
玉地域

④玉原
地域

⑤和田
地域

⑥日比
地域

⑦荘内
地域

⑧八浜
地域

⑨山田
地域

⑩東児
地域

⑪岡山
市

⑫倉敷
市

⑬その
他

総計

①田井地域 25% 25% 0% 0% 25% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 0% 100%

②宇野・築港地域 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 0% 100%

③玉・奥玉地域 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 100%

④玉原地域 0% 33% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 100%

⑤和田地域 0% 0% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 0% 100%

⑥日比地域 67% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 100%

⑦荘内地域 0% 25% 0% 0% 8% 0% 33% 8% 0% 8% 8% 0% 8% 100%

⑧八浜地域 25% 25% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 25% 100%

⑨山田地域 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

⑩東児地域 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 100%

全地域計 13% 19% 3% 0% 9% 0% 16% 3% 0% 3% 13% 16% 6% 100%
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参考（パーソントリップ調査） 

■買い物 

• 買物の目的地は、宇野・築港及び岡山市が多く、市内では他に田井、和田、荘内が他地域から

のトリップが多い 

• 宇野・築港へは当地区周辺の地域からのトリップが多く、市東部、西部は岡山市が多い 

 

 

■通院 

• 通院の目的地は宇野・築港、玉・奥玉、荘内、岡山市が多く、市内では他に田井、玉・奥玉、

荘内が他地域からのトリップが多い 

• 宇野・築港へは同地域周辺の地域からのトリップが多く、市東部、北部は岡山市が多い 

 

  

その他
市外

倉敷市岡山市東児山田八浜荘内
日比・
渋川

和田玉原
玉・奥
玉

宇野・
築港

田井
目

的地
居住地

0.0%6.5%28.9%0.0%0.0%0.0%6.8%0.0%0.0%0.0%1.0%33.7%23.2%田井
3.2%3.0%25.3%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%63.2%5.2%宇野・築港

0.0%2.9%12.3%3.0%0.0%0.0%12.3%0.0%1.7%0.0%13.2%44.5%10.0%玉・奥玉

0.0%0.0%21.8%0.0%0.0%0.0%12.8%0.0%13.0%11.7%0.0%32.8%7.8%玉原

2.7%18.4%48.8%0.0%0.0%0.0%2.5%0.0%7.1%0.0%0.0%19.4%1.1%和田

3.2%24.3%19.3%0.0%0.0%0.0%4.1%7.1%11.7%0.0%1.1%29.2%0.0%日比・渋川

2.4%17.5%38.6%0.0%0.5%0.4%20.5%0.0%0.0%0.0%1.0%14.1%4.9%荘内

0.0%8.1%65.6%0.0%0.0%1.7%1.6%0.0%0.0%0.0%0.0%14.7%8.3%八浜

0.0%0.0%54.8%8.7%0.0%6.5%2.9%0.0%0.0%0.0%0.0%15.6%11.4%山田

0.0%4.7%62.3%13.1%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%14.2%5.8%東児

6.3%4.8%88.3%0.0%0.0%0.0%0.1%0.0%0.0%0.0%0.0%0.2%0.1%岡山市

6.7%86.1%7.1%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.1%0.1%倉敷市

84.1%6.6%9.2%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.1%0.0%その他市外

その他
市外

倉敷市岡山市東児山田八浜荘内
日比・
渋川

和田玉原
玉・奥
玉

宇野・
築港

田井
目

的地
居住地

0.0%0.0%16.8%0.0%0.0%16.8%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%50.7%15.7%田井

0.0%19.1%0.0%0.0%0.0%0.0%47.9%0.0%0.0%0.0%11.3%21.7%0.0%宇野・築港

0.0%0.0%17.0%0.0%0.0%0.0%10.6%0.0%8.3%0.0%55.8%0.0%8.3%玉・奥玉

0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%100.0%0.0%0.0%玉原
0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%28.5%31.7%16.5%0.0%0.0%23.3%0.0%和田
0.0%0.0%20.7%0.0%0.0%0.0%11.2%22.2%13.8%0.0%0.0%32.0%0.0%日比・渋川

0.0%0.0%26.7%0.0%0.0%0.0%42.9%0.0%5.6%0.0%12.7%9.3%2.9%荘内

0.0%0.0%56.1%0.0%0.0%13.3%21.7%0.0%0.0%0.0%0.0%9.0%0.0%八浜

0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%67.6%32.4%山田

0.0%19.8%20.1%20.9%0.0%0.0%14.4%0.0%0.0%0.0%0.0%14.1%10.6%東児

0.9%3.6%95.3%0.0%0.0%0.0%0.2%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%岡山市

2.9%92.4%4.6%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.1%0.0%倉敷市

79.6%7.3%13.0%0.0%0.0%0.1%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%その他市外
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■私用（買物・通院を除く） 

• 目的地は宇野・築港、岡山市が多く、市内では他に田井、玉・奥玉、荘内が他地域からのトリ

ップが多い 

• 宇野・築港へは当地区周辺の地域からのトリップが多く、市東部、北部からは少ないが、岡山

市への全市域から多い 

 

 

  

その他
市外

倉敷市岡山市東児山田八浜荘内
日比・
渋川

和田玉原
玉・奥
玉

宇野・
築港

田井
目

的地
居住地

2.9%10.4%23.6%1.6%9.8%1.6%4.6%0.8%0.9%1.9%2.8%24.0%15.1%田井

8.3%3.2%33.3%0.0%2.0%0.0%2.7%0.0%0.0%0.0%1.2%36.4%13.0%宇野・築港

3.1%6.4%30.0%0.0%6.4%0.0%4.6%0.0%0.0%0.0%17.4%32.1%0.0%玉・奥玉

0.0%26.3%0.0%0.0%0.0%0.0%20.4%0.0%0.0%8.2%12.7%15.9%16.5%玉原

19.3%8.4%15.9%0.0%0.0%0.0%5.0%4.2%12.6%7.3%4.7%15.0%7.6%和田

8.9%24.5%20.5%0.0%3.8%0.0%5.6%2.8%7.5%0.0%13.8%3.8%8.6%日比・渋川

14.3%9.2%26.7%0.0%0.0%3.1%22.6%0.6%3.3%0.0%1.3%13.5%5.2%荘内

13.4%8.6%46.9%1.2%0.0%11.2%9.0%0.0%0.0%0.0%2.0%7.8%0.0%八浜

0.0%0.0%37.7%3.9%13.2%18.1%0.0%0.0%0.0%0.0%0.0%11.5%15.6%山田
5.6%0.0%27.5%26.2%0.0%0.0%7.9%0.0%7.1%0.0%4.6%16.1%5.0%東児

15.3%5.6%77.0%0.1%0.0%0.1%0.6%0.2%0.0%0.0%0.1%0.5%0.3%岡山市

15.8%73.0%10.3%0.0%0.0%0.0%0.3%0.2%0.1%0.0%0.0%0.0%0.2%倉敷市

82.5%6.1%10.9%0.0%0.0%0.0%0.1%0.1%0.1%0.0%0.0%0.1%0.1%その他市外
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（２） 目的へ行く頻度 

日常生活における目的ごとの外出頻度をみると、「食料品等の最寄り品の買い物」と「塾、習い

事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設」において「週 1～2日程度」が半数以上

を占めており、さらに、「週 3日以上」を含めると、「食料品等の最寄り品の買い物」では 9割強、

「塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設」では 8割弱を占めています。 

一方、「家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物」、「病院・医院・診療所の利用」、「外食・娯

楽等」では「月 1～2 日程度」と「年数回程度」が大半を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 目的ごとの外出頻度 

  

35%

24%

20%

18%

26%

58%

17%
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27%

56%

23%

23%

32%

6%

46%

51%

19%

18%

51%

36%

35%

34%

43%

31%

7%

23%

23%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(a)食料品等の最寄り品の買い物

(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物

(c)病院・医院・診療所の利用

(d)高齢者等福祉施設の利用

(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの

子育てに関する施設

(f)外食・娯楽等

(g)軽スポーツ・レクリエーション

(h)その他

①週3日以上 ②週1～2日程度 ③月1～2日程度 ④年数回程度

※ラベル 5％未満は省略 
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(a)食料品等の最寄り品の買い物 

食料品等の最寄り品の買い物が目的の外出頻度を地域別にみると、「宇野・築港地域」では「週

3日以上」が最も多く挙がっており、その他の地域では「週 1～2日程度」が最も多く挙がってい

ます。 

年代別にみると、50 代、60 代において「週 3日以上」がその他の年代と比べ比較的多く挙がっ

ています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 食料品等の最寄り品の買い物が目的の外出頻度 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 食料品等の最寄り品の買い物が目的の外出頻度  
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(b)家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物 

家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物が目的の外出頻度を地域別にみると、「田井地域」、

「宇野・築港地域」、「玉原地域」、「日比地域」、「荘内地域」、「八浜地域」、「山田地域」では「月 1

～2日程度」が最も多く挙がっており、「玉・奥玉地域」、「和田地域」、「東児地域」では「年数回

程度」が最も多く挙がっています。 

年代別にみると、年代が上がるに伴い、「年数回程度」の割合が増加しています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物が目的の外出頻度 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物が目的の外出頻度  
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(c)病院・医院・診療所の利用 

病院・医院・診療所の利用が目的の外出頻度を地域別にみると、いずれの地域においても「月 1

～2日程度」及び「年数回程度」が多く挙がっており、両頻度の合計が 9割前後を占めています。 

年代別にみると、10 代、20 代の若い年代では、「年数回程度」が多い一方、70 代、80 代では

「月 1～2日程度」が多く挙がっています。 

 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 病院・医院・診療所の利用が目的の外出頻度 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 病院・医院・診療所の利用が目的の外出頻度 
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(d)高齢者等福祉施設の利用 

高齢者等福祉施設の利用が目的の外出頻度を地域別にみると、傾向にばらつきがありますが、

「玉・奥玉地域」、「玉原地域」、「和田地域」、「日比地域」、「八浜地域」では、外出頻度が比較的高

い傾向にあり、「宇野・築港地域」、「山田地域」、「東児地域」では、比較的低い傾向となっていま

す。 

年代別にみると、傾向にばらつきがありますが、70代以上などの高い年代において、外出頻度

が高くなっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 高齢者等福祉施設の利用が目的の外出頻度 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 高齢者等福祉施設の利用が目的の外出頻度  
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(e)塾、習い事（ピアノやスイミング等）などの子育てに関する施設 

高齢者等福祉施設の利用が目的の外出頻度を地域別にみると、「田井地域」、「宇野・築港地域」、

「玉原地域」、「和田地域」、「荘内地域」、「八浜地域」、「山田地域」、「東児地域」では外出頻度が

比較的高い傾向にあり、特に「宇野・築港地域」、「和田地域」では、「週 3日以上」が多く挙がっ

ています。 

年代別にみると、30 代～70 代において、外出頻度が比較的高い傾向となっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 塾、習い事などの子育てに関する施設が目的の外出頻度 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 塾、習い事などの子育てに関する施設が目的の外出頻度 
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(f)外食・娯楽等 

外食・娯楽等が目的の外出頻度を地域別にみると、全ての地域で「月 1～2日程度」が最も多く

挙がっており、外出頻度は低い傾向となっています。 

年代別にみると、年代が上がるに伴い、外出頻度が低くなる傾向となっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 外食・娯楽等が目的の外出頻度 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 外食・娯楽等が目的の外出頻度 
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(g)軽スポーツ・レクリエーション 

軽スポーツ・レクリエーションが目的の外出頻度を地域別にみると、「宇野・築港地域」、「玉・

奥玉地域」、「玉原地域」、「山田地域」などでは、外出頻度が比較的高い傾向となっています。一

方、八浜地域では、他の地域と比べると極端に低くなっています。 

年代別にみると、年代が上がるに伴い、外出頻度が高くなる傾向となっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 軽スポーツ・レクリエーションが目的の外出頻度 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 軽スポーツ・レクリエーションが目的の外出頻度 
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問 8. スーパー、金融機関、医療施設、バス停などに徒歩で行こうとする場合、どの程度の  

時間であれば徒歩で行きますか。（1つに☑をつけてください） 

徒歩で行こうと思える移動時間の全地域計、全年代計をみると、「10分程度」が最も多く約半

数を占めています。 

地域別にみると、玉原地域では、「5分程度」が約半数を占めています。また、東児地域で

は、「30分程度・それ以上」が 3割弱と全地域の中で最も多くなっています。 

年代別にみると、全体的に「10分程度」が多い傾向ですが、年代が上がるに伴い「20分程

度」と「30分程度・それ以上」の割合が多くなっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 徒歩で行こうと思える移動時間 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 徒歩で行こうと思える移動時間 
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問 9. 人口が減少し各施設の維持が難しくなることが見込まれる中、市民の日常生活の利便

性の維持・向上を図るため、施設の望ましい立地場所についてお聞きします。①～⑭

の施設について、それぞれ望ましい立地場所を１つ選んでください。（施設ごとに当て

はまる番号（1～4）に〇をつけてください） 

各施設の望ましい立地場所をみると、「スーパーなど主として食料品や日用品を扱う店舗」、

「医院（クリニック）・診療所」、「デイサービス等を行う通所系の福祉施設」、「幼稚園・保育園

等の子育て関連施設」、「金融機関・郵便局」は、「暮らしに身近な場所」が約 7 割～9 割と大半

を占めています。 

また、「総合病院」、「図書館・公民館などのコミュニティ施設」、「ホール・市民会館などの文

化施設」は、「市の中心部（市役所周辺など）」が半数以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 各施設の望ましい立地場所 
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① スーパーなど主として食料品や日用品を扱う店舗 

スーパーなど主として食料品や日用品を扱う店舗の望ましい立地場所を地域別にみると、全て

の地域で「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっており、「宇野・築港地域」を除く地域で 9 割

前後を占めています。 

年代別にみると、全ての地域で「暮らしに身近な場所」が約 8 割～9 割を占めています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 スーパーなど主として食料品や日用品を扱う店舗の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 スーパーなど主として食料品や日用品を扱う店舗の望ましい立地場所 
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② 家具、家電製品、衣料品など買い回り品を扱う専門店 

家具、家電製品、衣料品など買い回り品を扱う専門店の望ましい立地場所を地域別にみると、

「田井地域」、「宇野・築港地域」、「玉・奥玉地域」、「玉原地域」、「和田地域」、「日比地域」、「山田

地域」では「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。一方、「荘内地域」、「八

浜地域」、「東児地域」では「隣接市にあればよい（市内になくてもよい）」が最も多く挙がってい

ます。 

年代別にみると、10 代では「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっていますが、その他の年

代では、「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 地域別 家具、家電製品、衣料品など買い回り品を扱う専門店の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 年代別 家具、家電製品、衣料品など買い回り品を扱う専門店の望ましい立地場所  
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③ 大規模商業施設 

大規模商業施設の望ましい立地場所を地域別にみると、「田井地域」、「宇野・築港地域」、「玉・

奥玉地域」、「玉原地域」、「和田地域」、「日比地域」、「山田地域」では「市の中心部（市役所周辺な

ど）」が最も多く挙がっています。一方、「荘内地域」、「八浜地域」、「東児地域」では「隣接市にあ

ればよい（市内になくてもよい）」が最も多く挙がっています。 

年代別にみると、10 代では「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっていますが、その他の年

代では、「市の中心部（市役所周辺など）」と「隣接市にあればよい（市内になくてもよい）」が同

程度の割合で比較的多く挙がっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 地域別 大規模商業施設の望ましい立地場所 

 
【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 年代別 大規模商業施設の望ましい立地場所  
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④ レストラン、カフェ等の飲食店 

レストラン、カフェ等の飲食店の望ましい立地場所を地域別にみると、「玉・奥玉地域」、「和田

地域」、「日比地域」、「山田地域」では「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっていま

す。一方、「田井地域」、「宇野・築港地域」、「玉原地域」、「荘内地域」、「八浜地域」、「東児地域」

では「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっています。 

年代別にみると、60 代を除いた全ての年代で「暮らしに身近な場所」最も多く挙がっており、

特に 10代では約 9割を占めています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 地域別 レストラン、カフェ等の飲食店の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 年代別 レストラン、カフェ等の飲食店の望ましい立地場所  
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⑤ 総合病院 

総合病院の望ましい立地場所を地域別にみると、全ての地域で「市の中心部（市役所周辺など）」

が最も多く挙がっています。 

年代別においても、全ての年代で「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 総合病院の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 総合病院の望ましい立地場所 
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⑥ 医院（クリニック）・診療所 

医院（クリニック）・診療所の望ましい立地場所を地域別にみると、全ての地域で「暮らしに身

近な場所」が最も多く挙がっており、約 8割～9割を占めています。 

年代別においても、全ての年代で「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっており、約 8割～9

割を占めています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 医院（クリニック）・診療所の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 医院（クリニック）・診療所の望ましい立地場所  
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⑦ デイサービス等を行う通所系の福祉施設 

デイサービス等を行う通所系の福祉施設の望ましい立地場所を地域別にみると、全ての地域で

「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっており、約 6割～7割を占めています。 

年代別においても、全ての年代で「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっており、年代が上

がるに伴いその割合も高くなっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 デイサービス等を行う通所系の福祉施設の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 デイサービス等を行う通所系の福祉施設の望ましい立地場所  
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⑧ 幼稚園・保育園等の子育て関連施設 

幼稚園・保育園等の子育て関連施設の望ましい立地場所を地域別にみると、全ての地域で「暮

らしに身近な場所」が最も多く挙がっており、約 6割～9割を占めています。 

年代別においても、全ての年代で「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっており、約 6割～9

割を占めています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 幼稚園・保育園等の子育て関連施設の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 幼稚園・保育園等の子育て関連施設の望ましい立地場所  
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⑨ 金融機関・郵便局 

金融機関・郵便局の望ましい立地場所を地域別にみると、全ての地域で「暮らしに身近な場所」

が最も多く挙がっており、約 6割～9割を占めています。 

年代別においても、全ての年代で「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっており、約 7割～9

割を占めています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 金融機関・郵便局の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 金融機関・郵便局の望ましい立地場所  
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⑩ 図書館・公民館などのコミュニティ施設 

図書館・公民館などのコミュニティ施設の望ましい立地場所を地域別にみると、「八浜地域」と

「東児地域」を除く地域で「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。一方、

「八浜地域」、「東児地域」では「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっています。 

年代別にみると、全ての年代で「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 図書館・公民館などのコミュニティ施設の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 図書館・公民館などのコミュニティ施設の望ましい立地場所 
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⑪ ホール・市民会館などの文化施設 

ホール・市民会館などの文化施設の望ましい立地場所を地域別にみると、全ての地域で「市の

中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっており、約 5割～7割を占めています。 

年代別においても、全ての年代で「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっており、

約 5割～7割を占めています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 ホール・市民会館などの文化施設の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 ホール・市民会館などの文化施設の望ましい立地場所  
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⑫ 体育館・運動場・プール・ジム等のスポーツ施設 

体育館・運動場・プール・ジム等のスポーツ施設の望ましい立地場所を地域別にみると、全て

の地域で「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっており、約 4割～5割を占めていま

す。 

年代別においても、全ての年代で「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっており、

約 4割～6割を占めています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 体育館・運動場・プール・ジム等のスポーツ施設の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 体育館・運動場・プール・ジム等のスポーツ施設の望ましい立地場所  
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⑬ 娯楽・レクリエーション施設 

娯楽・レクリエーション施設の望ましい立地場所を地域別にみると、「東児地域」を除く地域で

「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。一方、「東児地域」では「隣接市に

あればよい（市内になくてもよい）」が最も多く挙がっています。 

年代別にみると、10 代～70 代で「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっており、

80代では「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 娯楽・レクリエーション施設の望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 娯楽・レクリエーション施設の望ましい立地場所  
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⑭ 宴会や会議ができるシティホテル 

宴会や会議ができるシティホテルの望ましい立地場所を地域別にみると、「東児地域」を除く地

域で「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。一方、「東児地域」では「隣接

市にあればよい（市内になくてもよい）」が最も多く挙がっています。 

年代別にみると、全ての年代で「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっており、約

3割～5割を占めています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 宴会や会議ができるシティホテルの望ましい立地場所 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 宴会や会議ができるシティホテルの望ましい立地場所  
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【同居世帯別（問 1 30 代～50 代の回答のうち）】 

 

① スーパーなど主として食料品や日用品を扱う店舗 

30～50 代の内、スーパーなど主として食料品や日用品を扱う店舗の望ましい立地場所について

同居世帯別にみると、いずれの世帯においても「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、スーパーなど主として食料品や日用品を扱う店舗 

の望ましい立地場所 

 

 

② 家具、家電製品、衣料品など買い回り品を扱う専門店 

30～50 代の内、家具、家電製品、衣料品など買い回り品を扱う専門店の望ましい立地場所につ

いて同居世帯別にみると、「高校生（18 歳）以下の子供」と「65 歳以上の人」の世帯では「市の

中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。一方、「いずれも該当」の世帯において

は「暮らしに身近な場所」と「隣接市にあればよい（市内になくてもよい）」が同程度の割合で多

くを占めています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、家具、家電製品、衣料品など買い回り品を扱う専門店 

の望ましい立地場所 
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③ 大規模商業施設 

30～50 代の内、大規模商業施設の望ましい立地場所について同居世帯別にみると、「高校生（18

歳）以下の子供」の世帯では「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。一方、

「65 歳以上の人」の世帯では「隣接市にあればよい（市内になくてもよい）」が最も多く挙がって

おり、「いずれも該当」の世帯においては「暮らしに身近な場所」と「隣接市にあればよい（市内

になくてもよい）」が同程度の割合で多くを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、大規模商業施設の望ましい立地場所 

 

 

④ レストラン、カフェ等の飲食店 

30～50 代の内、レストラン、カフェ等の飲食店の望ましい立地場所について同居世帯別にみる

と、「高校生（18 歳）以下の子供」と「65 歳以上の人」の世帯では「暮らしに身近な場所」が最

も多く挙がっています。一方、「いずれも該当」の世帯においては「暮らしに身近な場所」と「隣

接市にあればよい（市内になくてもよい）」が同程度の割合で多くを占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、レストラン、カフェ等の飲食店の望ましい立地場所 
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⑤ 総合病院 

30～50 代の内、総合病院の望ましい立地場所について同居世帯別にみると、いずれの世帯にお

いても「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、総合病院の望ましい立地場所 

 

 

 

⑥ 医院（クリニック）・診療所 

30～50 代の内、医院（クリニック）・診療所の望ましい立地場所について同居世帯別にみると、

いずれの世帯においても「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、医院（クリニック）・診療所の望ましい立地場所 
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⑦ デイサービス等を行う通所系の福祉施設 

30～50 代の内、デイサービス等を行う通所系の福祉施設の望ましい立地場所について同居世帯

別にみると、いずれの世帯においても「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、デイサービス等を行う通所系の福祉施設の望ましい立地場所 

 

 

⑧ 幼稚園・保育園等の子育て関連施設 

30～50 代の内、幼稚園・保育園等の子育て関連施設の望ましい立地場所について同居世帯別に

みると、いずれの世帯においても「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、幼稚園・保育園等の子育て関連施設の望ましい立地場所 
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⑨ 金融機関・郵便局 

30～50 代の内、金融機関・郵便局の望ましい立地場所について同居世帯別にみると、いずれの

世帯においても「暮らしに身近な場所」が最も多く挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、金融機関・郵便局の望ましい立地場所 

 

 

 

 

⑩ 図書館・公民館などのコミュニティ施設 

30～50 代の内、図書館・公民館などのコミュニティ施設の望ましい立地場所について同居世帯

別にみると、「高校生（18 歳）以下の子供」と「65 歳以上の人」の世帯では「市の中心部（市役

所周辺など）」が最も多く挙がっています。一方、「いずれも該当」の世帯においては「市の中心

部（市役所周辺など）」と「暮らしに身近な場所」が同程度の割合となっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、図書館・公民館などのコミュニティ施設の望ましい立地場
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⑪ ホール・市民会館などの文化施設 

30～50 代の内、ホール・市民会館などの文化施設の望ましい立地場所について同居世帯別にみ

ると、いずれの世帯においても「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、ホール・市民会館などの文化施設の望ましい立地場所 

 

 

 

 

⑫ 体育館・運動場・プール・ジム等のスポーツ施設 

30～50 代の内、体育館・運動場・プール・ジム等のスポーツ施設の望ましい立地場所について

同居世帯別にみると、いずれの世帯においても「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙が

っています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、体育館・運動場・プール・ジム等のスポーツ施設 

の望ましい立地場所 
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⑬ 娯楽・レクリエーション施設 

30～50 代の内、娯楽・レクリエーション施設の望ましい立地場所について同居世帯別にみると、

「高校生（18 歳）以下の子供」と「65 歳以上の人」の世帯では「市の中心部（市役所周辺など）」

が最も多く挙がっています。一方、「いずれも該当」の世帯においては「暮らしに身近な場所」が

最も多く挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 同居者別 30～50 代の内、娯楽・レクリエーション施設の望ましい立地場所 

 

 

 

⑭ 宴会や会議ができるシティホテル 

30～50 代の内、宴会や会議ができるシティホテルの望ましい立地場所について同居世帯別にみ

ると、「高校生（18 歳）以下の子供」の世帯では「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙

がっています。一方、「いずれも該当」と「65 歳以上の人」の世帯においては「隣接市にあればよ

い（市内になくてもよい）」が最も多く挙がっています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 同居者別 30～50 代の内、宴会や会議ができるシティホテルの望ましい立地場所 
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２－４ 玉野市の現状について 

問 10. 玉野市の現状について、項目ごとに❶現状での満足度と、❷今後取り組むことの重要   
度について、どのように感じているか教えてください。                          
（それぞれ、あてはまる番号１つに〇をつけてください） 

満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の美しさ（環境

b）」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が最も低く

なっています。 

重要度では「買い物への行きやすさ（日常 a）」、「病院への行きやすさ（日常 b）」、「公共交通の

利用のしやすさ（日常 h）」の 3 項目が並び最も高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要があるも

の」に 4 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 満足度と重要度の相関分析 

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 3.12 4.07 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 3.09 4.07 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 2.99 3.47 ②
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.17 3.46 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.30 3.63 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.92 3.57 ②
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.56 3.26 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.29 4.07 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.15 3.32 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.18 3.68 ③
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.34 3.56 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.20 3.71 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.47 3.69 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.57 3.79 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.88 3.27 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.68 3.48 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.01 3.71 ③
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.95 3.93 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 3.21 3.57 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.61 3.52 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.18 3.65 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.01 3.31 ④

全体平均 2.99 3.63

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a
生活b

生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h

生活i

生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重 要度

平均値

平均値

3.63

2.99

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=868
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【地域別】 

① 田井地域 

田井地域の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「買い物への行きやすさ（日常 a）」

が最も高くなっています。一方、「娯楽・レクリエーション施設の充実状況（日常 g）」、「公共交通

の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が並び、最も低くなっています。 

重要度では「病院への行きやすさ（日常 b）」が最も高く、次いで「買い物への行きやすさ（日

常 a）」、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の順で高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要がある

もの」に 5 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が特に目立っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 田井地域  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 3.73 4.03 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 3.42 4.08 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 3.08 3.44 ②
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.57 3.28 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.53 3.65 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.93 3.53 ②
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.63 3.46 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.63 4.02 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.36 3.40 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.28 3.80 ③
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.41 3.74 ③
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.23 3.76 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.73 3.69 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.67 3.79 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.93 3.17 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.68 3.49 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.07 3.78 ①
生活j （j）身近な生活道路の安全性 3.11 4.00 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 3.26 3.63 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.54 3.52 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.25 3.68 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 2.81 3.27 ②

全体平均 3.13 3.64

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d 日常e

日常f

日常g

日常h

生活a

生活b

生活c

生活d

生活e
生活f

生活g

生活h

生活i 生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

4.00

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重 要度

平均値

平均値

3.64

3.13

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=133
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② 宇野・築港地域 

宇野・築港地域の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「市役所窓口への行きやす

さ（日常 d）」が最も高く、次いで「買い物への行きやすさ（日常 a）」、「病院への行きやすさ（日

常 b）」順で高くなっています。一方、「既存の観光施設・名所の内容等の充実度（生活 h）」の満

足度が最も低くなっています。 

重要度では「病院への行きやすさ（日常 b）」が最も高く、次いで「買い物への行きやすさ（日

常 a）」と「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要がある

もの」に 7 項目が該当しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 宇野・築港地域  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 4.05 4.25 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 3.94 4.35 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 3.12 3.49 ②
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 4.08 3.83 ③
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.68 3.66 ④
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 3.35 3.73 ④
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.78 3.44 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 3.14 4.25 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.41 3.52 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.31 3.91 ③
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.28 3.83 ①
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.39 3.93 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.84 3.98 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.80 3.88 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 3.03 3.26 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.66 3.67 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.17 3.87 ①
生活j （j）身近な生活道路の安全性 3.18 4.06 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 3.25 3.85 ①
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.61 3.78 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.27 3.75 ②
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.02 3.40 ②

全体平均 3.29 3.80

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a

生活b

生活c

生活d

生活e
生活f

生活g

生活h

生活i
生活j環境a

環境b

環境c

環境d

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

4.00

4.20

3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20 4.40 4.60

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.80

3.29

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=108
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③ 玉・奥玉地域 

玉・奥玉地域の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風

景の美しさ（環境 b）」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」

の満足度が最も低くなっています。 

重要度では「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が最も高く、次いで「身近な生活道路の安

全性（生活 j）」が高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要がある

もの」に 4 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」や「商業地の

充実度（生活 e）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 玉・奥玉地域  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 3.23 3.98 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 3.02 3.84 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 3.14 3.45 ④
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.34 3.50 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.15 3.56 ④
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.86 3.41 ②
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.44 3.26 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.15 4.14 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.13 3.20 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.26 3.51 ④
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.34 3.56 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.38 3.87 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.34 3.96 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.55 3.86 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.95 3.41 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.57 3.51 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.16 3.71 ③
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.85 4.00 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 2.85 3.51 ②
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.52 3.67 ③
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.17 3.80 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 2.82 3.42 ②

全体平均 2.96 3.64

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a
生活b

生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h

生活i

生活j環境a

環境b

環境c

環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.64

2.96

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=47
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④ 玉原地域 

玉原地域の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「騒音・振動・悪臭などの公害対

策の状況（生活 c）」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の

満足度が最も低くなっています。 

重要度では「買い物への行きやすさ（日常 a）」が最も高く、次いで「公共交通の利用のしやす

さ（日常 h）」、「病院への行きやすさ（日常 b）」の順で高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要がある

もの」に 7 項目が該当しており、なかでも「買い物への行きやすさ（日常 a）」、「病院への行きや

すさ（日常 b）」、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 玉原地域  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 2.44 4.12 ①
日常b （b）病院への行きやすさ 2.44 4.09 ①
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 2.64 3.64 ①
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 2.64 3.67 ①
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.10 3.37 ④
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.90 3.36 ④
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.44 3.44 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 1.80 4.11 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.04 3.17 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.22 3.36 ④
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.43 3.41 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.11 3.44 ④
生活e （e）商業地の充実度 2.44 3.52 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.57 3.60 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.91 3.28 ④
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.59 3.32 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 2.91 3.29 ④
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.84 3.64 ③
環境a （a）まちなみの美しさ 3.09 3.42 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.29 3.49 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.07 3.40 ④
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 2.86 3.19 ④

全体平均 2.81 3.51

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a

生活b

生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h

生活i

生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

1.60

1.80

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.51

2.81

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=47
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⑤ 和田地域 

和田地域の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「騒音・振動・悪臭などの公害対

策の状況（生活 c）」が最も高く、次いで「田園や山並みなどの自然風景の美しさ（環境 b）」、「職

場や学校への行きやすさ（日常 e）」の順で高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやす

さ（日常 h）」の満足度が最も低くなっています。 

重要度では「病院への行きやすさ（日常 b）」が最も高く、次いで「公共交通の利用のしやすさ

（日常 h）」、「買い物への行きやすさ（日常 a）」の順で高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要がある

もの」に 5 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 和田地域  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 3.07 3.97 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 2.91 4.13 ①
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 2.92 3.46 ④
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.16 3.48 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.24 3.46 ④
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.91 3.25 ④
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.62 3.15 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.11 4.02 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.13 3.20 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.14 3.37 ④
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.28 3.30 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.02 3.61 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.41 3.64 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.62 3.70 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.86 3.11 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.64 3.35 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 2.82 3.43 ②
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.82 3.80 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 2.92 3.47 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.27 3.33 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.17 3.42 ④
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.02 3.12 ④

全体平均 2.91 3.49

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a 生活b

生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h

生活i 生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.49

2.91

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=68
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⑥ 日比地域 

日比地域の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「職場や学校への行きやすさ（日

常 e）」が最も高く、次いで「田園や山並みなどの自然風景の美しさ（環境 b）」が高くなっていま

す。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が最も低く、次いで「商業地の充実度

（生活 e）」となっています。 

重要度では「病院への行きやすさ（日常 b）」が最も高く、次いで「買い物への行きやすさ（日

常 a）」と「宅地周辺の雨水等の排水状況（生活 b）」が高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要がある

もの」に 5 項目が該当しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 日比地域  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 2.73 3.91 ①
日常b （b）病院への行きやすさ 2.91 3.94 ①
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 3.06 3.27 ④
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.03 3.31 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.58 3.57 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.87 3.52 ②
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.82 2.94 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.12 3.64 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.03 3.39 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.24 3.91 ③
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.03 3.72 ③
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.00 3.79 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.13 3.59 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.23 3.65 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.77 2.97 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.71 3.55 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.12 3.64 ③
生活j （j）身近な生活道路の安全性 3.00 3.81 ③
環境a （a）まちなみの美しさ 3.21 3.58 ③
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.57 3.55 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.41 3.70 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.18 3.39 ④

全体平均 2.94 3.56

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d

日常e

日常f
日常g

日常h

生活a

生活b

生活c
生活d

生活e

生活f

生活g

生活h

生活i

生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.56

2.94

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=37
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⑦ 荘内地域 

荘内地域の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の

美しさ（環境 b）」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満

足度が最も低くなっています。 

重要度では「買い物への行きやすさ（日常 a）」が最も高く、次いで「公共交通の利用のしやす

さ（日常 h）」、「病院への行きやすさ（日常 b）」の順で高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要がある

もの」に 4 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 荘内地域  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 3.22 4.05 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 3.20 4.01 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 3.01 3.45 ④
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 2.83 3.42 ②
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.20 3.69 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.87 3.60 ②
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.51 3.20 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.09 4.04 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 2.96 3.38 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.10 3.74 ③
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.30 3.60 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.18 3.69 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.33 3.62 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.53 3.76 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.88 3.29 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.76 3.42 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.09 3.70 ③
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.95 3.89 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 3.22 3.45 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.69 3.44 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.10 3.63 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.00 3.30 ④

全体平均 2.96 3.61

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a 生活b

生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h

生活i

生活j

環境a

環境b

環境c環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.61

2.96

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=231
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⑧ 八浜地域 

八浜地域の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の

美しさ（環境 b）」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満

足度が最も低く、次いで「商業地の充実度（生活 e）」となっています。 

重要度では「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が最も高く、次いで「病院への行きやすさ

（日常 b）」、「買い物への行きやすさ（日常 a）」の順で高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要がある

もの」に 9 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」、「買い物への

行きやすさ（日常 a）」、「病院への行きやすさ（日常 b）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 八浜地域  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 2.46 4.08 ①
日常b （b）病院への行きやすさ 2.55 4.12 ①
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 2.90 3.67 ①
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 2.97 3.42 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.23 3.82 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.83 3.97 ①
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.40 3.14 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.28 4.18 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.21 3.28 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.19 3.58 ④
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.49 3.26 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.31 3.47 ④
生活e （e）商業地の充実度 2.29 3.72 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.49 3.86 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.78 3.36 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.64 3.58 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 2.85 3.79 ①
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.83 3.97 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 3.39 3.56 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.73 3.54 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.09 3.79 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.19 3.45 ④

全体平均 2.91 3.67

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a 生活b

生活c

生活d
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生活f

生活g
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生活i 生活j

環境a

環境b

環境c
環境d

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20 4.40

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.67

2.91

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの ①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=79
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⑨ 山田地域 

山田地域の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の

美しさ（環境 b）」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満

足度が最も低くなっています。 

重要度では「買い物への行きやすさ（日常 a）」が最も高く、次いで「公共交通の利用のしやす

さ（日常 h）」と「身近な生活道路の安全性（生活 j）」が高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要がある

もの」に 7 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」、「買い物への

行きやすさ（日常 a）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 山田地域  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 2.33 4.04 ①
日常b （b）病院への行きやすさ 2.63 3.92 ①
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 3.02 3.27 ④
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.07 3.29 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.20 3.62 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.70 3.62 ①
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.59 3.18 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 1.96 4.02 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.47 3.19 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 2.91 3.69 ①
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.51 3.38 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.00 3.67 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.60 3.45 ②
生活f （f）働く場の充実度 2.51 3.84 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.84 3.43 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.88 3.47 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.05 3.87 ③
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.82 4.02 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 3.46 3.71 ③
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.89 3.51 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.28 3.69 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.50 3.23 ④

全体平均 2.97 3.60

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c
日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a

生活b

生活c

生活d

生活e 生活f

生活g
生活h

生活i

生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

1.80

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

4.00

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.60

2.97

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=48
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⑩ 東児地域 

東児地域の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の

美しさ（環境 b）」が最も高くなっています。一方、「買い物への行きやすさ（日常 a）」の満足度

が最も低くなっています。 

重要度では「買い物への行きやすさ（日常 a）」が最も高く、次いで「病院への行きやすさ（日

常 b）」、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の順で高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要がある

もの」に 6 項目が該当しており、なかでも「買い物への行きやすさ（日常 a）」、「公共交通の利用

のしやすさ（日常 h）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 東児地域  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 1.64 4.25 ①
日常b （b）病院への行きやすさ 2.24 4.08 ①
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 2.76 3.44 ④
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 2.54 3.48 ②
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 2.70 3.57 ④
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.68 3.36 ④
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.27 3.11 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 1.76 4.02 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 2.85 3.00 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.13 3.46 ④
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.35 3.34 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.06 3.69 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.20 3.64 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.30 3.82 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.62 3.36 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.47 3.40 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 2.43 3.77 ①
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.71 3.98 ③
環境a （a）まちなみの美しさ 3.27 3.53 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.82 3.45 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.16 3.58 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.00 3.31 ④

全体平均 2.68 3.57

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a

生活b

生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h 生活i

生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

1.40

1.60

1.80

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

4.00

2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20 4.40

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.57

2.68

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=52
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【年代別】 

① 10 代 

10 代の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「河川や海岸などの水辺環境（環境 c）」、

「史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承（環境 d）」が並び最も高くなっています。一方、「公共

交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が最も低くなっています。 

重要度では「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が最も高く、次いで「職場や学校への行きや

すさ（日常 e）」が高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要があるも

の」に 7 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 10 代  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 2.80 3.60 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 3.00 3.60 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 3.00 3.00 ④
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.10 3.20 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.00 4.20 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 3.10 3.70 ③
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.10 3.60 ①
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 1.80 4.30 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 2.70 3.00 ②
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.10 3.30 ④
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.10 3.30 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.00 3.50 ④
生活e （e）商業地の充実度 2.40 3.80 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.40 4.10 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 3.00 3.50 ④
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.40 3.50 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 2.60 3.70 ①
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.60 3.70 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 2.60 3.60 ①
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.00 3.60 ③
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.20 3.60 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.20 3.60 ③

全体平均 2.78 3.59

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b
日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a

生活b
生活c

生活d

生活e 生活f

生活g

生活h

生活i
生活j

環境a

環境b

環境c
環境d

1.60

1.80

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20 4.40

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.59

2.78

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=10
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② 20 代 

20 代の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の美し

さ（環境 b）」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が

最も低くなっています。 

重要度では「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が最も高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要があるも

の」に 5 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 20 代  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 3.25 3.99 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 3.18 3.83 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 3.00 3.06 ②
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.29 3.25 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.13 4.00 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.87 3.67 ①
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.38 3.45 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.11 4.28 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.03 3.33 ②
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.38 3.27 ④
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.35 3.28 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.30 3.39 ④
生活e （e）商業地の充実度 2.42 3.77 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.54 3.85 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 3.06 3.26 ④
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.83 3.34 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 2.94 3.65 ①
生活j （j）身近な生活道路の安全性 3.06 3.79 ③
環境a （a）まちなみの美しさ 3.36 3.46 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.72 3.34 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.22 3.41 ④
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.28 3.20 ④

全体平均 3.03 3.54

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a日常b

日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a

生活b

生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h

生活i

生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

2.80 3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20 4.40

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.54

3.03

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=72
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③ 30 代 

30 代の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の美し

さ（環境 b）」が最も高く、次いで「職場や学校への行きやすさ（日常 e）」なっています。一方、

「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が最も低く、次いで、「娯楽・レクリエーション

施設の充実状況（日常 g）」、「商業地の充実度（生活 e）」が並び低くなっています。 

重要度では「買い物への行きやすさ（日常 a）」、「病院への行きやすさ（日常 b）」が並び最も高

く、次いで「働く場の充実度（生活 f）」が高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要があるも

の」に 6 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」、「働く場の充実度

（生活 f）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 30 代  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 2.88 4.10 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 2.87 4.10 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 2.95 3.14 ④
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.26 3.23 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.30 3.93 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.65 4.00 ①
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.28 3.45 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.17 4.00 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.05 3.32 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.05 3.56 ④
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 2.94 3.44 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.10 3.49 ④
生活e （e）商業地の充実度 2.28 3.71 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.37 4.02 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.81 3.19 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.67 3.44 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 2.74 3.71 ①
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.73 4.01 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 3.11 3.32 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.41 3.15 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.03 3.49 ④
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 2.96 3.07 ④

全体平均 2.85 3.59

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b
日常c

日常d
日常e

日常f

日常g
日常h

生活a

生活b

生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h 生活i
生活j

環境a

環境b

環境c環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.59

2.85

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=116
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④ 40 代 

40 代の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の美し

さ（環境 b）」が最も高くなっています。一方、「商業地の充実度（生活 e）」の満足度が最も低く、

次いで「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が低くなっています。 

重要度では「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が最も高く、次いで「買い物への行きやすさ

（日常 a）」、「病院への行きやすさ（日常 b）」の順で高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要があるも

の」に 5 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 40 代 

  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 2.99 3.96 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 2.96 3.95 ①
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 2.96 3.38 ②
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.18 3.22 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.36 3.74 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.99 3.88 ③
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.51 3.17 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.34 4.05 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.19 3.17 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.14 3.43 ④
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.38 3.38 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.17 3.56 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.25 3.61 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.50 3.91 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.87 3.16 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.67 3.40 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.07 3.60 ③
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.85 3.93 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 3.32 3.48 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.67 3.35 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.28 3.52 ④
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.05 3.27 ④

全体平均 2.99 3.55

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a

生活b

生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h

生活i

生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.55

2.99

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=131
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⑤ 50 代 

50 代の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の美し

さ（環境 b）」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が

最も低く、次いで「商業地の充実度（生活 e）」の満足度が低くなっています。 

重要度では「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が最も高く、次いで「買い物への行きやすさ

（日常 a）」と「病院への行きやすさ（日常 b）」が高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要があるも

の」に 4 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 50 代  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 3.08 4.22 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 2.97 4.22 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 2.97 3.64 ④
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.10 3.57 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.40 3.83 ③
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.95 3.61 ②
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.58 3.10 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.14 4.29 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.37 3.14 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.17 3.74 ③
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.39 3.59 ④
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.06 3.83 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.33 3.75 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.50 4.05 ①
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.74 3.31 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.51 3.57 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.00 3.80 ③
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.90 3.97 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 3.16 3.55 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.67 3.52 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.22 3.69 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.02 3.24 ④

全体平均 2.97 3.69

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a

生活b

生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h

生活i

生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20 4.40

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.69

2.97

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=127
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⑥ 60 代 

60 代の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の美し

さ（環境 b）」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が

最も低くなっています。 

重要度では「買い物への行きやすさ（日常 a）」が最も高く、次いで「病院への行きやすさ（日

常 b）」、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の順で高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要があるも

の」に 4 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 60 代  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 3.02 4.23 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 3.09 4.20 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 3.02 3.66 ④
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.17 3.61 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.30 3.39 ④
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.83 3.44 ②
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.60 3.24 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.21 4.18 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.13 3.51 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 2.93 3.95 ③
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.29 3.80 ③
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.06 3.99 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.51 3.80 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.58 3.70 ②
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.83 3.45 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.55 3.67 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 2.86 3.83 ①
生活j （j）身近な生活道路の安全性 2.73 3.99 ①
環境a （a）まちなみの美しさ 3.08 3.72 ④
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.61 3.70 ④
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.02 3.90 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 2.90 3.43 ②

全体平均 2.92 3.75

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d

日常e

日常f

日常g

日常h

生活a

生活b

生活c

生活d

生活e

生活f
生活g

生活h

生活i

生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

2.00

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20 4.40

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.75

2.92

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=128
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⑦ 70 代 

70 代の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の美し

さ（環境 b）」が最も高く、次いで「騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況（生活 c）」が高くな

っています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が最も低くなっています。 

重要度では「買い物への行きやすさ（日常 a）」が最も高く、次いで「病院への行きやすさ（日

常 b）」が高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要があるも

の」に 2 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 70 代  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 3.19 4.09 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 3.20 4.07 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 2.90 3.59 ②
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.10 3.58 ④
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.17 3.24 ④
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 2.98 3.12 ②
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.67 3.17 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.40 3.86 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.15 3.41 ④
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.21 3.80 ③
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.51 3.67 ③
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.28 3.75 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.70 3.65 ①
生活f （f）働く場の充実度 2.76 3.44 ②
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.90 3.24 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.75 3.45 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.18 3.71 ③
生活j （j）身近な生活道路の安全性 3.14 3.89 ③
環境a （a）まちなみの美しさ 3.12 3.64 ③
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.55 3.73 ③
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.18 3.69 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 2.91 3.40 ②

全体平均 3.04 3.60

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a

日常b

日常c

日常d
日常e

日常f

日常g

日常h

生活a
生活b

生活c

生活d

生活e

生活f
生活g

生活h

生活i

生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

2.20

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.60

3.04

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの

①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=165
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⑧ 80 代 

80 代の満足度と重要度の相関分析をみると、満足度では「田園や山並みなどの自然風景の美し

さ（環境 b）」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」の満足度が

最も低くなっています。 

重要度では「病院への行きやすさ（日常 b）」が最も高くなっています。 

満足度が平均値より低く、重要度が平均値より高い「特に重点的に改善に取り組む必要があるも

の」に 3 項目が該当しており、なかでも「公共交通の利用のしやすさ（日常 h）」が目立っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 満足度と重要度の相関分析 80 代  

区分 設問 満足度 重要度 分類
日常a （a）買い物への行きやすさ 3.37 3.87 ③
日常b （b）病院への行きやすさ 3.29 4.14 ③
日常c （c）高齢者福祉施設への行きやすさ 3.18 3.65 ①
日常d （d）市役所窓口への行きやすさ 3.14 3.69 ①
日常e （e）職場や学校への行きやすさ 3.25 3.19 ④
日常f （f）子育てに関する施設の便利さ 3.25 3.14 ④
日常g （g）娯楽・レクリエーション施設の充実状況 2.91 3.33 ②
日常h （h）公共交通の利用のしやすさ 2.61 3.77 ①
生活a （a）公園や広場、緑地の充足状況 3.18 3.38 ②
生活b （b）宅地周辺の雨水等の排水状況 3.52 3.86 ③
生活c （c）騒音・振動・悪臭などの公害対策の状況 3.51 3.60 ③
生活d （d）ごみ処理に伴う環境問題対策の状況（不法投棄、海洋ごみ、公害など） 3.43 3.73 ③
生活e （e）商業地の充実度 2.81 3.50 ②
生活f （f）働く場の充実度 2.74 3.33 ②
生活g （g）優良農地の保全や農業基盤整備の充実度 2.97 3.10 ②
生活h （h）既存の観光施設・名所の内容等の充実度 2.90 3.28 ②
生活i （i）国道や県道の幹線道路の快適性 3.23 3.59 ③
生活j （j）身近な生活道路の安全性 3.34 3.83 ③
環境a （a）まちなみの美しさ 3.43 3.74 ③
環境b （b）田園や山並みなどの自然風景の美しさ 3.71 3.75 ③
環境c （c）河川や海岸などの水辺環境 3.29 3.70 ③
環境d （d）史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承 3.07 3.42 ②

全体平均 3.19 3.57

日常生活
の利便性

生活基
盤・産業
基盤

環境・景
観

※満足度・重要度の数値は 

回答を 5 点満点に換算して算出 

日常a
日常b

日常c

日常d

日常e
日常f

日常g

日常h

生活a

生活b生活c

生活d

生活e

生活f

生活g

生活h

生活i
生活j

環境a

環境b

環境c

環境d

2.40

2.60

2.80

3.00

3.20

3.40

3.60

3.80

3.00 3.20 3.40 3.60 3.80 4.00 4.20

満

足

度

重要度

平均値

平均値

3.57

3.19

③今後も取り組みを

重点的に維持して

いく必要があるもの

④取り組みを維持して

いく必要があるもの

②満足度が低く

優先度が低いもの ①特に重点的に

改善に取り組む

必要があるもの

n=114
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２－５ 玉野市の将来について 

問 11. 今後、全国の市町村で人口が減少していくことが予想されていますが、人口減少・  

少子高齢化の進行により、玉野市において特に心配されることを教えてください。   

（3 つまで選んで☑をつけてください） 

玉野市の人口減少・少子高齢化で特に心配されることの全地域計、全年代計をみると、「売

り上げ減少などにより、商店街やスーパーなどの店舗が撤退する」、「鉄道やバスの利用者数が減

少し、運行本数や路線数の減少など公共交通サービスが低下する」ことが多く挙がっています。 

地域別にみると、「八浜地域」、「山田地域」では、「小中学校や保育園、幼稚園、認定こども園

等の減少により子育て環境が低下する」ことが比較的多く挙がっています。 

年代別にみると、60代以上では、「空家や空地が増加し、居住環境が悪化する」ことが比較的

多く挙がっています。 

30～50 代の内の同居世帯別にみると、「高校生（18 歳）以下の子供」の世帯では、「小中学校

や保育園、幼稚園、認定こども園等の減少により子育て環境が低下する」ことが比較的多く挙が

っており、いずれも該当の世帯では最も多く挙がっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 玉野市の人口減少・少子高齢化で特に心配されること 
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③玉・奥玉地域

④玉原地域

⑤和田地域

⑥日比地域

⑦荘内地域

⑧八浜地域

⑨山田地域

⑩東児地域

全地域計

①売り上げ減少などにより、商店街やスーパーなどの店舗が撤退する

②病院、図書館などの公共公益施設が統廃合され、利便性が低下する

③空家や空地が増加し、居住環境が悪化する

④鉄道やバスの利用者数が減少し、運行本数や路線数の減少など公共交通サービスが低下する

⑤小中学校や保育園、幼稚園、認定こども園等の減少により子育て環境が低下する

⑥道路や橋梁、上下水道などの維持・更新が困難となる

⑦地域経済が衰退し、雇用機会が減少する

⑧地域行事の維持が難しくなるなど、地域を支える活力が低下する

⑨特になし

⑩その他

n=379

n=291

n=131

n=125

n=188

n=99

n=634

n=219

n=136

n=138

n=2,340

※ラベル 5％未満は省略 
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【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 玉野市の人口減少・少子高齢化で特に心配されること 

 

 

【同居世帯別（問 1 30 代～50 代の回答のうち）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、玉野市の人口減少・少子高齢化で特に心配されること 
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⑦70代
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全年代計

①売り上げ減少などにより、商店街やスーパーなどの店舗が撤退する
②病院、図書館などの公共公益施設が統廃合され、利便性が低下する
③空家や空地が増加し、居住環境が悪化する
④鉄道やバスの利用者数が減少し、運行本数や路線数の減少など公共交通サービスが低下する
⑤小中学校や保育園、幼稚園、認定こども園等の減少により子育て環境が低下する
⑥道路や橋梁、上下水道などの維持・更新が困難となる
⑦地域経済が衰退し、雇用機会が減少する
⑧地域行事の維持が難しくなるなど、地域を支える活力が低下する
⑨特になし
⑩その他

n=28

n=204

n=333

n=369

n=374

n=332

n=445

n=295

n=2,380

※ラベル 5％未満は省略 
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①高校生（１８歳）以下の子供

②65歳以上の人

①、②のいずれも該当

①売り上げ減少などにより、商店街やスーパーなどの店舗が撤退する
②病院、図書館などの公共公益施設が統廃合され、利便性が低下する
③空家や空地が増加し、居住環境が悪化する
④鉄道やバスの利用者数が減少し、運行本数や路線数の減少など公共交通サービスが低下する
⑤小中学校や保育園、幼稚園、認定こども園等の減少により子育て環境が低下する
⑥道路や橋梁、上下水道などの維持・更新が困難となる
⑦地域経済が衰退し、雇用機会が減少する
⑧地域行事の維持が難しくなるなど、地域を支える活力が低下する
⑨特になし
⑩その他

n=486

n=291

n=27

※ラベル 5％未満は省略 
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問 12. 問 11 を未然に防ぐために、岡山県南広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

では「コンパクトなまちづくり」を進めていくことが掲げられています。そのために

は、玉野市ではどのような取組が最も重要だと考えますか。（1つに☑をつけてくだ

さい） 

玉野市の人口減少・少子高齢化を防ぐために最も重要と思う取組の全地域計、全年代計をみ

ると、「バスなど公共交通ネットワークの充実」が最も多く挙がっており、次いで「市街地内の

空き家や空き地等の有効活用」、「商業、医療、教育文化施設など都市機能の集約化」が挙がって

います。 

地域別にみると、「バスなど公共交通ネットワークの充実」は「玉原地域」で特に多く挙がっ

ています。また、「市街地内の空き家や空き地等の有効活用」は「東児地域」で特に多く挙がっ

ており、「商業、医療、教育文化施設など都市機能の集約化」は「日比地域」で特に多く挙がっ

ています。 

年代別にみると、10 代において「バスなど公共交通ネットワークの充実」が半数以上を占め

ています。なお、60 代、70 代においては「商業、医療、教育文化施設など都市機能の集約化」

が他の年代に比べ比較的少なくなっています。 

30～50 代の内の同居世帯別にみると、「高校生（18 歳）以下の子供」の世帯では、「商業、医

療、教育文化施設など都市機能の集約化」が最も多く挙がっており、「65歳以上の人」の世帯で

は「バスなど公共交通ネットワークの充実」が最も多く挙がっています。また、いずれも該当の

世帯では「市街地の都市基盤や住環境の一層の充実」が最も多く挙がっています。 
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図 地域別 玉野市の人口減少・少子高齢化を防ぐために最も重要と思う取組 
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⑤和田地域

⑥日比地域

⑦荘内地域

⑧八浜地域

⑨山田地域

⑩東児地域

全地域計

①商業、医療、教育文化施設など都市機能の集約化

②市街地内の空き家や空き地等の有効活用

③市街地の都市基盤や住環境の一層の充実

④新たな開発の抑制など、土地利用規制の厳格化

⑤バスなど公共交通ネットワークの充実

⑥現状のままでよい

⑦その他

n=124

n=102

n=42

n=38

n=62

n=30

n=212

n=73

n=45

n=47

n=775

※ラベル 5％未満は省略 
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【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 玉野市の人口減少・少子高齢化を防ぐために最も重要と思う取組 

 

 

【同居世帯別（問 1 30 代～50 代の回答のうち）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 同居世帯別 30～50 代の内、玉野市の人口減少・少子高齢化を防ぐために 

最も重要と思う取組 
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全年代計

①商業、医療、教育文化施設など都市機能の集約化

②市街地内の空き家や空き地等の有効活用

③市街地の都市基盤や住環境の一層の充実
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⑦その他
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n=94

n=9

※ラベル 5％未満は省略 
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問 13. 市街地における自然災害危険区域（ハザードエリア）でのまちづくりについて最も適

切と思う方針はどれですか。（1つに☑をつけてください） 

市街地における自然災害危険区域で最も適切と思う方針の全地域計、全年代計をみると、「市

街地における自然災害危険区域での新規の開発や建築を規制するべき」が最も多く挙がっていま

す。 

地域別にみると、「田井地域」、「玉・奥玉地域」、「八浜地域」では、他の地域に比べ特に「市

街地における自然災害危険区域での新規の開発や建築を規制するべき」が多く挙がっています。 

年代別にみると、10代、40代、70代では、他の年代に比べ特に「市街地における自然災害危

険区域での新規の開発や建築を規制するべき」が多く挙がっており約半数を占めています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 市街地における自然災害危険区域で最も適切と思う方針 

 

【年代別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 年代別 市街地における自然災害危険区域で最も適切と思う方針  
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①市街地における自然災害危険区域での新規の開発や建築を規制するべき

②市街地における自然災害危険区域から安全な場所への住み替えを促進するべき

③市街地における自然災害危険区域であっても開発や建築を規制すべきでない

④わからない
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※ラベル 5％未満は省略 
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※ラベル 5％未満は省略 
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２－６ 自分が暮らしている地域の将来について 

問 14. 将来、自分が暮らしている地域がどのようなまちになることを望んでいますか。  

（3 つまで選んで☑をつけてください） 

居住地域の将来の展望の全地域計、全年代計をみると、「生活に便利な店舗や商業施設が充実

したまち」及び「医療、福祉、健康づくりなどのサービスが身近に受けられるまち」が多く挙が

っています。 

地域別にみると、「八浜地域」、「山田地域」では「子育てサービスや教育が身近に受けられる

まち」が他の地域に比べ多く挙がっており、「玉・奥玉地域」、「玉原地域」では「防災対策や防

犯などが充実したまち」が他の地域に比べ多く挙がっています。 

年代別にみると、10代、20代では「生活に便利な店舗や商業施設が充実したまち」が他の年

代に比べ多く、50代以上では「医療、福祉、健康づくりなどのサービスが身近に受けられるま

ち」が他の年代に比べ多く挙がっています。 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 居住地域の将来の展望 
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②道路、公園、下水道などの生活環境施設が充実したまち
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⑥業務オフィスや工場など身近に働く場があるまち
⑦農林漁業が盛んなまち
⑧史跡や文化財などの歴史的資源を活かしたまち
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※ラベル 5％未満は省略 
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図 年代別 居住地域の将来の展望 
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問 15. 自分が暮らしている地域のまちづくりに、どの程度協力したいかについて教えてくだ

さい。（1つに☑をつけてください） 

居住地域のまちづくりへの協力の意向の全地域計、全年代計をみると、「自分でやれることが

あれば協力したい」が約 6 割と半数以上を占めています。 

地域別においても、全ての地域で「自分でやれることがあれば協力したい」が半数以上を占め

ています。 

年代別にみると、10代、20代などの若い世代において、「積極的に協力したい」が他の年代に

比べ比較的多い傾向となっています。 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地域別 居住地域のまちづくりへの協力の意向 
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図 年代別 居住地域のまちづくりへの協力の意向 
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２－７ 玉野市のまちづくりに対する意見 

問 16. これからの玉野市のまちづくりについて、ご意見がありましたら下記の   内に、

ご自由にお書きください。文字のみでも良いですし、図中の【例】を参考に、具体的

場所を矢印で示していただいてもかまいません。 

この設問に対して、420 件の回答がありました。 

回答結果の整理はテキストマイニングの手法を用いて行いました。テキストマイニングは自由

な形式で記述された文章を、自然言語処理の技術により単語や文節に分割して、その出現頻度や

相関関係を分析し、有益な情報を探し出す手法です。 

【問 16】については、回答結果を文（1,355 文）に分解し、使用されている頻度の高い単語と

文内で共に使われている単語の組み合わせを分析しました。（共起ネットワーク） 

 

なお、回答結果で使用されている頻度が高いものの、共起ネットワークの解釈を複雑にする以

下の単語は分析から除外しています。（分析から除外した単語：「地域」、「地区」、「思う」、「考え

る」） 

 

次頁に共起ネットワークを示します。円の大きさが大きい程高い頻度で使用されている単語で

あり、円の間の線が太い程単語同士のむすびつきが強い（同一文内で使用される頻度が高い）こ

とを表します。 
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図 共起ネットワーク図 

 

共起ネットワークから都市計画に関係する以下の観点について、多くの回答が得られているこ

とが分かります。 

人口減少、都市機能へのアクセス（特に病院、買い物）、隣接市へのアクセス、公共交通、学

校統廃合、移住定住、公園整備、観光、自然環境、企業誘致、 

 

上記の各観点に関する自由記述式回答を抜粋し、回答傾向を整理しました。 

学校統廃合 

公園整備 

公共交通 

都市機能への 

アクセス 

隣接市へのアクセス 
観光 

移住・定住 

人口減少 

企業誘致 

自然環境 
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表 都市計画に関係する観点と回答傾向 

観点 回答傾向 

【人口減少】 人口減少は回答者共通の課題として挙げられている。人口減少に対

応するための意見は回答者によって様々である。 

【都市機能へのアクセ

ス（特に病院、買い

物）】 

シーバスやシータクが生活の足として重要と認識されており、サー

ビスの充実・向上が求められている。また、病院や買い物へのアク

セスに関する不安が多く挙げられており、近所にスーパーなどの商

業施設を求める回答が多い。 

【隣接市へのアクセ

ス】 

岡山市や倉敷市の隣接市へのアクセス性の向上を求める回答が多

い。中でも荘内地域、八浜地域の隣接市へのアクセス性を生かす施

策を求める回答が多い。 

【公共交通】 免許の返納等を背景に、バス便数の増便を求める回答が多い。また

シータクの導入効果が一部見られる一方で予約方法が分かりにくく

改善を求める回答が多い。 

【学校統廃合】 小中学校の統廃合に関しては市民の関心を集めており、賛否両方の

意見が挙がっている。教育環境のみに留まるのではなく、小中学校

の統廃合を地域の持続性と合わせて考えている回答が多い。 

【移住定住】 玉野市の気候や自然、人柄等の良い面面から、移住の促進を求める

回答が多い。特に若者にとって住みやすいまちにしてほしいとの意

見が多く挙がっており、そのために働く場、子育て・教育環境、商

業施設等の維持・充実が移住・定住する上での課題として挙げられ

ている。 

【公園整備】 公園や豊かな自然環境を玉野市の財産と捉える方が多い。その上

で、深山公園の機能充実や有効活用、田井みなと公園の適切な維持

管理、身近に子どもを遊ばせられる公園の整備等を求める回答が多

い。 

【観光】 豊かな自然環境や景観を生かしたグリーンツーリズム等の観光促進

を求める回答が多い。特に宇野駅周辺にインバウンド等の観光客を

ターゲットとした宿泊施設、飲食施設、購買施設等の充実を求める

回答が多い。 

【自然環境】 身近にある豊かな自然環境を生かしたまちづくりの推進を求める回

答が多い。また、ソーラーパネルの設置による環境への影響や景観

の悪化を心配する回答が多い。 

【企業誘致】 企業や商業施設の誘致を促進することを求める回答が多い。 
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（参考）各観点に関連する回答 

【人口減少】 

⇒人口減少は回答者共通の課題として挙げられている。人口減少に対応するための意見は回答者

によって様々である。 

 

関連する回答 

・荘内地域は、岡山市、倉敷市へのアクセスもよく、比較的人口が多いこともあり、玉野市の中では発展が見

込めると思う。市の中心である役所や病院の移転も考えていいのでは？と思う。市街化調整区域も多く、人口

増加のため、緩められないのか？ 

・荘内、八浜、宇野、築港、田井以外は人口減少が激しいと思う。人口増加のため、働き口の確保が重要な課

題。 

私自身が高齢で該当しない項目には参加できませんでした。皆様のご努力で玉野市の人口の減少が少しでも改

善することを祈っております。 

空き家、空き地が目立つ。若い世帯が市内に居住してくれないのはなぜか？雇用もないし、交通の便は減少す

るし、商業施設、娯楽施設もない。宇野地区における”アートの街”づくりも中途半端だ。施策に一体感がな

いと感じる 

これから、老人が増えてくるので、市民病院などの跡地に老人ホームなどの施設を建設して、老人のまちにし

たら、遠くの施設に行かなくても（他市町村からも人が来る）人口減少に歯止めがかかる。 

・玉野市全体として、人口減少に伴い空き家問題があるにもかかわらず、荘内には次々新築が増え人口の一方

化が進んでいる。全体的に住みやすい様になればいいと思います。シーバスの活用化ももっと乗りやすくして

ほしい。 

2.人口減少、少子化が進み税収の見込みが減る中・葬儀場利用の有料化・生活保護受給者の厳正な調査（煙草

を吸ってビールを飲んで好き勝手している。煙草やビール代まで国が持つの？）・コミュニティ活動を元気

に！！ 

八中・荘内中統合の話が、もう決定されたのごとく出ていますが、八浜地区に市外から人が移ってこられるた

めには、義務教育の間は親が毎日通学の心配することなく、安心して仕事に出かけられるようになってほし

い。生徒が減少したから 2校統合するのではなく、学校はその地において教員が移動すればよいのでは。毎

月、スクールバスに乗れたか、部活をしたらバスに乗れないので迎えに行くとかでは、親は仕事も中途半端に

なる。2校統合しても、校舎は今のまま、教員が移動して授業を受けさせるということにすれば、新しい校舎

を増築しなくてもいいのでは。教員は大変かもしれないが、生徒、親が毎日通学の心配をするよりはずっとい

いのでは。教員には通勤手当が出るはずだから、教える場所が日によって違うだけでいいのではないかと思い

ます。八浜から荘内へ行くには、30号線を渡らなければならない。徒歩での通学は困難。交通事故等のリス

クは何十倍も増すと思う。人数が減少したから 2校をくっつけるというのではなく、もっと考える余地がある

と思います。この話を子供から聞いて本当にショックを受けました。八浜は昔から栄えた古い町です。もっと

もっと大切にしてほしいと思っています。 

・産科がなく市外で出産しなければならない現状では若い人は、倉敷岡山など市外へ出て行ってしまいま

す。・各学校、子供の減少で集団生活としての役割が…早期、統廃合を望みます！！切磋琢磨して活気ある学

校生活が送れるためにも→現に優秀な玉野の子どもたちは倉敷・岡山と市外へ流れていますよ！！ 
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人口が減少 今少し若い方の働き場所があれば 今の市長さんがこられてよくなっている 

人口減少地域での 1住宅当たりの敷地面積を拡げ、建蔽率を低くする。 

全国的人口減少でも各県の主要駅前に人口集中しているのは、利便性が良いからであるが、玉野市に求めても

無理であるので、私達は倉敷駅前にも居住しているので不便は無い。 

荘内地区他、空き家が目立つ中、新興住宅が建ち過ぎている気がする。ずっと玉野市に住んでいるが、何とも

言えない気持ちになっている。人口減少は気になるが、そればかりに偏り過ぎではないか？ 

統廃合の検討をもっと慎重にしてほしい。このまま統廃合を進めたら人口減少がもっと加速すると思います。 

複式学級の学校は仕方ないと思いますが、それ以外の学校は止めてほしい。 

実際それで市外に転居する方もいると聞いています。 

本当に慎重に考え直してほしいです。 

玉野市に Uターンで帰って来る学生や家族も減少すると思います。 

八浜中学校を残すべき!!残して、市外からの子育て世帯の移住を強力に推進してください!!八浜地区は、岡山

市倉敷市へ無理なく通勤でき、子育て世帯が移住しやすい玉野随一のエリアです。若者の人口減少に悩む玉野

市にとって、将来の鍵を握るポイントとなるエリアです。そのためにも八浜中学校は不可欠です!!! 

市が目指すべき方向をきちんと明確化し、市全体と各地域の有機的連関を図ることが肝要と思われる。市中心

部のみの繁栄では市政は上手くいかない。それぞれが地域性を生かし、それぞれが市中心部と繋がっていく、

また各地域と繋がっていく。そして、子育て世代への徹底した支援などの玉野市の次世代への投資の重要性を

再度認識し、急激な人口減少を防ぎつつ、多少なりとも人口を維持・増加していくための市政が求められてい

るのではないか。有言実行を旨とし、玉野市がより活性化していくことを望む。 

人口減少が最大の課題。 

・出産・子育てについて、子供を産み育てやすい補助金の充実を図る事が大事。 

・移住者促進については、移住者が玉野で結婚する。あるいは子供を産み育ててくれる様な方に重点を置かな

いと効果は薄い。 

・人口の増加には直接繋がらないかも知れないがインバウンド政策を充実させる事。 

イベントやツーリズムの企画を推進し SNS等での発信を強化する。とにかく人の集まる市にして先ずは活気か

ら取り戻し、そこからの相乗効果を狙った政策が必要。 

玉野市の人口減少が大変心配です。若い世代の人達にとって魅力あるまち、高齢者にとって安心して住みやす

いまちにして欲しいです。 

事業を手広く展開するのではなく、特化していくべきである。特徴ある市にしないと人口減少の波に飲まれて

しまう。例）子育てするなら、玉野市 

1年間の出生数がとても減少しているにもかかわらず、今の小中学校の数を維持しようとすることは困難だと

思われる。少人数の学校生活では、社会性が身に付きにくく社会人になってから困難をきたすと思う。学校の

適正規模化を早急に進めて、子どもの未来を明るいものにする必要があるのではないか。現状維持を考えるの

ではなく、行動することによってより良い方向に進めていく必要があると思う。 

教育環境のみならず、市民生活に関することも新しく一歩を踏み出すことで、様々なことが見えてくる。その

中で問題点を解消しよりよい環境にしていく必要があると思う。 
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【都市機能へのアクセス（特に病院、買い物）】 

⇒シーバスやシータクが生活の足として重要と認識されており、サービスの充実・向上が求めら

れている。また、病院や買い物へのアクセスに関する不安が多く挙げられており、近所にスー

パーなどの商業施設を求める回答が多い。 

 

関連する回答 

高齢者が自身で運転しないでいい状況づくり。・タクシーやバス等の充実。・日々の買物（移動販売）ができる

ような取組。大きい商業施設（そこに行けば全ての買い物ができるような所）が欲しい。 

（玉野胸上郵便局周辺）マルナカのような大型スーパーがなく買い物に宇野方面や隣接市へ行くにも交通手段

がかなり少ない為不便。 

東児地域はスーパーがないし、買い物が田井地区まで行かないと買えない。今は運転ができるけど、車に乗ら

ないようになったら買い物難民になる。 

シーバスの午前中の便を多くしてほしいです。朝 1番の便は、病院や買い物で、車の無い人たちが使用しま

す。向日比、御崎で定員になります。和田、御崎一丁目の人たちは歩いてバス停（和田社宅前）まで行きま

す。なので、1便でも良いです。多くしてください。 

高齢者が増えている中で、車に乗れなくなっていく人が増えてきている。しかし、買い物をしたり、病院に行

くための公共交通サービスも低下。どうにか検討してあげてほしい。 

・八浜地区に買い物ができる施設がほしい。スーパーまでが遠いので、子育て世代は時間のロスが痛い。八浜

駅裏などの田んぼをスーパーに。 

今まで利用したことはありませんが、具合の悪い時、雨の日の病院の予約の時、指定の乗り場まで行くのが不

便。家の近くで乗ることが出来たらと思う（シータク） 

玉・奥玉、日比・渋川地域 高齢者の買い物難民が増えてきている。対策してほしい。 

・買物（スーパー）、病院が必要で住んでいる方々がとても困っています。高齢になって車の免許も返上した

方々は、本当に不便な想いをしています。アンケートばかりじゃなくて実行してください。お願いしま

す。 ・（玉原地域）買物に困っております。 

市内に大型の書店や文具店がなく、子供の文具など必要なものを購入できない。病院が少ない。市民病院もあ

るが、午前中のみなどで全く利用できず身近でない。 

歳をとると車にも乗れなくなるため、買い物に行くのに便利な方法を考えてほしいです（シーバスの便をもっ

と増やして、バス停も増やしてほしい） 

買い物難民にならないように足をもっと増やす。とくし丸に来てもらうより、自分で買い物に行きたいは

ず。 ・（東児地域・山田地域）岡南地域へ行きやすい様に足を確保。 ・（日比・渋川地域）陸の孤島になり

かけているので、公共交通機関を充実させ児島駅までのルートを確保する。 ・倉敷（児島）、岡山（岡南）

を巻き込む。 

・玉原地区に住んでいますが、車に乗れなくなった時の不便さについて、よく話し合っています。バスの便は

少なく、買い物するところはコンビニくらいで、金融機関は 0です。この先の生活を考えて、皆、不安です。

バスの便を増やしてもらって、小学校のある上の方の道路にもバスが通ってくれたら、坂を下っていく苦痛が

和らぐのですが。 ・（玉原地域）買い物にも病院にも困っている人が増えています。 
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・シータク、シーバスの有効活用 ・乗り合いタクシーのようなもの（交通手段の確保） ☆買い物、通院等

をしやすいように… 

・東児や山田方面に住んでる方のバス等の公共交通の便が少ない。 ・八浜地区スーパーがないと思うので、

スーパー作ったらいいと思う。 

・（日比・渋川地域）お年寄りの人が交通の便が少なく、病院やいろいろな場所への移動が不便になってい

る、学生の朝のバスの時間が少ない 

これから、老人が増えてくるので、市民病院などの跡地に老人ホームなどの施設を建設して、老人のまちにし

たら、遠くの施設に行かなくても（他市町村からも人が来る）人口減少に歯止めがかかる。 

市民病院の利用のしやすさ、行きやすさ ・午前午後の診察 ・シータクの便利さ 

（日比・渋川地域）今は車生活が送れているが、先々で買物・病院とかの交通手段が心配です。 

庄内地域の南部は、スーパーなど買い物等は良い環境ではあるが、北部（秀天周辺）は、スーパーなどなく不

便と思われる。特に秀天周辺の空地で計画されている大型商業施設を早く進めてほしい。早くできれば買い物

にも便利になるし、市外地へ行かなくても良い。又、市外からも人が集まり、庄内地区の活性化にもなるので

は。誰が止めているのか？ 

御崎地区は（買い物・病院）に行くにも交通の便が悪くタクシーの利用しかなく、金銭的に大変です。 

（東児地域・山田地域）すこやかセンターまで遠いし買い物も不便。なんとかならない？！ 

東児地区はスーパーがなくなるなど、このまま生活することが困難。車が乗れる世代は岡山市で生活している

感覚（江並、岡市エリア）。言いかえれば岡山市へのアクセスが車さえ乗れれば玉野では便利な方。それを売

りに、移住等を促進してみればいいかもしれない。スーパーマーケットをとにかくつくって欲しい…。仕事、

買いもの、病院、すべて岡山市。玉野は寝る場所とわりきって生きています…。 

東児のスーパーが閉店してしまい車のない高齢者の買い物が困っている。 

（車がなくても、市内を走るバス（シーバス etc）で病院や商業施設に簡単に行くことができると嬉しいで

す）実際親戚の 80才～90才の人たちは免許証を返納して、病院や買い物に行くのに不便だー！シーバスは本

数も少ないし、何とかしてほしい！と嘆いてました！ 

・歩いて行くことができるスーパーがなかなかできない。車が運転できなくなると買物難民になる。 

八浜はのどかで駅があるところが利点だが、日用品の買い物が困難。コンビニ以外もできてほしい。 

御崎地区にスーパーが無いのでちょっとした買い物が不便。 

東児地区は買い物が出来るところが少なくなり、公共交通機関の利便性も低く、継続して医療が受けられる施

設にも不安があり、車が絶対に必要不可欠。地域の若者も高校卒業後は地元に残らず大都市や地方都市に出る

子が多い印象です。玉野市のまちづくりを考える時、東児地区も見捨てられる事なく、もう少し住みやすくな

るようなまちづくりを期待したいです 

荘内は広くて何処のスーパーも 3キロから 4キロ高齢になってセニアカーでも行ける所に買い物ができる事を

強く願います。 

買い物や病院へ行ったり、遊びに行ったりが、公共の交通機関で気楽にできる町になったらいいなと思いま

す。 

玉野市を出たいと思うのは、自分で車に乗れなくなったら生活が成り立たないから。「車がなくても生活出来

る街」を是非目指していただきたい。シータクを利用させていただく機会がありますが、予約方法がとにかく

不便。格安な料金で移動できる本当にありがたい交通手段であるにも関わらず、利用が伸びないのはひとえに
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予約手続きの不便さによるものだと思う。病院、買い物、役所窓口が地域に近くなくても、誰もが利用しやす

い公共交通手段があれば不便さを感じないはず。将来的に建て替えの際に地域の中心部に移せばよいのであっ

て、使えるものをわざわざ移す必要はない。(維持管理に多額の費用がかかる施設は不要。シンプルでコンパ

クトで維持管理が自らしやすいものを建てるべき)高齢者でもスマホ操作できる方が増えているのだから、メ

インはアプリ予約にして欲しい(電話予約も一部残す)予約締切時間も乗車予定の 15分前くらいまで短縮し、

バスビジョンのように現在地を確認できれば、近くに来ているシータクを予約したいと思うはず(満員の場合

は予約できないようにすればよい)乗り場も集落から離れたところにあるが、高齢者はそこまで歩いて行けな

い。乗り場を細かく、便数も多めに、予約も手軽にすべき。配車システムも優れたものがたくさん出てきてい

る。車がなくても生活ができれば、インフラ整備、施設の建設などより、余程安く住民満足度も上がり利便性

向上になると思う。地方で成功している公共交通機関を参考に是非早急に対処していただきたい。 

東児地区は、山に囲まれて高齢者も増えているので買い物や病院に行きずらく不便な場所になりつつあるので

高齢者も住みやすい環境になって欲しい。 

スクールバスを兼ねたシーバス・シータクの活用。増便、エリア内運航など、車に乗らない方、体の不自由な

方のことを意識し考えた運航内容にして欲しい。市内に買い物、医療、金融機関などを利用しに行きやすい

（バス停での待ち時間を短く。）よう考えて欲しい。 

槌ヶ原地区にスーパーやコンビニがあると買い物ができて便利 

玉原地区、地域に買い物が出来るお店はなく、医療機関もない。公共交通も利用しずらく住み良い街ではな

い。どの地区も均等にまちづくりを進めていただきたい。 

電車が通ってない地区のバスの本数を減らしたり、とてもお年寄りには住みづらい街になっていると思いま

す。現在市民病院、三井病院の合併で、医療も充実するかと思いきや診察はお昼までと聞きました。お店でも

そうですがお客、患者数などわりに合わない部分もあるかと思いますが、とても住みにくく、お年寄りの車が

ない方などは不便しかないと思います。若い子も何もない街で育っているからこそ市外、県外に出てしまう。 

日比地区は生協がなくなり和田まで行かないといけません。車があればすぐかもですがお年寄りには厳しい地

区だと。 

市内の病院へ行くのに交通の便が悪くなっています。東紅陽台より市民病院への直通でシータクが利用できれ

ば便利になります。御一考ください。 

・交通や買い物などが不便なので、日比地区にも 1つは買い物できる所が欲しい。 

日比の生協も閉店になり、今後、買い物に行くのにも車の利用が欠かせないですが、高齢者にとっては負担で

なりません。 

・（荘内地域）静かな住環境を維持しつつ食料品などの買い物をする店舗の選択肢を増やしてほしい。 

八浜中学校の統廃合をやめて欲しい。保育園、小、中学校が近いことを理由に今の場所に住みかえたのに荘内

は遠すぎる。倉敷の下津井のようにどうしても人数が少なく維持が難しくなったら小学校と中学校を一緒にす

る方向で考えてもらえないかと思う。荘内だけではない。宇野の方がまし。中学校がなければやはり八浜は少

子化がすすみ人口がさらに減ると思う。私の団地は年配の方も多いので将来買い物など不安をかかえている人

も多そうに思う。車の運転が危なっかしい高齢者の人が運転しているのを見ることもあるため、近くにスーパ

ーが立つか移動販売の充実や車以外の移動手段の確保が必要そうに思う。教育委員会の言う主体性、多様性を

培うことを目指すのであれば幼老複合施設とかあっても良さそう。 
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・今の所（場所）は車がないと買い物が行けない。・さびれた町です。・楽しみのない町。・とにかく、どこへ

行くのも車がないと不便な場所になりました。 

槌ケ原地区には日常的に買い物ができるところがありません。ハローズ&ジュンテンドーが出店すると聞いて

から久しく、アンケートにも答えましたが、いっこうに気配がありません。用地買収がうまくいっていないと

かうわさに聞きます。市の方でも力を入れて進めていってほしいものです。買物難民がたくさん出るのは目に

見えています。 

私は老齢です。公共交通の本数が非常に少なくなっています。特にバスです。その為、市として実施されてい

る「シータク」の利用です。現在の利用範囲を断り断きの利用ではなく、せめて市民病院ぐらいまで延伸して

もらいたい。現状の足の確保が最大の「なやみ」です。 
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【隣接市へのアクセス】 

⇒岡山市や倉敷市の隣接市へのアクセス性の向上を求める回答が多い。中でも荘内地域、八浜地

域の隣接市へのアクセス性を生かす施策を求める回答が多い。 

 

関連する回答 

電車の本数がもう少し増えたら、玉野市の中心部へアクセスしやすくなったり、岡山市へのアクセスしやすい

点で、居住地として選ばれたりするかな…？と思います。 

・荘内地域は、岡山市、倉敷市へのアクセスもよく、比較的人口が多いこともあり、玉野市の中では発展が見

込めると思う。市の中心である役所や病院の移転も考えていいのでは？と思う。市街化調整区域も多く、人口

増加のため、緩められないのか？ 

岡山ー渋川間特急バスで市役所までのケースを市の援助で減らしてもらいたい。 

八浜地区は、岡山市や倉敷市などにアクセスしやすいので、空き家や空き地を有効に活用して、移住者を増や

し、子育てや福祉サービスを充実させてほしい。 

・（東児地域・山田地域）岡南地域へ行きやすい様に足を確保。 ・（日比・渋川地域）陸の孤島になりかけて

いるので、公共交通機関を充実させ児島駅までのルートを確保する。 ・倉敷（児島）、岡山（岡南）を巻き

込む。 

岡山市、倉敷市、高速道路へのアクセス性の向上を望みます。人流が増せば玉野市の活性化になると思いま

す。 

・荘内地域は子育て世代をはじめ人口が多く、岡山、倉敷へのアクセスも良いので飲食店や服飾店等を積極的

に誘致して商業施設で賑わって欲しい。例（スタバ、ユニクロ、GU、TSUTAYA等）。 

※岡山、倉敷へのアクセスがしやすい様にする。シータクの区間を広げる（玉野病院へ行ける様にする） ※

岡山、倉敷へお勤めの若い家族のベッドタウンに。玉野市内での充実化は望めないので岡山、倉敷へ通いやす

くなる 

・路線を増やして電車の利用をしやすくしてほしい。難しければバスのエリア、本数を増やして岡山や倉敷に

も行きやすくしてほしい。 

東児地域は交通の便利が悪いので岡山市玉野市内之出かけるのが大変です。 

岡山・高松とのアクセス（公共的機関）の良さは玉野の発展の基本と考えます←（市内も同様）。人の交流

（流れ）岡山→玉野・高松→玉野に対する施策や施設等の整備も必要かと。 

東児地区はスーパーがなくなるなど、このまま生活することが困難。車が乗れる世代は岡山市で生活している

感覚（江並、岡市エリア）。言いかえれば岡山市へのアクセスが車さえ乗れれば玉野では便利な方。それを売

りに、移住等を促進してみればいいかもしれない。スーパーマーケットをとにかくつくって欲しい…。仕事、

買いもの、病院、すべて岡山市。玉野は寝る場所とわりきって生きています…。 

・（荘内地域北より（用吉あたり？））玉野の中では岡山、倉敷から来やすい荘内地域に、人が来るようなまち

づくりにした方が良い。他の市から宇野までは遠い。国道 30号、県道 62号を通るとして。コンパクトなまち

づくり＝宇野のみの開発整備ではなくもう一か所くらい集中的に開発した方が良いのではないか。 

・娯楽をするのに岡山市、倉敷市に行くことが多いので人がとられている。 
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八浜地区は岡山市へのアクセスも良く、クリニックやコンビニもあるため住みやすい町だと思っています。新

たな分譲住宅地がどんどん増えており、周りには岡山市からの移住者が多く住み始めた人からも住みやすいと

評判の良い町だと思います。 

玉野市民が倉敷や岡山に行かなくても良いような玉野市にしたいですね。 

八浜中学校を残すべき!!残して、市外からの子育て世帯の移住を強力に推進してください!!八浜地区は、岡山

市倉敷市へ無理なく通勤でき、子育て世帯が移住しやすい玉野随一のエリアです。若者の人口減少に悩む玉野

市にとって、将来の鍵を握るポイントとなるエリアです。そのためにも八浜中学校は不可欠です!!! 

宇野港周辺の風光明媚な場所に、高層マンションを誘致するため岡山市から短時間で移動可能にする。 

宇高連絡船もなくなり、宇野・玉中心から以前過疎だった荘内・八浜が岡山・倉敷とも近く、こちら方面に中

心を移動して行ったらと思う。 
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【公共交通】 

⇒免許の返納等を背景に、バス便数の増便を求める回答が多い。またシータクの導入効果が一部

見られる一方で予約方法が分かりにくく改善を求める回答が多い。 

 

関連する回答 

・タクシーやバス等の充実 

・目的地へ行く為のバスなどの公共交通ネットワークが悪い 

公共交通の充実！！（シータクの予約を簡単にしてほしい。スマホでの予約希望） 

（和田地域）高齢で免許返納を考えているが、バスも走らなくなりシーバスも利用しにくい。いつもタクシー

という訳にもいかず困っています。 

市内ランランバス？をもっと本数を増やし気軽に利用できるようにしてほしい。 

シーバスの午前中の便を多くしてほしいです。朝 1番の便は、病院や買い物で、車の無い人たちが使用しま

す。向日比、御崎で定員になります。和田、御崎一丁目の人たちは歩いてバス停（和田社宅前）まで行きま

す。なので、1便でも良いです。多くしてください。 

シータクが実現したので大変助かります。車免許返納後の生活が一転不便と感じます。 

高齢者が増えている中で、車に乗れなくなっていく人が増えてきている。しかし、買い物をしたり、病院に行

くための公共交通サービスも低下。どうにか検討してあげてほしい。 

宇野地区に住んでるので便利はいい方ですが他の地区に行くのに（バス利用）すごく不便を感じます。 

電車の本数がもう少し増えたら、玉野市の中心部へアクセスしやすくなったり、岡山市へのアクセスしやすい

点で、居住地として選ばれたりするかな…？と思います。 

（バス、シータクの予約も考え直してほしいです） 

今まで利用したことはありませんが、具合の悪い時、雨の日の病院の予約の時、指定の乗り場まで行くのが不

便。家の近くで乗ることが出来たらと思う（シータク） 

岡山ー渋川間特急バスで市役所までのケースを市の援助で減らしてもらいたい。 

バスの路線が不便である。 

歳をとると車にも乗れなくなるため、買い物に行くのに便利な方法を考えてほしいです（シーバスの便をもっ

と増やして、バス停も増やしてほしい） 

（玉・奥玉地域）路線バスの本数を増やしてほしい。 

買い物難民にならないように足をもっと増やす。とくし丸に来てもらうより、自分で買い物に行きたいは

ず。 ・（東児地域・山田地域）岡南地域へ行きやすい様に足を確保。 ・（日比・渋川地域）陸の孤島になり

かけているので、公共交通機関を充実させ児島駅までのルートを確保する。 

・玉原地区に住んでいますが、車に乗れなくなった時の不便さについて、よく話し合っています。バスの便は

少なく、買い物するところはコンビニくらいで、金融機関は 0です。この先の生活を考えて、皆、不安です。

バスの便を増やしてもらって、小学校のある上の方の道路にもバスが通ってくれたら、坂を下っていく苦痛が

和らぐのですが。 ・（玉原地域）買い物にも病院にも困っている人が増えています 

・シータク、シーバスの有効活用 ・乗り合いタクシーのようなもの（交通手段の確保） ☆買い物、通院等

をしやすいように… 

・東児や山田方面に住んでる方のバス等の公共交通の便が少ない。 
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・（日比・渋川地域）お年寄りの人が交通の便が少なく、病院やいろいろな場所への移動が不便になってい

る、学生の朝のバスの時間が少ない 

シーバスの活用化ももっと乗りやすくしてほしい。 

バスの回数もふやしてほしい。 

シーバスの運行回数を増やして利用しやすくする（利用率を上げる）ことは出来ないだろうか。●のことの有

料移動サービスが提供出来ないか。 

私は大崎に住んでいますが、スーパーはないしバスも通りません。これから年齢が進んでも免許の返納はむず

かしいです。 

・シータクの便利さ 

シータクの区間を広げる（玉野病院へ行ける様にする） 

・路線を増やして電車の利用をしやすくしてほしい。難しければバスのエリア、本数を増やして岡山や倉敷に

も行きやすくしてほしい。 

中心部だけでもループバスを走らせてもよいのでは（土、日など）。 

御崎地区は（買い物・病院）に行くにも交通の便が悪くタクシーの利用しかなく、金銭的に大変です。 

（東児）玉野のまちなかに出るのに、交通の便が悪い。どうにかしてほしい。シーバスの時間がおそくまでな

いので、すごく不便。せめて夜 7時ごろまでは、家に帰れるバスをカクホしてほしい。部活や友達とあそぶの

に、よい便のバスをつくって下さい。ぜひよろしくお願いします。バスが無理ならシータクを。シータクを宇

野駅に直接行くようにしてもらいたい。その方が便利。なんでくるくるまわるのかわからない。交通の便がよ

くなればいつまでも東児に住みたい。 

少子高齢化社会が進んでいるので、10年後 20年度、高齢者が安心して楽しく生活できる町づくりを望みま

す！！！（車がなくても、市内を走るバス（シーバス etc）で病院や商業施設に簡単に行くことができると嬉

しいです）実際親戚の 80才～90才の人たちは免許証を返納して、病院や買い物に行くのに不便だー！シーバ

スは本数も少ないし、何とかしてほしい！と嘆いてました！ 

全体的に、バスの便、ルートを改善し、行き来のしやすい町になるとうれしいです。 

夜の電車が少なすぎる。タクシー等をもう少し増加してほしい。 

・高齢者が多くなるのでシータク・シーバス等の公共交通の充実。 

徒歩で通院（三井病院）できていたのがタクシーになり（たまの病院）経済的に不安です。 

気軽に公共交通を利用できるように利便性を高くしてほしい。 

シーバスがもっと便利に利用できれば免許返納できるので、もっと自由度のあるシーバス運行を検討してほし

い 

東児地区は買い物が出来るところが少なくなり、公共交通機関の利便性も低く、継続して医療が受けられる施

設にも不安があり、車が絶対に必要不可欠。 

公共交通機関が玉野渋川特急バスしか利用出来ないので、本数を増やしてほしい 

玉野市を出たいと思うのは、自分で車に乗れなくなったら生活が成り立たないから。「車がなくても生活出来

る街」を是非目指していただきたい。シータクを利用させていただく機会がありますが、予約方法がとにかく

不便。格安な料金で移動できる本当にありがたい交通手段であるにも関わらず、利用が伸びないのはひとえに

予約手続きの不便さによるものだと思う。病院、買い物、役所窓口が地域に近くなくても、誰もが利用しやす

い公共交通手段があれば不便さを感じないはず。将来的に建て替えの際に地域の中心部に移せばよいのであっ



111 

 

て、使えるものをわざわざ移す必要はない。(維持管理に多額の費用がかかる施設は不要。シンプルでコンパ

クトで維持管理が自らしやすいものを建てるべき)高齢者でもスマホ操作できる方が増えているのだから、メ

インはアプリ予約にして欲しい(電話予約も一部残す)予約締切時間も乗車予定の 15分前くらいまで短縮し、

バスビジョンのように現在地を確認できれば、近くに来ているシータクを予約したいと思うはず(満員の場合

は予約できないようにすればよい)乗り場も集落から離れたところにあるが、高齢者はそこまで歩いて行けな

い。乗り場を細かく、便数も多めに、予約も手軽にすべき。配車システムも優れたものがたくさん出てきてい

る。車がなくても生活ができれば、インフラ整備、施設の建設などより、余程安く住民満足度も上がり利便性

向上になると思う。地方で成功している公共交通機関を参考に是非早急に対処していただきたい。 

車の免許を返納しても、移動に困らない公共交通機関の充実を期待しています。 

スクールバスを兼ねたシーバス・シータクの活用。増便、エリア内運航など、車に乗らない方、体の不自由な

方のことを意識し考えた運航内容にして欲しい。市内に買い物、医療、金融機関などを利用しに行きやすい

（バス停での待ち時間を短く。）よう考えて欲しい。 

車を所有していないので、バスの本数を増やして市内各地に行きやすくしてほしい。 

宇野に行くバスがほしい 

公共交通も利用しずらく住み良い街ではない。どの地区も均等にまちづくりを進めていただきたい。 

バスの本数が減り不便になった 

電車が通ってない地区のバスの本数を減らしたり、とてもお年寄りには住みづらい街になっていると思いま

す。 

シータクを初めて利用したが快適でした。 

市内の病院へ行くのに交通の便が悪くなっています。東紅陽台より市民病院への直通でシータクが利用できれ

ば便利になります。御一考ください。 

バスの本数やタクシーなどが少ないので、高齢者に向けた交通機関を充実してほしい。 

お金やいろいろなルールの縛りなく自由な発想で考えるなら、都市機能を集約化してもよいが、市街地の人た

ちの足になる循環バスなどの交通網の充実化、無人バスの活用なども考えては…。団塊の世代の人たちがそろ

そろ自家用車を運転できなくなってくるので、車なしで動ける工夫を考えるべき。 

宇野７丁目シータクのり場 1ヶ所のみで、出来れば平地の花隈公園の下の 5丁目、7丁目の人が乗れる 平地 

橋の所位に一ヶ所あればと望んでいます。 

・バスがどこに停まって、何時に出発、到着するのかよく分かりません。バスを利用する際いつも困ります。 

私は老齢です。公共交通の本数が非常に少なくなっています。特にバスです。その為、市として実施されてい

る「シータク」の利用です。現在の利用範囲を断り断きの利用ではなく、せめて市民病院ぐらいまで延伸 

してもらいたい。現状の足の確保が最大の「なやみ」です。 
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【学校統廃合】 

⇒小中学校の統廃合に関しては市民の関心を集めており、賛否両方の意見が挙がっている。教育

環境のみに留まるのではなく、小中学校の統廃合を地域の持続性と合わせて考えている回答が

多い。 

 

今、八浜地区で小、中学校の統合の話が出ていますが八浜地区から小、中学校がなくなる事に強く反対いたし

ます。八浜地区に住もうとする若い人がいなくなると思います。ぜひ残してください。水害もなく住みよい町

がなくなってしまします。 

八浜地区の小学校中学校の統合反対！！統合は市ではなく地域ごとに考えてほしい。八浜には今必要ないで

す！ 

小中学校が少子化により統合されるとのことですが、地域の文化の核になる場所がなくなるのはどうかという

思いがあります。少子化で学校を維持するのはたいへんだとも思いますが、実際に遠くまで小学校に通う子ど

もたちは大変だとも思いますし、現日比中に小学校の子を入れるのは中学生の大きさに合わせた校舎には、不

都合が大きいのではないかと心配です。 

八中・荘内中統合の話が、もう決定されたのごとく出ていますが、八浜地区に市外から人が移ってこられるた

めには、義務教育の間は親が毎日通学の心配することなく、安心して仕事に出かけられるようになってほし

い。生徒が減少したから 2校統合するのではなく、学校はその地において教員が移動すればよいのでは。毎

月、スクールバスに乗れたか、部活をしたらバスに乗れないので迎えに行くとかでは、親は仕事も中途半端に

なる。2校統合しても、校舎は今のまま、教員が移動して授業を受けさせるということにすれば、新しい校舎

を増築しなくてもいいのでは。教員は大変かもしれないが、生徒、親が毎日通学の心配をするよりはずっとい

いのでは。教員には通勤手当が出るはずだから、教える場所が日によって違うだけでいいのではないかと思い

ます。八浜から荘内へ行くには、30号線を渡らなければならない。徒歩での通学は困難。交通事故等のリス

クは何十倍も増すと思う。人数が減少したから 2校をくっつけるというのではなく、もっと考える余地がある

と思います。この話を子供から聞いて本当にショックを受けました。八浜は昔から栄えた古い町です。もっと

もっと大切にしてほしいと思っています。 

小・中学校の統廃合をすみやかに行ってほしい。 

・各学校、子供の減少で集団生活としての役割が…早期、統廃合を望みます！！切磋琢磨して活気ある学校生

活が送れるためにも→現に優秀な玉野の子どもたちは倉敷・岡山と市外へ流れていますよ！！ 

小学校の統合にゆれています。母校がなくなるのは淋しいし、学区が広がる事になって、安全に登校できるの

か？小規模校の良さも大切にしてほしい。 

小中学校の統合を辞めて欲しい。 

学校統廃合を止めていただき、産科を作って子育てに安心な町づくりをしてください。 

東児・山田地区以外の学校の統廃合はやめていただきたい 

学校の統廃合について、これまで交流のない遠距離地域との統合は好ましくないと思っています。 

統廃合の検討をもっと慎重にしてほしい。このまま統廃合を進めたら人口減少がもっと加速すると思います。 

複式学級の学校は仕方ないと思いますが、それ以外の学校は止めてほしい。 

実際それで市外に転居する方もいると聞いています。 

本当に慎重に考え直してほしいです。 
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玉野市に Uターンで帰って来る学生や家族も減少すると思います。 

学校など統廃合されるにしても、お金の負担にならない交通手段を用意して欲しい 

八浜地区は岡山市へのアクセスも良く、クリニックやコンビニもあるため住みやすい町だと思っています。新

たな分譲住宅地がどんどん増えており、周りには岡山市からの移住者が多く住み始めた人からも住みやすいと

評判の良い町だと思います。 

そのため、八浜中学校をなくすという統廃合の仕方には疑問や不満の意見が非常に多いです。子育て世代は、

子どもを第一に生活拠点を考えているため、子どもにとってのデメリットが多い玉野市からは、統廃合前に出

て行く決断をされる方も聞いています。新たに移住しようと考えていた人からは小中学校がないから子育てで

きないと噂で聞いたんだけど、、と言われます。自分の住んでいる町がこのような印象の町になっていくのが

とても悲しいです。 

今後のまちづくりを考えるなら、小中学校の統廃合は一斉ではなく各地区の児童数に合わせてもらいたいで

す。八浜地区は宅地も増え子どもも増えているので時期を検討してもらいたいです。よろしくお願いします。 

幼稚園・小学校・中学校の統廃合が行き過ぎていて、実際に学校へ通う生徒の気持ちに寄り添っていないと思

う。もし、私が子を持つ親だったら、通学等不安に思う事も多いと思う。 

学校の統廃合などによって生まれる空き施設の有効活用。それらを転用した美術館や市民会館など、文化施設

の充実。学芸員を配置し、様々な展示を外部からも呼んでこれる環境の整備。 

学校が無くなる場所に若い人は来ない。統合してバスを出すと言っているが、以前利用者が少ないと出さない

とも言われた。安全に登下校できるようにと言っているが、街灯が少ない山越えがある道と平坦な道では野生

動物や不審者と遭遇する確率が上がるのではないか。また距離だけを目安にするようだがリスクは考えられて

おらず、市の都合で遠くの学校に行かされるのに安全に登下校をさせる気持ちは無いと思った。 

移住者を増やす事に力を入れているようだが、もともと住んでいる市民の事をまず大切にしてもらいたい。 

小中学校の統合をやめてほしい。 

学校が近い場所に家を新築したのに、子供が通えなくなるのは許せない。和田社宅が無くなるなら、住宅の需

要があるはずなので、建売住宅などあれば若者は住むと思う。そういう努力をせず、安易に統合する玉野市の

方針に納得できない。新築する前にこのことが分かっていたら玉野市には絶対住みません。 

学校が無くなる場所に若い人は来ない。 

複式学級になる際には複式のメリットをあげ、統廃合となると複式のデメリットばかりをあげるのは何故か。

うちの子供達は複式は良いが統廃合には反対している。地域、保護者の意見も大切だが一番は子どもたちの意

見ではないか考えていただきたい。 

統合してバスを出すと言っているが、以前利用者が少ないと出さないとも言われた。安全に登下校できるよう

にと言っているが、街灯が少ない山越えがある道と平坦な道では野生動物や不審者と遭遇する確率が上がるの

ではないか。また距離だけを目安にするようだがリスクは考えられておらず、市の都合で遠くの学校に行かさ

れるのに安全に登下校をさせる気持ちは無いと思った。 

移住者を増やす事に力を入れているようだが、もともと住んでいる市民の事をまず大切にしてもらいたい。 

住み続けたいと思える街から遠のいているように思える。 

小中学校の統廃合はもっと真剣に考えてください。市民・保護者から質問されても何一つ納得できてません。

（市からの解答が） 
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小中学校の廃止、統合については、地域住民はもちろん市民の意見を広く尋ね、将来ビジョンに責任ある政策

を立案していただければと思います。 

・玉野市内の小中学校の統合は、遠くから通学する子供達の負担が大きいと思います。学校の空きスペースを

何かに利用して、存続できないでしょうか？渋川水族館が瀬戸内海に面した美しい場所にあるので、外国の観

光客にも来てもらえるような工夫をしてほしいです。 

八浜中学校の統廃合をやめて欲しい。保育園、小、中学校が近いことを理由に今の場所に住みかえたのに荘内

は遠すぎる。倉敷の下津井のようにどうしても人数が少なく維持が難しくなったら小学校と中学校を一緒にす

る方向で考えてもらえないかと思う。荘内だけではない。宇野の方がまし。中学校がなければやはり八浜は少

子化がすすみ人口がさらに減ると思う。私の団地は年配の方も多いので将来買い物など不安をかかえている人

も多そうに思う。車の運転が危なっかしい高齢者の人が運転しているのを見ることもあるため、近くにスーパ

ーが立つか移動販売の充実や車以外の移動手段の確保が必要そうに思う。教育委員会の言う主体性、多様性を

培うことを目指すのであれば幼老複合施設とかあっても良さそう。 

理由なき小中学校の統廃合はやめてほしい 
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【移住定住】 

⇒玉野市の気候や自然、人柄等の良い面面から、移住の促進を求める回答が多い。特に若者にと

って住みやすいまちにしてほしいとの意見が多く挙がっており、そのために働く場、子育て・

教育環境、商業施設等の維持・充実が移住・定住する上での課題として挙げられている。 

 

・玉野には良い所がたくさんあります。温暖なこと、人のおだやかなこと、自然が身近にあること、移住制度

を強化してはと思いますがー。 

住みやすい良い所だと思っているが、外（市外）からの人が住んでみたいと思うまちだろうか？移住してくる

人がいなければ人口が少なくなって、先行心配です。外（市外）に向けたアピールも必要ではと思います。住

みたいまちになってほしいです。 

空き家、空き地が目立つ。若い世帯が市内に居住してくれないのはなぜか？雇用もないし、交通の便は減少す

るし、商業施設、娯楽施設もない。宇野地区における”アートの街”づくりも中途半端だ。施策に一体感がな

いと感じる（←地区を通しての） 

・（八浜）小学校や郵便局がある地区の中心地にスーパーやドラッグストアなど、日用品や食品を購入できる

場所が必要。使われていない土地を有効活用すれば、住民の増加も見込めると思うし、今住んでいる住民にと

ってもかなり助かると思う。市内へのアクセスも良いし、今以上に便利になれば、とてもポテンシャルのある

土地だと思います。移住してきた者なので、その分住みやすいのにもったいないなと思っています。（足りな

い所など補えば、もっと良い地区になると思う） 

八浜地区は、岡山市や倉敷市などにアクセスしやすいので、空き家や空き地を有効に活用して、移住者を増や

し、子育てや福祉サービスを充実させてほしい。 

荘内の空きスペースにアパートとか戸建てが増えているのですが、例えば移住者に住んでもらうとしたら荘内

ってことなのですか。 

・とにかく若い人たちが子供を育てて生活しやすい街にを目標に改善していってください。 

今まで私の住む所は災害もなく住み良い町です。住んで 62年ですが、ただ避難場所が田井小学校で遠くて行

く事ができません。吉野町のバス停の近くで、足も悪く、諦めています。 

（玉・奥玉地域）高齢化が進み空き家、空き地が増えて若い人がいません。若い人が住みたいと思える場所

に。 

・産科がなく市外で出産しなければならない現状では若い人は、倉敷岡山など市外へ出て行ってしまいま

す。・各学校、子供の減少で集団生活としての役割が…早期、統廃合を望みます！！切磋琢磨して活気ある学

校生活が送れるためにも→現に優秀な玉野の子どもたちは倉敷・岡山と市外へ流れていますよ！！ 

人口が減少 今少し若い方の働き場所があれば 今の市長さんがこられてよくなっている 

※岡山、倉敷へお勤めの若い家族のベッドタウンに。玉野市内での充実化は望めないので岡山、倉敷へ通いや

すくなる 

東児地域は理想の地です。移住してください（若い人達） 

若い人が働く場所が欲しい。私の息子も大学を卒業して県外で仕事をしています。一人暮らしになって特に感

じています。 

東児地区はスーパーがなくなるなど、このまま生活することが困難。車が乗れる世代は岡山市で生活している

感覚（江並、岡市エリア）。言いかえれば岡山市へのアクセスが車さえ乗れれば玉野では便利な方。それを売
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りに、移住等を促進してみればいいかもしれない。スーパーマーケットをとにかくつくって欲しい…。仕事、

買いもの、病院、すべて岡山市。玉野は寝る場所とわりきって生きています…。インフルエンサーを活用して

いく。発信力弱々…。 

私は市外から来た人間です（夫婦共）。知り合いがいない土地で生活していますが、子供を預ける場が少ない

というか、必要な時に預ける場所がありません（現在小学校１年生と 3歳）。夫婦共々土日祝関係なしの職場

で働いています。ちどり保育園では保育園児を祝日預かってもらえますが、小学生は無理。2人そろって預け

る場を探したら…岡山市内の認可外保育園にお願いして現在は預かってもらっています（2人共）。玉野の土

地柄が気に入って、これから先も住み続けるつもりで自宅も購入しましたが、この点がネックで仕事に制限が

かかることもあります。移住を進めていくのであれば、子供を育てやすい環境を作っていけば市全体に活気が

出てくるように思います。でも玉野は大好きです！！まちづくりとは関係ないことかもしれません。でも大切

なことだと思います！！ 

玉野に移住したくなるような街にしてほしいです。商業施設（コストコ、アウトレット etc）があったら買い

物に来てくれる。その為には高速道路が出来ればいいですね。 

・若い人が住みやすい町。 

教育レベルのアップが大切と考えている。若いカップルも子供の教育に力を入れるし、住民としても質の高い

ようになると思う。また人は成長したふるさとを大切に思うし、ユーターンして帰って来る。昔から教育の高

い所が伸びて来ているし、人材も育っている。市外からの通勤が多くなっているようでは、市の収入も良くな

い。一考して欲しい。 

せっかくある玉野市の財産の宇野港や海、深山公園などをもっと生かすとともに、子育て支援や医療、福祉、

教育を充実して、子どもを安心して育てられるまちづくりをしてほしい。子どもを生み育てるなら玉野市（倉

敷市みたいに）と実感できるような取り組みを充実することで、子育て世代が移り住むようなまち（早島町み

たいに）になってほしいものです。 

後閑地区周辺は子供が少ないので、若い世代が住みやすく、子供が増える場所になってほしい。 

八浜地区は岡山市へのアクセスも良く、クリニックやコンビニもあるため住みやすい町だと思っています。新

たな分譲住宅地がどんどん増えており、周りには岡山市からの移住者が多く住み始めた人からも住みやすいと

評判の良い町だと思います。 

そのため、八浜中学校をなくすという統廃合の仕方には疑問や不満の意見が非常に多いです。子育て世代は、

子どもを第一に生活拠点を考えているため、子どもにとってのデメリットが多い玉野市からは、統廃合前に出

て行く決断をされる方も聞いています。新たに移住しようと考えていた人からは小中学校がないから子育てで

きないと噂で聞いたんだけど、、と言われます。自分の住んでいる町がこのような印象の町になっていくのが

とても悲しいです。 

今後のまちづくりを考えるなら、小中学校の統廃合は一斉ではなく各地区の児童数に合わせてもらいたいで

す。八浜地区は宅地も増え子どもも増えているので時期を検討してもらいたいです。よろしくお願いします。 

玉原親水公園と深山公園との共存、地域の宝の発見、玉原地域での移住促進を進めて欲しい。 

都会の人は玉原地域が気になるようです。 

今ある資源を生かしたまちづくりに期待します。 
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八浜中学校を残すべき!!残して、市外からの子育て世帯の移住を強力に推進してください!!八浜地区は、岡山

市倉敷市へ無理なく通勤でき、子育て世帯が移住しやすい玉野随一のエリアです。若者の人口減少に悩む玉野

市にとって、将来の鍵を握るポイントとなるエリアです。そのためにも八浜中学校は不可欠です!!! 

・出産・子育てについて、子供を産み育てやすい補助金の充実を図る事が大事。 

・移住者促進については、移住者が玉野で結婚する。あるいは子供を産み育ててくれる様な方に重点を置かな

いと効果は薄い。 

魅力ある街づくりなど再開発。it、バックアップセンター、物流センター、新しいサービス業など企業や移住

者を受け入れる。宇野港周辺の風光明媚な場所に、高層マンションを誘致するため岡山市から短時間で移動可

能にする。 

若い世代が移住してきて、活気ある街になって欲しい。 

東部地区にも住みたいと思えるようになって欲しい。 

小中学校の統合をやめてほしい。 

学校が近い場所に家を新築したのに、子供が通えなくなるのは許せない。和田社宅が無くなるなら、住宅の需

要があるはずなので、建売住宅などあれば若者は住むと思う。そういう努力をせず、安易に統合する玉野市の

方針に納得できない。新築する前にこのことが分かっていたら玉野市には絶対住みません。 

東部地区にも住みたいと思えるようになって欲しい。 

街灯を増やして欲しい。 

学校が無くなる場所に若い人は来ない。 

玉野市の人口減少が大変心配です。若い世代の人達にとって魅力あるまち、高齢者にとって安心して住みやす

いまちにして欲しいです。 

電車が通ってない地区のバスの本数を減らしたり、とてもお年寄りには住みづらい街になっていると思いま

す。現在市民病院、三井病院の合併で、医療も充実するかと思いきや診察はお昼までと聞きました。お店でも

そうですがお客、患者数などわりに合わない部分もあるかと思いますが、とても住みにくく、お年寄りの車が

ない方などは不便しかないと思います。若い子も何もない街で育っているからこそ市外、県外に出てしまう。 

私は、現状でも宇野、田井、玉地区なら、街の便利さと景観に大きな不満は無い。だが、特に子育て世代の母

親父親らは何らかの不満を抱えながら暮らしているように見える。楽しそうに見えない。なぜですか？ 

観光客や移住者を、増やすためのアピールが足りないと思う。 

・子育て世代が移り住む、もともと在住の方が市外に出て行かない様な町にしなければと思う。若い人が少な

くなれば地域の高齢化問題。（自治会なども忙しい子育て世代や働き盛りの若い方を役員にするなど）負担が

増え、出て行くといった話もよく聞く、住み良い町にしなければどんどん減ると思う。次世代につながるよう

な地域づくりに。自分自身も同じ問題を目の前にしている。 

少しでも芒野がなくなり、さつま芋畠などになる様に若い人が移住できる来てほしいです。 

とても過ごしやすい地区（山田地域）なので、もっと若い男女が住みつくように PRがほしい。 

玉野市に住む高齢者、成人、子ども、一人一人が活気があり、安心して健康で暮らせるまちに、誇れるまち

に。 

・小学校、中学校が少なくなり、通いづらくなるので玉野市移住する人は今まで以上に減り、他市へ引越す人

も増える。産婦人科も少なく子育て世代が生活しやすいまちではない。コンパクトなまちづくりとは？？人が
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いなくなった土地は荒れ果てるのでは？荒れ果てたまちには誰もこない。行政のやっていることは、あえて人

口を減らそうとしているとしか思えない。 

空き家が多く心配しています。たとえば、移住者を募って安く提供してあげるとか、一人暮らしの人に住んで

もらうとか考えてほしいです。山田地区とかも過疎化が進んでいて近所もほとんどが 80歳代です。10年もし

ない間に町内がなくなります。そういうことに力を入れてほしいです。 
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【公園整備】 

⇒公園や豊かな自然環境を玉野市の財産と捉える方が多い。その上で、深山公園の機能充実や有

効活用、田井みなと公園の適切な維持管理、身近に子どもを遊ばせられる公園の整備等を求め

る回答が多い。 

 

高齢化が進み、高齢者との共生を大切に… 散歩しやすい道や公園、子どもたちの遊ぶ姿を見守れる場所がほ

しい。 高齢者に気軽に集まれる居場所がほしい。 公園が草ぼうぼうの姿をよく見る…子どもが老人が集ま

れるきれいな公園にしてほしい。宇野港近く宇野駅近くに多目的ホールがほしい。文化を気軽に楽しめるよう

に 

動物の公園墓地を作って欲しい。 

みやま公園を充実させてほしい。イベントや設備等、野外コンサートができるようにしては？ 

街並みの整備（公園、海なども） 

セトニテ等の宿泊施設やみなと公園では黒鯛や小魚等見れるのでもう少しにぎわうと嬉しいです。 

地域に開けた散歩もできるような大きな公園がほしい（水島の福田公園みたいな）。 

・道の駅みやま公園をもっときれいにしてほしい。 ・産直の建物、トイレの建物（周辺の国道の草なども頻

繁に刈ってほしい）地面がざらざらしていてよくない。 

企業団地にある運動公園は何かあった時一番安全な所のような気がする。今消防署があるが大雨の時や海が荒

れた時等、一番安全。ヘリコプターも下りるしテントもいっぱい張れると思う。 

田井みなと公園は市外からもたくさん遊びに来るのに、草や木の整備がされていないので、美しい公園を保っ

ていけるようにしてほしい。 

深山公園以外にも森林公園を充実させる。 

後閑に大型のリゾート施設とか赤穂にある海浜公園みたいなの欲しいです。海水浴場やキャンプ施設、地元の

企業さんや農家さんにも参加いただいて…。ヨットハーバーも作って地元住民の方のマリーナもあるといい

な。後、久々に深山へ行ったら たまの温玉めし無くなってた。さびし。たまの競輪場の広い駐車場使ってん

のかなぁ。子供達連れてった海水浴場、日の出…。水上ボートの競技場とかできたらいいかな。水上ボートで

なくても何か 1つ特化で…。 

・深山公園は自然がたくさんで桜もきれいなので、コテージやキャンプ施設があれば家族連れで楽しめそう。 

・田井のみなと公園の遊具の整備をしないと子供が安心して遊べない。来場してがっかり。 

海釣り公園とか市外からも人が集まる施設が有れば良いと思います。安全で家族で楽しめる海の施設をどこに

設けるか等色々問題はありますが、今の現状は残念です。 

せっかくある玉野市の財産の宇野港や海、深山公園などをもっと生かすとともに、子育て支援や医療、福祉、

教育を充実して、子どもを安心して育てられるまちづくりをしてほしい。 

市の主導でお年寄りから赤ちゃんまでが集える場所作り、公園トイレなどの整備してほしい 

玉原親水公園と深山公園との共存、地域の宝の発見、玉原地域での移住促進を進めて欲しい。 

都会の人は玉原地域が気になるようです。 

今ある資源を生かしたまちづくりに期待します。 
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庄内地域(長尾の新しい分譲の辺りに住んでます)は家や人が増えているけど、近所に子供が遊べる公園があり

ません！！そのせいで道路で遊んだりしてます！！幼児とかでも安心して遊べる場所があれば、自分も含めて

子育て世代の人は助かると思います！ 

深山公園、渋川海岸、王子が岳、海岸線を走る幹線道路などポテンシャルの高いものを持ち合わせながら持ち

腐れ状態になっている様な気がしてならない。 

官民一体となってイベントやフェスをどんどん開催し、玉野市民・近隣市民・県外から海外から人を集める。

人が集まればそこから何かが生まれるはず。 

玉野は駐車場が無料で、遊べる大きな公園がたくさんありとっても子育てしやすい地域です。ですが現在、習

い事や登園するにしても車が必需品で 1人 1台ないと暮らしていけないのが現状です。車の維持費もかかるの

で子どもたちが小学校に上がったら手放そうかと考えていましたが統廃合問題でさらに遠くなります。 

また近くにカフェや飲食店などはたくさんありますが、コンビニは歩いて 50分、スーパーは歩いて 60分と高

齢化社会の現在住みにくいなと感じています。一生を過ごすには後閑地区では難しいだろうな。と思っていま

す。 

市の中心で、高台にあり、消防本部もある、深山公園を防災拠点にしてほしい。道の駅深山公園は防災道の駅

と指定されているので、山を削り駐車場やグランドを作り、通常は市民に解放し憩いの場を広げて、災害発生

時は避難場所や災害応援隊の拠点になるようにする。パワーＸの蓄電池や、急速充電器を 備え、災害時も活

用できるやつに整備を進める。 

７：「深山公園」と「渋川海岸」を２台拠点とする 

「渋川海岸」は紛れもなく絶景スポットである。この場所は、全国のランナー、自転車好き、バイク好き、車

好きがツーリングの目的地として週末に訪れる場所となっているため、民間に任せるのではなく「道の駅」

「海の駅」などを本気で作るべき。現状は民間（SNS任せ）で、かなり損をしている。 

荘内地域の耕作放棄地（大面積）の緑化公園化 高齢化による休耕地（小面積）の有効利用（名産品）は考え

られないか（公営化を含めて） 

・自然を愛する美しいまち玉野であってほしい。市内にある公園の整備（美）は、市が中心になって進めてほ

しい。 

日比地区 各公園の遊具の点検、整備、公園内の清掃など。 

・（田井地域）みやま公園の整備をもっとしてほしい。 ・（日比・渋川地域）瀬戸芸のようにアートがあれば

良いと思う。 

（庄内地域）深山公園あたりを充実したい。消防署もできたが、本来ならば市役所も深山公園入口より槌ケ原

側の現在埋め立てしている？土地を利用して建てたらよかったのにと思っています。 

田井みなと公園は、子どもたちもよく来園しているが、遊具の老朽化や照明が切れていたりするところが残念

です。公園の魅力は、子育て応援につながると思う。 

東児、山田、玉、奥玉、玉原、和田、日比、渋川、地域がもっと人口が増えるようなまち造り。人口が減る→

交通不便になる→もっと人口減る…とならない様に人口が少ない場所に大きな公園や施設を作ったりして、休

日は人を呼ぶ…という感じに 

・（玉原地域）孫の子守りで公園に連れて行って遊びたがりますが、ブランコがありません。あっても使えな

くしています。直してほしいです。草も刈って欲しいです。 
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【観光】 

⇒豊かな自然環境や景観を生かしたグリーンツーリズム等の観光促進を求める回答が多い。特に

宇野駅周辺にインバウンド等の観光客をターゲットとした宿泊施設、飲食施設、購買施設等の

充実を求める回答が多い。 

 

関連する回答 

宇野駅はインバウンドの観光客が多いのに店はコンビニくらいしかありません。ただ通過するだけになってい

るので食事ができる店があれば少しの時間でも滞在してもらえるのではないでしょうか。クルーズ船のお客様

にも利用してもらえるカフェもあればいいと思います。山田・東児地区は海岸線（景色）を生かして、キャン

プ場・休日・週末に宿泊できる別荘などを整備してはどうでしょうか。せっかくの景観がもったいなく思いま

す。観光客だけでなく玉野市民も気軽に利用できるものもあればいいですね。 

過疎地などの耕作放棄地などは、有機や自然農法など環境に配慮した SDGsな会社や農業従事者に安く誘致

し、国内外へグリーンツーリズムもできる町として認知してもらう。逆に宇野など、町の顔になるような場所

には、もっと足を止めてしまうような場所（ex：宇野駅周辺の活性化）を作り、インバウンドが宇野～倉敷へ

ダイレクトに移動せず、楽しく一泊してくれるような観光地としての側面を持たせ、もっと盛り上げていく！ 

都市計画は総花的でとがった項目がないと考える。もっと市民のアイデアを聴くべきと思う。例えば、直島を

参考にインバウンドを始めとする観光客でにぎわう街を目指す。 

宇野駅周辺や宇野線にも外国人観光客を多く見かけますが、その外国人の人たちにも玉野市の良さを分かって

もらえるようにしたらいいと思う。 

（宇野・築港地域）外国人を宇野に立ち止まらせる何かを考える。荘内の米作を経験してもらうとか。 

税収増のための企業、インバウンドによる外国客の収益化、ふるさと納税の推進。 

・（宇野・築港地域）駅周辺は外国の方もいらっしゃるので、色々な飲食店があれば良いと思う。・深山公園は

自然がたくさんで桜もきれいなので、コテージやキャンプ施設があれば家族連れで楽しめそう。 

JR宇野みなと線の車両をもっと増やしてほしいです。通勤の際 JRを利用するのですがその時に観光客の方が

多くとても混雑していて困っています。私は聴覚過敏があり人混みなどの騒がしい音や声が苦手でいつも苦痛

です。宇野駅であまり駅員の方を見ないのですが常に居てほしいと思っています。時々、観光客の方（特に外

国人の方）が駅の中で、困っている様子を見かけます。改札の前で立ち止まっている事が多いです。私が駅に

行ったとき、いつも何人も観光客の方が改札の前にいます。観光客の方は大きな荷物を持っているので、そこ

で立ち止まられると、通りにくいなといつも思っています。駅員の方が常に居てくれたら、困っている観光客

の方も減り、少しでも混雑が緩和されるのではないかと思います。 

せっかく外国人観光客で賑わっているのだから、積極的に収入を得る工夫が欲しい。 

せっかく海の恩恵があり、観光客（外国人が多い）が毎日のように歩いており、電車待ちの時間が長いのに、

宇野駅前に目立つお店がなくビジネスチャンスを逃しているし、岡山県宇野の思い出として記憶に残らない。

現状は駅前の狭いコンビニだけが賑わっている以外、フェリー乗り場から宇野駅まで通過するだけ。通りに面

した目立つ場所(国道沿いか、駅前駐輪場の辺り）に、海の観光地らしい広々したカフェ、食事、食べ歩き(ソ

フトクリームなど）、お土産等の店がほしい。唯一買い物できる観光案内所は 17時閉店で早すぎる。また築港

商店街にもいくつか店があるが奥まっていて分かりづらいので、商店街の入り口にお店を作るかを分かりやす

く表示し、商店街を通って駅まで歩いて楽しめ回遊できるようにしてほしい。 
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・人口の増加には直接繋がらないかも知れないがインバウンド政策を充実させる事。 

イベントやツーリズムの企画を推進し SNS等での発信を強化する。とにかく人の集まる市にして先ずは活気か

ら取り戻し、そこからの相乗効果を狙った政策が必要。 

深山公園、渋川海岸、王子が岳、海岸線を走る幹線道路などポテンシャルの高いものを持ち合わせながら持ち

腐れ状態になっている様な気がしてならない。 

官民一体となってイベントやフェスをどんどん開催し、玉野市民・近隣市民・県外から海外から人を集める。

人が集まればそこから何かが生まれるはず。 

人が集まらなければ衰退の一途。消滅するくらいなら「東京都玉野市計画」でも立ち上げた方が市民にとって

有意義な選択かも。 

治安が悪くなるので観光外国人は不要。 

７：「深山公園」と「渋川海岸」を２台拠点とする 

  「渋川海岸」は紛れもなく絶景スポットである。この場所は、全国のランナー、自転車好き、バイク好

き、車好きがツーリングの目的地として週末に訪れる場所となっているため、民間に任せるのではなく「道の

駅」「海の駅」などを本気で作るべき。現状は民間（SNS任せ）で、かなり損をしている。 

８：「歩道のぺんぺん草がひどい」 

  築港界隈にせっかく外国人が訪れているのに、歩道周りの雑草がひどい。本当に上質なモノ・サービス

は、こういう細部ができてないと、良くならない。 

・渋川水族館が瀬戸内海に面した美しい場所にあるので、外国の観光客にも来てもらえるような工夫をしてほ

しいです。 

・（宇野駅周辺）外国人がとても多く観光に来ているので、それを生かすようなまちづくりがいいと思う。 

・山田地区の塩田跡地の有効利用。もったいない。 ・王子が岳、渋川海岸での体力・健康づくりイベント強

化を増進したら。 ・日の出海岸、牛ヶ首等の島々の観光増進はいかが。 

・日比、渋川地域は「おもちゃ王国」や「渋川動物公園」「渋川海水浴場」「渋川マリン水族館」「王子ヶ丘」

等のレジャー、観光のスポットが多いので大規模な整備を行って、より多くの方々が遊びに来られる施設にし

て欲しい。玉野市のレジャー、観光の中心になってもらいたい…。宇野は直島（香川県）の通過点でしかない

ので…。・（宇野・築港地域）既存の観光客をターゲットに、グローバルな町づくりを行う（Wi-Fiスポットの

拡大、英語特区、テクノロジーを駆使した最先端な町） 

風光明媚な東児地区に一大観光産業の中核施設を検討していただきたい。オリーブ園、オリーブ工場、レスト

ラン等、気候条件、環境条件等他に類をみない地区であると考えられる。また、近年テレビ放送等で番田の立

石が注目されており、この自然環境を生かして、世界的に有名な場所となるよう検討をお願いします。 

宇野駅周辺は観光客なども楽しめるアウトレットなどをつくって、玉野で住んでいる人や玉野に来る人も楽し

める場所になったらいい 

日曜の夜 食事ができる店舗が少ないように感じます。観光大使の渚さんのアピールを強く打ち出されては。

観光客がとどまる店舗や飲食店、雑貨店が少ない。中心部だけでもループバスを走らせてもよいのでは（土、

日など）。駅前、港をもっと利用できるように工夫してはいかがでしょう。ワークショップ、コミュニティサ

ークルなど、もっとラフなスタイルで展開希望。 

玉野は他市地域から隔離されたような地域と感じます。交通手段として車移動は必要なのかと。海岸の整備、

観光化を進め、人を呼び込む。後閑に大型のリゾート施設とか赤穂にある海浜公園みたいなの欲しいです。海



123 

 

水浴場やキャンプ施設、地元の企業さんや農家さんにも参加いただいて…。ヨットハーバーも作って地元住民

の方のマリーナもあるといいな。後、久々に深山へ行ったらたまの温玉めし無くなってた。さびし。たまの競

輪場の広い駐車場使ってんのかなぁ。子供達連れてった海水浴場、日の出…。水上ボートの競技場とかできた

らいいかな。水上ボートでなくても何か 1つ特化で…。 

空屋、空地の利用で観光明所になるような施設を作って自然と共生し、若者が集まる活気ある町にしてほし

い。 

・観光客、外人、市民が駐車のできる気軽に集まれる店が少ない。岡山に出るようになっている（宇野駅周

辺） 

・自然を生かし観光地化を進める。キャンプ等。魚釣り場を作る（山田地域南部海岸沿い）。サイクリングの

コース（宇野から東児まで）・（田井地域）県外客を取り込む。車の SAに！道の駅を活性さす。もっと多くの

品を置く、お土産●が目立たない、ドッグランをアピールする、もう一店くらい食事のできる店を、おしゃれ

なランチ カフェ店を、玉野市にこだわらず岡山産として農家ランチ店とかも出店を。・（庄内地域）商業地区

に。・（宇野・築港地域）まず！！★🅿を増やす！！重要！！（なさすぎです）直島に行く人を取り込む。商業

ビル回りを生かす。ランチ店とかホテルを増やす。 

道路整備場必要。市内の至る箇所で凸凹している。車で乗り心地が悪い。市外から来てくれる人に対して印象

が悪い。観光を優先するなら目的地までの経路の整備が必要では。 

また宇野港での観光客の動線が駅と港のみで、通過点となっている状況から直島宮浦港のように船を降りてす

ぐ入ってみたくなるような施設があればよいと思っています。 

空き家をつかい、観光客で賑わうまちにしてほしい 

香川県のように大学（高校でも OK）と連携して地域活性化を目指し、学生のアイデアや SNSの活用で宇野駅

周辺や玉商店街、渋川海岸を観光地として活性化させる。（PBL実習や探求活動など） 

宇野港周辺の観光に力を入れて欲しい 

ビジネスホテルレベルの宿泊施設が宇野駅周辺にあれば、観光もビジネスも潤うのではないでしょうか? 

玉野市の海岸線は国内でも有数のロケーションだと思っており、ここの活用は必須と思います。玉野市だけで

なく倉敷市や岡山県との連携がなければ難しいでしょうが、何とか活用できないかと思います。あとはやはり

直島の集客を利用して何とか玉野に滞在してもらう為のツールが必要。宿泊施についてもルートインホテルが

予定されているようですが、まだ足りないのでは？また、観光客向けも必須ではありますが、玉野市民が倉敷

や岡山に行かなくても良いような玉野市にしたいですね。 

玉野は好きなので、帰省や観光で今後ともよろしくお願いします。 

直島、豊島など県域に縛られることなく、これまで以上に積極的に連携して観光施策に力を入れてほしいで

す。玉野市内にもベネッセのアート施設があるとより観光客が増えるのが理想です。 

宇野駅の周辺を直島に行く観光客が寄ってもらえるようなまちづくりをしたほうがいいと思います。お金をか

けるのではなくて、クリスマス近くになるとイルミネーションを増やして駅周辺をかわいくしたり、毎月季節

のお花を植える花壇を作ったり 

築港商店街を観光商店街にする。 

観光客などを呼べるようなイベントをして活気ある玉野市になって欲しいです。 

干拓跡や後閑の海岸線がせっかくの観光資源を放置しすぎておりもったいない。 

直島行きの観光客がスルーせず玉野でステイさせる事が出来る取組ができたら良い気がする 
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観光客を増やせるような取り組みを行う。 

・玉野にはアピールポイントが色々とあるのに分散してまとまりがないと思う。一言で「○○の町」と言える

ような「主軸」を設定し、その上で多様な観光資源があることもアピールすればいいのでは？例：宇野駅前

に”巨大”ののちゃんを設置し、その回りに渋川、玉子ヶ岳、アート展示、競輪場などの魅力と行き方を分か

りやすく説明したオブジェを配置する。 

・（宇野・築港地域）瀬戸内芸術祭へもっと積極的に参加してほしい。 

宇野駅に降りたった観光客を乗り継ぎだけの目的でなく、市内に足を向けるような対策は無ないでしょうか。 

  



125 

 

【自然環境】 

⇒身近にある豊かな自然環境を生かしたまちづくりの推進を求める回答が多い。また、ソーラー

パネルの設置による環境への影響や景観の悪化を心配する回答が多い。 

 

関連する回答 

・玉野には良い所がたくさんあります。温暖なこと、人のおだやかなこと、自然が身近にあること、移住制度

を強化してはと思いますがー。 

玉野には美しい海と山（おもしろい型の岩）等、自然がたくさんあります。ネット等を利用して県内外により

一層アピールして下さい。児島半島の歴史をアピールし集客する。 

風光明媚な東児地区に一大観光産業の中核施設を検討していただきたい。オリーブ園、オリーブ工場、レスト

ラン等、気候条件、環境条件等他に類をみない地区であると考えられる。また、近年テレビ放送等で番田の立

石が注目されており、この自然環境を生かして、世界的に有名な場所となるよう検討をお願いします。 

・深山公園は自然がたくさんで桜もきれいなので、コテージやキャンプ施設があれば家族連れで楽しめそう。 

空屋、空地の利用で観光明所になるような施設を作って自然と共生し、若者が集まる活気ある町にしてほし

い。 

・自然を生かし観光地化を進める。キャンプ等。魚釣り場を作る（山田地域南部海岸沿い）。サイクリングの

コース（宇野から東児まで） 

商業地と自然保護地域の両立てで進めて欲しいと思います。便利さや集客と大切な自然もより保護しながら、

そこも含めて観光都市として集客にも繋がればと思います。 

・自然を愛する美しいまち玉野であってほしい。市内にある公園の整備（美）は、市が中心になって進めてほ

しい。 

山田、東児は少子高齢化で銀行、医院、スーパー等、又、小学校、中学校も東児に統合とか。とてもいい自然

があり住みやすい所ですが、田んぼ、山も荒れ、だんだんと寂しい地区になりつつあります。海岸線、そして

夕日の美しさ、朝日の上る姿をもっと生かして、玉野の良さをもっと見つけてほしいです。 

瀬戸内の美しい海。自然と共生するまち。 

玉野市は美しい海岸や多島美の上、気候にも恵まれ、海や陸の交通の利便も良く、これ程の未開発の土地は他

にはないと思われる。これを海の見える住宅施設、保養地、レジャー施設の自然を生かした開発を市が住民と

業者共に積極的に推進して人口増加を計れれば、おのずと様々な施設も増え、市の収益も増すよ！地域から

小・中学校を無くしないで小・中一貫学校として地域に残す方法は出来ないか？ 

・（荘内地域）安全で自然環境に恵まれた地域。 

・田舎は田舎らしく豊かな自然を生かしたまちづくりをするべきだ。 

・田井地域より東は太陽光パネルだらけでせっかくの瀬戸内の景観を台無しにしている。山を切り崩してのメ

ガソーラーはもってのほか。 

市全体に言えることだが、ソーラーパネルの設置を規制してほしいです。火事が起きた際、有害すぎます。ま

た、イノシシや鹿がソーラーの設置により、下りてきています。緑豊かな玉野に戻ってほしいです。メガソー

ラーは絶対やめてください。 

（田井地域東端あたり）このエリアの山側がソーラーパネルだらけになっているが地盤がよくないのでこれ以

上増やしてほしくない。ソーラーパネルの設置が雑すぎます。 
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山林崩してソーラーパネルを置くことはもう止めてほしい。 

山田にソーラーパネルが良く見かけるが熱量が多いいので環境がくずれていくのではと心配しています。 

古い建物や街並みを残せば良かったのに、中途半端に開発が進み、特に景観が良いわけでもなく、ソーラーパ

ネルだらけの山を見て悲しく思う。 

それはもう今更何を言っても後の祭りなので、これからどう残しながら開発していくのか危機感をもって考え

るべき。 
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【企業誘致】 

⇒企業や商業施設の誘致を促進することを求める回答が多い。 

 

関連する回答 

過疎地などの耕作放棄地などは、有機や自然農法など環境に配慮した SDGsな会社や農業従事者に安く誘致

し、国内外へグリーンツーリズムもできる町として認知してもらう。逆に宇野など、町の顔になるような場所

には、もっと足を止めてしまうような場所（ex：宇野駅周辺の活性化）を作り、インバウンドが宇野～倉敷へ

ダイレクトに移動せず、楽しく一泊してくれるような観光地としての側面を持たせ、もっと盛り上げていく！ 

公共サービスや生活環境が充実したまちづくりを望みますが、長期的に健全な財政においてが前提とすると、

企業等の誘致を同時に進めてほしいです。 

・荘内地域は子育て世代をはじめ人口が多く、岡山、倉敷へのアクセスも良いので飲食店や服飾店等を積極的

に誘致して商業施設で賑わって欲しい。例（スタバ、ユニクロ、GU、TSUTAYA等）。 

・田井地域はパワーエックスのような勢いのある企業を積極的に誘致して玉野市の新たな産業の中心地として

栄えてほしい。 

・高速道路の誘致。 

・商業施設の誘致（ピザも買えない）。 この 2点は岡山県下の市の中で最低です。 

若者の県外流出を止める為に、若者が働ける新規企業の誘致を積極的に進めてほしい。 

・企業の誘致 

市街地にもっと色んなお店を誘致して欲しい。娯楽関係は市外に行く事がほとんどである。 

全体的に企業を誘致し、もっと雇用機会が増えるまちにしてほしい。気軽に公共交通を利用できるように利便

性を高くしてほしい。行政だけでなく、民間が子育てや福祉のサービスを提供する場所を提供するなど、まち

全体で取り組んでほしい。 

市として、コンパクト化も必要かもしれませんが、安易に流れず、企業を誘致するなどして（総社市みたい

に）、もっともっと玉野のよさをアピールできるものを増やし、活気あるまちになる努力は続けてほしいと願

います。 

四国からも集客が見込めるアリーナクラスの音楽ホールを建設してほしい。ファジアーノのスタジアムを誘致

してほしい。 

荘内の広い土地を利用して大型商業施設などを誘致して欲しい 

宇野駅周辺に店舗・企業を誘致できるような仕組みをつくること。 

魅力ある街づくりなど再開発。it、バックアップセンター、物流センター、新しいサービス業など企業や移住

者を受け入れる。宇野港周辺の風光明媚な場所に、高層マンションを誘致するため岡山市から短時間で移動可

能にする。 

JRと四国汽船の利便性向上、長距離フェリーの誘致 

地区に限らず企業誘致に力を入れてほしい。 

外食する店が少なすぎる。ファミレス等を誘致してほしい。 

企業誘致できる土地を増やしてほしい 
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外からわざわざ観光や遊びに来る人達が、この田舎町に何を求めて来るのか、それに気付くことで地域の収益

や雇用に繋がると思う。海に面した町を生かした企業の誘致。これから余り続ける土地と畑を市が引き取り、

人を雇って大規模に運用し、市民割で野菜や米が安く出回るような地産地消に繋げていってほしい。 

・秀天橋地域に商業施設の誘致 

高齢者が安心して生活（集える）できる町づくりが超高齢化が進む玉野では、業務でしょうが大変ですよね。

どこかの都市でも誘致しているかと思いますが、「24H対応クリニック付マンション（施設）」を民間会社とタ

イアップして進める。災害の少ない風光明媚な玉野ではひとつの案としてどうでしょうか。地域は宇野 or田

井となるのでしょうか？ 

東児、山田、玉、奥玉、玉原、和田、日比、渋川、地域がもっと人口が増えるようなまち造り。人口が減る→

交通不便になる→もっと人口減る…とならない様に人口が少ない場所に大きな公園や施設を作ったりして、休

日は人を呼ぶ…という感じに。廃校等の利用もパン屋・カフェ等を誘致する。他の町（玉野以外）の取り組み

の成功をマネして、もっと人が流れる、動いていく様なまちづくり。 

産婦人科医を育てる学校。バイオマス発電所の建設。築港商店街を観光商店街にする。地域の活性には雇用と

学生が必要と思います。 
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３章 調査結果 総括 

３－１ 調査結果 総括 

表 お住まいの地域の環境について 

 現在の居住地域に住み続けたいかの意向では、「住み続けたい」意向の方が 8割弱を占めています。 

 「できれば住み替えたい」回答者の住みたい地域は「岡山市」最も多く約半数を占めています。 

 居住地域の重視する項目では、「食料品、日用品等の店舗が近い」が最も重視されており、次いで「災

害の危険性が小さい」が重視されています。 
 

表 あなたの日常生活について 

 日常生活において、訪れる頻度が最も高い地域について、「宇野・築港地域」が「食料品等の最寄り品の

買物」、「病院・医院・診療所の利用」、「高齢者等福祉施設の利用」、「塾、習い事（ピアノやスイミング

等）などの子育てに関する施設」で訪れる地域として多く挙がっており、「高齢者等福祉施設の利用」で

は「荘内地域」も訪れる地域として多く挙がっています。 

 「岡山市」が「家電や趣味趣好品等の買い回り品の買い物」、「塾、習い事（ピアノやスイミング等）な

どの子育てに関する施設」、「外食・娯楽等」、「軽スポーツ・レクリエーション」で訪れる地域として多

く挙がっており、特に「外食・娯楽等」では 6割強を占めています。 

 日常生活における目的ごとの外出頻度では、「食料品等の最寄り品の買い物」と「塾、習い事（ピアノや

スイミング等）などの子育てに関する施設」において「週 1～2日程度」が半数以上を占めており、さら

に、「週 3 日以上」を含めると、「食料品等の最寄り品の買い物」では 9割強、「塾、習い事（ピアノやス

イミング等）などの子育てに関する施設」では 8割弱を占めています。 

 一方、「家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物」、「病院・医院・診療所の利用」、「外食・娯楽等」で

は「月 1～2 日程度」と「年数回程度」が大半を占めています。 

 徒歩で行こうと思える移動時間では、「10 分程度」が最も多く約半数を占めています。 

 各施設の望ましい立地場所では、「スーパーなど主として食料品や日用品を扱う店舗」、「医院（クリニッ

ク）・診療所」、「デイサービス等を行う通所系の福祉施設」、「幼稚園・保育園等の子育て関連施設」、「金

融機関・郵便局」は、「暮らしに身近な場所」が約 7割～9割と大半を占めています。 

 また、「総合病院」、「図書館・公民館などのコミュニティ施設」、「ホール・市民会館などの文化施設」は、

「市の中心部（市役所周辺など）」が半数以上を占めています。 
 

表 玉野市の現状について 

 満足度では「田園や山並みなどの自然風景の美しさ」が最も高くなっています。一方、「公共交通の利用

のしやすさ」の満足度が最も低くなっています。 

 重要度では「買い物への行きやすさ」、「病院への行きやすさ」、「公共交通の利用のしやすさ」の 3項目

が並び最も高くなっています。 

 「公共交通の利用のしやすさ」は突出して低く、重要度は高くなっていることから、特に重点的に改善

に取り組む必要があると考えられます。 
 

表 玉野市の将来について 

 玉野市の人口減少・少子高齢化で特に心配されることとして、「売り上げ減少などにより、商店街やスー

パーなどの店舗が撤退する」、「鉄道やバスの利用者数が減少し、運行本数や路線数の減少など公共交通

サービスが低下する」ことが多く挙がっています。 

 人口減少・少子高齢化を防ぐために最も重要と思う取組として、「バスなど公共交通ネットワークの充

実」が最も多く挙がっており、次いで「市街地内の空き家や空き地等の有効活用」、「商業、医療、教育

文化施設など都市機能の集約化」が挙がっています。 

 市街地における自然災害危険区域で最も適切と思う方針として、「市街地における自然災害危険区域で

の新規の開発や建築を規制するべき」が最も多く挙がっています。 
 

表 自分が暮らしている地域の将来について 

 居住地域の将来の展望として「生活に便利な店舗や商業施設が充実したまち」及び「医療、福祉、健康

づくりなどのサービスが身近に受けられるまち」が多く挙がっています。 

 居住地域のまちづくりへの協力の意向は、「自分でやれることがあれば協力したい」が約 6割と半数以

上を占めています。 
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３－２ 地域別の視点で見た調査結果 総括 

表 お住まいの地域の環境について 

 現在の居住地域に住み続けたいかの意向では、宇野・築港地域では「住み続けたい」意向の方が約 9 割
と全地域の中で最も高くなっています。一方、玉原地域では「住み続けたい」意向の方が 6割弱と全地
域の中で最も低くなっています。 

 「できれば住み替えたい」回答者の住みたい地域は、日比地域では「倉敷市」が半数以上を占めていま
す。また、玉原地域、和田地域、日比地域では、「宇野・築港地域」が比較的多く挙がっています。 

 居住地域の重視する項目では、八浜地域において「学校が近い」と「保育所などの子育て支援施設が近
い」の割合が他の地域に比べ比較的高くなっています。 

 

表 あなたの日常生活について（地域別視点） 

 食料品等の最寄り品の買い物での訪れる頻度が最も高い地域では、「田井地域」、「宇野・築港地域」、「荘
内地域」は自地域が最も多く挙がっています。また、「玉・奥玉地域」、「玉原地域」、「和田地域」、「日比
地域」、「山田地域」では訪れる地域として「宇野・築港地域」が最も多く挙がっている一方、「八浜地
域」、「東児地域」では「岡山市」が最も多く挙がっています。 

 病院・医院・診療所の利用で訪れる頻度が最も高い地域では、「田井地域」、「宇野・築港地域」、「荘内地
域」は自地域が比較的多く挙がっています。また、「玉・奥玉地域」、「玉原地域」、「和田地域」では訪れ
る地域として「宇野・築港地域」が最も多く挙がっている一方、「八浜地域」、「山田地域」、「東児地域」
では「岡山市」が最も多く挙がっています。 

 食料品等の最寄り品の買い物が目的の外出頻度では、「宇野・築港地域」で「週 3日以上」が最も多く挙
がっており、その他の地域では「週 1～2日程度」が最も多く挙がっています。 

 病院・医院・診療所の利用が目的の外出頻度では、いずれの地域においても「月 1～2日程度」及び「年
数回程度」が多く挙がっており、両頻度の合計が 9割前後を占めています。 

 徒歩で行こうと思える移動時間について、玉原地域では、「5分程度」が約半数を占めています。また、
東児地域では、「30分程度・それ以上」が 3割弱と全地域の中で最も多くなっています。 

 家具、家電製品、衣料品など買い回り品を扱う専門店や大規模商業施設の望ましい立地場所について、
「田井地域」、「宇野・築港地域」、「玉・奥玉地域」、「玉原地域」、「和田地域」、「日比地域」、「山田地域」
では「市の中心部（市役所周辺など）」が最も多く挙がっている一方、「荘内地域」、「八浜地域」、「東児
地域」では「隣接市にあればよい（市内になくてもよい）」が最も多く挙がっています。 

※抜粋 

表 玉野市の現状について（地域別視点） 

 「買い物への行きやすさ」や「病院への行きやすさ」の重要度は、全ての地域で高くなっています。ま
た、満足度は「田井地域」、「宇野・築港地域」、「玉・奥玉地域」、「荘内地域」で比較的高い傾向であり、
今後も取り組みを重点的に維持していく必要があると考えられます。一方、その他の地域では、満足度
は低くなっており、特に重点的に改善に取り組む必要があると考えられます。 

※抜粋 

表 玉野市の将来について（地域別視点） 

 人口減少・少子高齢化で特に心配されることとして、「八浜地域」、「山田地域」では、「小中学校や保育
園、幼稚園、認定こども園等の減少により子育て環境が低下する」ことが比較的多く挙がっています。 

 人口減少・少子高齢化を防ぐために最も重要と思う取組として、「バスなど公共交通ネットワークの充
実」は「玉原地域」で特に多く挙がっています。また、「市街地内の空き家や空き地等の有効活用」は
「東児地域」で特に多く挙がっており、「商業、医療、教育文化施設など都市機能の集約化」は「日比
地域」で特に多く挙がっています。 

 市街地における自然災害危険区域で最も適切と思う方針として、「田井地域」、「玉・奥玉地域」、「八浜地
域」では、他の地域に比べ特に「市街地における自然災害危険区域での新規の開発や建築を規制するべ
き」が多く挙がっています。 

 

表 自分が暮らしている地域の将来について（地域別視点） 

 居住地域の将来の展望として「八浜地域」、「山田地域」では「子育てサービスや教育が身近に受けられ
るまち」が他の地域に比べ多く挙がっており、「玉・奥玉地域」、「玉原地域」では「防災対策や防犯など
が充実したまち」が他の地域に比べ多く挙がっています。 

 居住地域のまちづくりへの協力の意向は、全ての地域で「自分でやれることがあれば協力したい」が半
数以上を占めています。 
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３－３ 年代別の視点で見た調査結果 総括 

表 お住まいの地域の環境について 

 現在の居住地域に住み続けたいかの意向では、10代は「住み続けたい」と「できれば住み替えたい」が

半々となっており全年代の中で「住み続けたい」意向が最も低くなっています。 

 「できれば住み替えたい」回答者の住みたい地域は、「岡山市」が多い傾向にあるなか、80 代では「宇

野・築港地域」が最も多くを占めています。 

 居住地域の重視する項目では、各年代の中で 10代が「職場が近い」ことを最も重視している一方、年代

が上がるごとに重視する割合が低くなっています。また、各年代の中で 80 代が「病院や福祉施設が近

い」ことを最も重視しているが、年代が下がるごとに重視する割合が低くなっています。 

 

表 あなたの日常生活について（年代別視点） 

 家電や趣味嗜好品等の買い回り品の買い物での訪れる頻度が最も高い地域では、10 代～60 代では「岡

山市」が最も多く挙がっており、70 代以上では「宇野・築港地域」が最も多く挙がっています。 

 病院・医院・診療所の利用で訪れる頻度が最も高い地域では、10代～60代では「岡山市」が多く挙がっ

ている中、70代以上では「岡山市」の割合が減少し玉野市内の地域の割合が多くなっています。 
 病院・医院・診療所の利用が目的の外出頻度では、10代、20代の若い年代では、「年数回程度」が多い

一方、70 代、80代では「月 1～2日程度」が多く挙がっています。 
 外食・娯楽等が目的の外出頻度では、年代が上がるに伴い、外出頻度が低くなる傾向となっています。 

 軽スポーツ・レクリエーションが目的の外出頻度では、年代が上がるに伴い、外出頻度が高くなる傾向

となっています。 

 徒歩で行こうと思える移動時間について、全体的に「10 分程度」が多い傾向ですが、年代が上がるに伴

い「20分程度」と「30分程度・それ以上」の割合が多くなっています。 

 各施設の望ましい立地場所では、「スーパーなど主として食料品や日用品を扱う店舗」、「医院（クリニッ

ク）・診療所」、「デイサービス等を行う通所系の福祉施設」、「幼稚園・保育園等の子育て関連施設」、「金

融機関・郵便局」は、全ての年代で「暮らしに身近な場所」が大半を占め最も多く挙がっています。 

※抜粋 

表 玉野市の現状について（年代別視点） 

 10 代では、「河川や海岸などの水辺環境」、「史跡や祭りなどの地域文化の保全や伝承」の満足度が高く

なっています。また、重要度では「公共交通の利用のしやすさ」に次いで「職場や学校への行きやすさ」

が高くなっています。 

 30代では、「特に重点的に改善に取り組む必要があるもの」として、「公共交通の利用のしやすさ」に次

いで「働く場の充実度」が目立っています。 

 70代では、満足度の高い「田園や山並みなどの自然風景の美しさ」に次いで「騒音・振動・悪臭などの

公害対策の状況」に関しても高くなっています。 

※抜粋 

表 玉野市の将来について（年代別視点） 

 人口減少・少子高齢化で特に心配されることとして、60 代以上では、「空家や空地が増加し、居住環境

が悪化する」ことが比較的多く挙がっています。 

 人口減少・少子高齢化を防ぐために最も重要と思う取組として、10代において「バスなど公共交通ネッ

トワークの充実」が半数以上を占めています。なお、60代、70 代において「商業、医療、教育文化施設

など都市機能の集約化」が他の年代に比べ比較的少なくなっています。 

 市街地における自然災害危険区域で最も適切と思う方針として、10 代、40 代、70 代では、他の年代に

比べ特に「市街地における自然災害危険区域での新規の開発や建築を規制するべき」が多く挙がってお

り約半数を占めています。 

 

表 自分が暮らしている地域の将来について（年代別視点） 

 居住地域の将来の展望として、10代、20 代では「生活に便利な店舗や商業施設が充実したまち」が他の

年代に比べ多く、50代以上では「医療、福祉、健康づくりなどのサービスが身近に受けられるまち」が

他の年代に比べ多く挙がっています。 

 居住地域のまちづくりへの協力の意向は、10代、20代などの若い世代において、「積極的に協力したい」

が他の年代に比べ比較的多い傾向となっています。 

 



 

 

アンケート調査結果 報告書 
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玉野市のまちづくりに対する意見（全回答） 

問 16. これからの玉野市のまちづくりについて、ご意見がありましたら下記の   内に、

ご自由にお書きください。文字のみでも良いですし、図中の【例】を参考に、具体的

場所を矢印で示していただいてもかまいません。 

 
問 16 回答 年齢 居住地域 

荘内地域：大規模スーパー 商業施設希望 60 代 荘内地域 

（常山駅～迫川駅間）この辺りに住んでいます。周辺の野焼きの臭いがヒ

ドい。洗濯物が外に干せない、換気すると逆に部屋が臭くなる。規制して

ほしい。 

30 代 荘内地域 

今、八浜地区で小、中学校の統合の話が出ていますが八浜地区から小、中

学校がなくなる事に強く反対いたします。八浜地区に住もうとする若い人

がいなくなると思います。ぜひ残してください。水害もなく住みよい町が

なくなってしまします。 

70 代 八浜地域 

私、八浜での生活、今日で 80 年になります。八浜外での暮がないので、

あまり大きなことは言えませんが、私はこの八浜が一番合って住みやすい

と思っています。住民も優しく親切で皆、仲良く生活しております。最近

は他地区からの入居者も多く顔を見てもわからない人達も多く居ますが昔

からの人、又最近、来られた人供仲良く暮らして行こうと思って居ます。

皆、人は仲良くがもっとうです。 

80 代以上 八浜地域 

高齢者が自身で運転しないでいい状況づくり。・タクシーやバス等の充

実。・日々の買物（移動販売）ができるような取組。大きい商業施設（そ

こに行けば全ての買い物ができるような所）が欲しい。 

40 代 山田地域 

（玉野胸上郵便局周辺）マルナカのような大型スーパーがなく買い物に宇

野方面や隣接市へ行くにも交通手段がかなり少ない為不便。 

50 代 東児地域 

宇野駅はインバウンドの観光客が多いのに店はコンビニくらいしかありま

せん。ただ通過するだけになっているので食事ができる店があれば少しの

時間でも滞在してもらえるのではないでしょうか。クルーズ船のお客様に

も利用してもらえるカフェもあればいいと思います。山田・東児地区は海

岸線（景色）を生かして、キャンプ場・休日・週末に宿泊できる別荘など

を整備してはどうでしょうか。せっかくの景観がもったいなく思います。

観光客だけでなく玉野市民も気軽に利用できるものもあればいいですね。 

60 代 玉・奥玉地域 

津波などに●る所に市民病院や市役所を作るべきではない。 70 代 荘内地域 

・目的地へ行く為のバスなどの公共交通ネットワークが悪い 

・地域の年間行事が衰退しつつある 

70 代 荘内地域 

いのしし対策に予算を増やし、いのしし駆除に力を入れてほしい。 公共

交通の充実！！（シータクの予約を簡単にしてほしい。スマホでの予約希

望） 

60 代 荘内地域 

各駅周辺の活性化 30 代 荘内地域 

（日比・渋川地域） 

・海水浴場の整備 

・地元地域住民の利用が制限されない 

・スケートボードのコース 

40 代 日比地域 

高速の IC が遠い 40 代 宇野・築港地域 

過疎地などの耕作放棄地などは、有機や自然農法など環境に配慮した SDGs

な会社や農業従事者に安く誘致し、国内外へグリーンツーリズムもできる

町として認知してもらう。逆に宇野など、町の顔になるような場所には、

もっと足を止めてしまうような場所（ex：宇野駅周辺の活性化）を作り、

インバウンドが宇野～倉敷へダイレクトに移動せず、楽しく一泊してくれ

るような観光地としての側面を持たせ、もっと盛り上げていく！ 

30 代 田井地域 

・玉野には良い所がたくさんあります。温暖なこと、人のおだやかなこ

と、自然が身近にあること、移住制度を強化してはと思いますがー。 

・空家が多くありこれからも増えると思います。我が家もそうなりそうで

す。安心して後をお願いできる制度を作っていただけるようご検討くださ

い。 

80 代以上 田井地域 
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問 16 回答 年齢 居住地域 

・余談ですが、11/17 日比小体育館の防災訓練に参加しました。各家の玄

関先に黄色のタオルをかけて 9時前出発 日比中生徒による①地震予報の

現状②東日本大震災③避難生活④能登半島沖地震についてのクイズを交え

ての発表 一生懸命が伝わってきてとてもよかったです。10：20 終わり 

参加して本当に勉強になりお世話してくださる方に感謝です。（和田地

域）高齢で免許返納を考えているが、バスも走らなくなりシーバスも利用

しにくい。いつもタクシーという訳にもいかず困っています。（田井地

域）趣味で野菜作りを楽しんでいますが、猪に荒らされ今夏はがっかりし

ています。猪対策を強化してください。 

2～3年前から毎日イノシシが出て田畑、あぜが崩れ落ち、迷惑をかけられ

ています。作物のまわりは、電柵又、有刺鉄線と労力とお金が沢山かかり

困っています。市道の横あぜ、のり面が続々掘られて危険でもある。 

70 代 荘内地域 

高齢化が進み、高齢者との共生を大切に… 

散歩しやすい道や公園、子どもたちの遊ぶ姿を見守れる場所がほしい。 

高齢者に気軽に集まれる居場所がほしい。 

公園が草ぼうぼうの姿をよく見る…子どもが老人が集まれるきれいな公園

にしてほしい。宇野港近く宇野駅近くに多目的ホールがほしい。文化を気

軽に楽しめるように。市内ランランバス？をもっと本数を増やし気軽に利

用できるようにしてほしい。子育てのしやすい玉野市にしないと未来はな

い。 

70 代 田井地域 

皆様から信頼される人を市の結婚の仲人をして下さる人（ボランティアで

してほしいけど●ったら少額でも市から出してもらい）本人たちの負担が

ない様に。お 1人様があまりも多いと思います。 

80 代以上 八浜地域 

東児地域はスーパーがないし、買い物が田井地区まで行かないと買えな

い。今は運転ができるけど、車に乗らないようになったら買い物難民にな

る。 

70 代 東児地域 

シーバスの午前中の便を多くしてほしいです。朝 1番の便は、病院や買い

物で、車の無い人たちが使用します。向日比、御崎で定員になります。和

田、御崎一丁目の人たちは歩いてバス停（和田社宅前）まで行きます。な

ので、1便でも良いです。多くしてください。 

50 代 和田地域 

公共サービスや生活環境が充実したまちづくりを望みますが、長期的に健

全な財政においてが前提とすると、企業等の誘致を同時に進めてほしいで

す。 

40 代 田井地域 

シータクが実現したので大変助かります。車免許返納後の生活が一転不便

と感じます。これは私個人の事（90 歳）免許返納後シニアカーを買い楽し

く乗って外出しようと思いましたが、さて乗って県道の道へ出るまでのデ

コボコ、アクセルとブレーキを間違えたり、事故の元と思い家に置きっぱ

なしで乗っても速度も遅いし、足が少々痛いので自転車もこげず困ってい

ます。外出はシータク利用。 

80 代以上 荘内地域 

高齢者が増えている中で、車に乗れなくなっていく人が増えてきている。

しかし、買い物をしたり、病院に行くための公共交通サービスも低下。ど

うにか検討してあげてほしい。観光地でにぎわうイベント、花火大会、道

の駅、海の駅など、玉野の活性化をしてほしい。 

40 代 日比地域 

ご高齢の方も子供さんも一緒に交流できる様な、あたたかく住みやすい町

になってほしい。一人も残さず幸せな町に！願います。 

70 代 玉原地域 

一つに合併したら？今は３つになっています。お祭りも中止にしました。 80 代以上 東児地域 

2013 年に策定し、10 年経過。具体的に何が実行されたのか？それを市民

のみなさんに示していって夢を持たせることが一番と思います。 

70 代 田井地域 

宇野地区に住んでるので便利はいい方ですが他の地区に行くのに（バス利

用）すごく不便を感じます。 

70 代 宇野・築港地域 

電車の本数がもう少し増えたら、玉野市の中心部へアクセスしやすくなっ

たり、岡山市へのアクセスしやすい点で、居住地として選ばれたりするか

な…？と思います。 

20 代 荘内地域 

住みやすい良い所だと思っているが、外（市外）からの人が住んでみたい

と思うまちだろうか？移住してくる人がいなければ人口が少なくなって、

先行心配です。外（市外）に向けたアピールも必要ではと思います。住み

たいまちになってほしいです。 

60 代 宇野・築港地域 
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問 16 回答 年齢 居住地域 

・荘内地域は、岡山市、倉敷市へのアクセスもよく、比較的人口が多いこ

ともあり、玉野市の中では発展が見込めると思う。市の中心である役所や

病院の移転も考えていいのでは？と思う。市街化調整区域も多く、人口増

加のため、緩められないのか？ ・荘内、八浜、宇野、築港、田井以外は

人口減少が激しいと思う。人口増加のため、働き口の確保が重要な課題。 

30 代 荘内地域 

30 号にあるマルナカに玉野方面に向かう車が曲がろうとして急に停止し、

事故になりそうになる。曲がれなくしてもらいたい。 

50 代 荘内地域 

・何年か前に災害があった場所がありますが、他県、日本は全国で第 2位

という統計が出ました。下水道の件、玉野市も早く調べて、何か被害が起

きてからでは遅いです。その件の調べを早くお願いいたします。早くにで

すよ。大被害で大変なことになっています。この間テレビで見たのですけ

ど日本では 1県だけが年一回の避難訓練をしている県。いろんな用意もし

ているとのこと。これはすごく感心ました。全国で頑張ってほしいと思い

ます。 

・メルカ●には、●のセーター、和田ミネルバ、土日のイベントがある時

には、土・日の催しの時間は行き帰りは絶対運行してほしいと思います

（バス、シータクの予約も考え直してほしいです）〔音楽、合唱団、講演

会、踊り、オーケストラ、映画など、カラオケも… など〕車に乗らなく

なってからは一回も行っておりません。年一回くらいの模様なので見に行

きたいです。 

70 代 玉原地域 

私自身が高齢で該当しない項目には参加できませんでした。皆様のご努力

で玉野市の人口の減少が少しでも改善することを祈っております。 

80 代以上 宇野・築港地域 

・八浜地区に買い物ができる施設がほしい。スーパーまでが遠いので、子

育て世代は時間のロスが痛い。八浜駅裏などの田んぼをスーパーに。 

・高齢者が増えていっているので高齢者が行き来できて孤独になりにくい

環境を整えてほしい。 

・コロナ前より、人との交流が減っている。部活もなくなりそうで、ママ

さんバレー数も減りどんどんさみしくなっています。 

40 代 八浜地域 

今まで利用したことはありませんが、具合の悪い時、雨の日の病院の予約

の時、指定の乗り場まで行くのが不便。家の近くで乗ることが出来たらと

思う（シータク） 

80 代以上 荘内地域 

玉・奥玉、日比・渋川地域 高齢者の買い物難民が増えてきている。対策

してほしい。 

30 代 和田地域 

・買物（スーパー）、病院が必要で住んでいる方々がとても困っていま

す。高齢になって車の免許も返上した方々は、本当に不便な想いをしてい

ます。アンケートばかりじゃなくて実行してください。お願いします。 

・（玉原地域）買物に困っております。 

70 代 玉原地域 

空き家、空き地が目立つ。若い世帯が市内に居住してくれないのはなぜ

か？雇用もないし、交通の便は減少するし、商業施設、娯楽施設もない。

宇野地区における”アートの街”づくりも中途半端だ。施策に一体感がな

いと感じる（←地区を通しての） 

50 代 玉・奥玉地域 

人が集まるような玉野市にしてほしい。 60 代 東児地域 

（和田地域）空き家や空き地が多い。銀行・生協等の周辺に公的なホール

付の市民センターがあればにぎわうと思います。 

80 代以上 和田地域 

空き家・空き土地の固定資産税を安くして欲しい（田舎の土地はなかなか

売却が難しい為） 子ども食堂を運営してほしい。 動物の公園墓地を作

って欲しい。 

70 代 八浜地域 

和田地区にもう少しおしゃれの店があればと思う。 80 代以上 和田地域 

市内に大型の書店や文具店がなく、子供の文具など必要なものを購入でき

ない。病院が少ない。市民病院もあるが、午前中のみなどで全く利用でき

ず身近でない。田井地区はもっと飲食店が欲しい。幹線道路沿いにチェー

ン店などの飲食店がほとんどない。市としては致命的。人が集まらない。 

40 代 田井地域 

特別養護老人ホーム増設。深夜帯のタクシー、介護タクシー運行増。 80 代以上 田井地域 

岡山ー渋川間特急バスで市役所までのケースを市の援助で減らしてもらい

たい。 

80 代以上 和田地域 

畑を荒らすイノシシをどうにかしてほしい。 80 代以上 田井地域 

バスの路線が不便である。 40 代 東児地域 
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・（八浜）小学校や郵便局がある地区の中心地にスーパーやドラッグスト

アなど、日用品や食品を購入できる場所が必要。使われていない土地を有

効活用すれば、住民の増加も見込めると思うし、今住んでいる住民にとっ

てもかなり助かると思う。市内へのアクセスも良いし、今以上に便利にな

れば、とてもポテンシャルのある土地だと思います。移住してきた者なの

で、その分住みやすいのにもったいないなと思っています。（足りない所

など補えば、もっと良い地区になると思う） 

・（宇野）直島へのアクセス地（経由地）として人の流れはあるので、そ

の人たちが宇野で 1泊する、したいような観光地になってほしい。 

30 代 八浜地域 

みやま公園を充実させてほしい。イベントや設備等、野外コンサートがで

きるようにしては？ 

30 代 荘内地域 

空き家、空き地の解決をもっと積極的に行ってほしい。空き家を取り壊し

ても、税が上がることがない様に、空き家、空き地バンクを作るなど、市

に寄贈するなど、簡単に出来る様にして欲しい。 

60 代 山田地域 

荘内にコメダなどの有名店喫茶店ができればうれしい。少なすぎるお茶の

できるところ。 

50 代 荘内地域 

八浜地区は、岡山市や倉敷市などにアクセスしやすいので、空き家や空き

地を有効に活用して、移住者を増やし、子育てや福祉サービスを充実させ

てほしい。八浜地区は、地域の行事など学校と密着しての活動があるの

で、小学校も中学校も絶対に残してほしい。八浜地区が衰退することは玉

野市の衰退になると心配しています。 

40 代 八浜地域 

・八浜は統廃合の件で過激だった。それとなく言及してる【例】玉野市の

まちづくりで市民が協力できることってなんだろう。荘内の空きスペース

にアパートとか戸建てが増えているのですが、例えば移住者に住んでもら

うとしたら荘内ってことなのですか。 荘内と田井と宇野の真ん中にある

山切り抜いてほしい。ゴルフ場。山犬とイノシシが方々に散るだろうけ

ど、夜山中でバトルしてる。三本足の犬がいた。 

・イノシシ多すぎる。荘内夜歩くと会えるスポットがある。狩人にボタン

鍋をふるまってほしい。食べて減らす協力したい。観光客にも食べさせよ

う。ヌートリアも増えてる気がする。害獣なのでは？渚（なさけの）に免

許を取得してもらおう。 

・牛窓まで船で送ってあげるのは笑った。玉野市も海で養殖やってるのか

な。フェリー復活しないかな。瀬戸内海だから大丈夫なのかわからないけ

ど、玉野市の沿岸部に大事なもの色々あって高めの津波で終わる気がす

る。 

30 代 荘内地域 

和田地区 アパートに人が住んでいない。人口増加になってほしい。 60 代 和田地域 

歳をとると車にも乗れなくなるため、買い物に行くのに便利な方法を考え

てほしいです（シーバスの便をもっと増やして、バス停も増やしてほし

い） 

70 代 荘内地域 

・ベネッセに依頼・瀬戸芸の目玉施設を玉野市に造ってもらう 

・小児科の医院を増やしてほしいです。できれば赤ちゃんも産める街にな

ってほしいです。 

・とにかく若い人たちが子供を育てて生活しやすい街にを目標に改善して

いってください。 

60 代 宇野・築港地域 

都市計画は総花的でとがった項目がないと考える。もっと市民のアイデア

を聴くべきと思う。例えば、直島を参考にインバウンドを始めとする観光

客でにぎわう街を目指す。 

60 代 宇野・築港 

地域 

・玉商店街 昔のように賑わう場所になってほしい。 

・市役所付近でよいので、以前あった TSUTAYA のような大きな本屋がある

とうれしい。 

50 代 玉・奥玉地域 

（玉・奥玉地域）路線バスの本数を増やしてほしい。 60 代 玉・奥玉地域 

山田地域の廃棄されたままの船を処理してほしい。 60 代 山田地域 

430 号線は、休日にはたくさんの若い人が来ていますが、駐車場がありま

せん。駐車スペース・シャワー設備などを充実して、若い人を集める様な

海にしてほしい。 

70 代 宇野・築港地域 

玉野市の高齢化率は著しいものがあると思います。（自分も含めて） ス

ーパーへ行っても図書館に行っても病院に行っても年配の方が圧倒的に多

60 代 宇野・築港地域 
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いと感じます。介護認定を受ける程ではないけど体力もなくなって仕事も

できず生活も苦しくなっている人に優しい町に住み続けたいと思います。

具体的に書けなくて申し訳ございません。 

買い物難民にならないように足をもっと増やす。とくし丸に来てもらうよ

り、自分で買い物に行きたいはず。 

・（東児地域・山田地域）岡南地域へ行きやすい様に足を確保。 

・（日比・渋川地域）陸の孤島になりかけているので、公共交通機関を充

実させ児島駅までのルートを確保する。 

・倉敷（児島）、岡山（岡南）を巻き込む。 

50 代 宇野・築港地域 

・山田地区の塩田跡地の有効利用。もったいない。 

・王子が岳、渋川海岸での体力・健康づくりイベント強化を増進したら。 

・日の出海岸、牛ヶ首等の島々の観光増進はいかが。 

80 代以上 和田地域 

・玉原地区に住んでいますが、車に乗れなくなった時の不便さについて、

よく話し合っています。バスの便は少なく、買い物するところはコンビニ

くらいで、金融機関は 0です。この先の生活を考えて、皆、不安です。バ

スの便を増やしてもらって、小学校のある上の方の道路にもバスが通って

くれたら、坂を下っていく苦痛が和らぐのですが。 

・（玉原地域）買い物にも病院にも困っている人が増えています。 

70 代 玉原地域 

・築港地区にあったふれあい会館がなくなり、集う場所があれば良いと思

う。福祉会館ができ、行くと、ここはそういう場所ではないと断られまし

た。目的がないとダメなんですか。気軽に行く所がない。 

・築港地区に無料で利用できる銭湯（50 円ぐらい）を作ってほしい。 

70 代 宇野・築港地域 

・玉野の文化、歴史を見返し、他の地域にないもの、また子供達が外に出

てもこの日の玉野は違うといえるイベントを考えてほしい。まるでマン

ガ、馬鹿らしいもので良い。例えば、海外のトマト投げ祭り、またスペイ

ンの牛追い祭り。これが子ブタでも良いと思う。市民が馬鹿になれる一日

があっても良いと思う。 

・全ての地域を巻き込んだ、連動した祭り。今日、明日、今月、来月とい

う月に。 

・どこかで何かその地区ならではのイベントを行い●●に全体が一つにな

って馬鹿になる！ 

70 代 宇野・築港地域 

とりあえず、全国有名店の冷凍食品の自動販売機を、玉野市のいたる所に

置くことにより、近県、市内より人が訪れることにより地域化。でも人が

寄り来る。 

60 代 田井地域 

今まで私の住む所は災害もなく住み良い町です。住んで 62 年ですが、た

だ避難場所が田井小学校で遠くて行く事ができません。吉野町のバス停の

近くで、足も悪く、諦めています。 

80 代以上 田井地域 

・シータク、シーバスの有効活用 

・乗り合いタクシーのようなもの（交通手段の確保） ☆買い物、通院等

をしやすいように… 

60 代 玉原地域 

・玉野市に産科が欲しい。子どもが生めない市に先はないと思う。 ・宇

野駅周辺はもっと賑わってほしい！ 

40 代 宇野・築港地域 

・宇野・築港地区は、香川へ行くための通過点だから、なにか足止めでき

るものがあれば良いと思う。 

・歩道の整備（草が多い、宇野線側の街灯増設） 

・玉野市は魅力的な商業施設が少ないから、岡山市や倉敷市へ遊びによく

行くので、何か一つでも多く遊ぶところが欲しい。 

・東児や山田方面に住んでる方のバス等の公共交通の便が少ない。 

・八浜地区スーパーがないと思うので、スーパー作ったらいいと思う。 

・首都岡山と巷で話題になりつつあると思うので、もし岡山県が遠い未来

で首都になった時に備えて、住環境を充実させて、空き家、空き地を活用

して、日本人が沢山居住してくれる都市にして欲しい。 

・玉野の特産物、アパレル関係（学生服やオーダーシャツ）等々の強みに

なることや物を大々的に芸能人の方々や影響力のある方々達の力を借り

て、もっともっと日本中、世界中の方々に知って、手に取ってもらえるよ

うにする（直接工場見学とか、たまの企業ガイドにのってる会社にアンケ

ートとるとかなんかしたら良いと思う） 

・玉野地区のバスを今以上に減らすのは今後ないようにして欲しい。 

20 代 宇野・築港地域 
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・宇野港辺りのイベントを増やして（アーティストさんとか呼ぶ音楽イベ

ントがあったらありがたい） 

・この間の瀬戸大橋線が止まったり、故障が起こったりすることが多いと

思うので、瀬戸大橋がいつか大工事した時用にフェリーを少し復活して 

・商店街をもっと充実させて欲しい 

・娯楽場の復活（ボーリング・映画館等々） 

・チェーン店を少し増やして欲しい（飲食） 

・玉野市民病院跡地にもう一つぐらい大きなイオンみたいな大きい商業施

設を作って欲しい（今後起こりうる南海トラフ対策のために大きい避難所

と商業を合体した施設） 

宇野駅周辺や宇野線にも外国人観光客を多く見かけますが、その外国人の

人たちにも玉野市の良さを分かってもらえるようにしたらいいと思う。 

60 代 荘内地域 

大崎小と八浜小が一緒になると、大崎の住民（とくにお年寄り）は子供た

ちを見なくなるのでさみしく、ますます活気がなくなるのでやめてほし

い。この住所から出ていきたくなる。そうすると八浜大崎には人が来なく

なる。先祖も途絶える。 

70 代 八浜地域 

八浜地区の小学校中学校の統合反対！！統合は市ではなく地域ごとに考え

てほしい。八浜には今必要ないです！ 

40 代 八浜地域 

・道に草がたくさん生えていて汚い場所が多い 

・道路のひび割れなどあったりする、歩く場所 

・空き家の活用とインターネットが苦手な人でも見られるよう、分かるよ

うに発信したりしてほしい 

・（日比・渋川地域）お年寄りの人が交通の便が少なく、病院やいろいろ

な場所への移動が不便になっている、学生の朝のバスの時間が少ない 

50 代 日比地域 

（玉・奥玉地域）高齢化が進み空き家、空き地が増えて若い人がいませ

ん。若い人が住みたいと思える場所に。 

60 代 玉・奥玉地域 

市内を回る交通をもっと増やしてほしい。 80 代以上 田井地域 

これから、老人が増えてくるので、市民病院などの跡地に老人ホームなど

の施設を建設して、老人のまちにしたら、遠くの施設に行かなくても（他

市町村からも人が来る）人口減少に歯止めがかかる。 

70 代 玉原地域 

築港商店街など、飲食店が増えるとうれしいです。他市の方からは、「玉

野はおしゃれな街」と言われることが多い。瀬戸芸に関連し、街にもっと

芸術作品があるとおもしろいと思う。 

50 代 田井地域 

・玉野市全体として、人口減少に伴い空き家問題があるにもかかわらず、

荘内には次々新築が増え人口の一方化が進んでいる。全体的に住みやすい

様になればいいと思います。シーバスの活用化ももっと乗りやすくしてほ

しい。 

・日比渋川地区は、商店、金融機関がなくお年寄りが不便を感じてる。 

・和田地区は空き家が多く、いのししも多く、夜危険です。 

60 代 和田地域 

・玉野市全体の小、中学校を減らしすぎ 

・（庄内地区）・飲食店をもっと増やしてほしい・幼稚園を減らしすぎ・ジ

ムなどのスポーツ施設がほしい 

20 代 荘内地域 

1.市民会館、文化センターがなくなり発表する場所がない。宇野地区にほ

しい。 

2.人口減少、少子化が進み税収の見込みが減る中 ・葬儀場利用の有料

化 ・生活保護受給者の厳正な調査（煙草を吸ってビールを飲んで好き勝

手している。煙草やビール代まで国が持つの？） ・コミュニティ活動を

元気に！！ 

80 代以上 宇野・築港地域 

小中学校が少子化により統合されるとのことですが、地域の文化の核にな

る場所がなくなるのはどうかという思いがあります。少子化で学校を維持

するのはたいへんだとも思いますが、実際に遠くまで小学校に通う子ども

たちは大変だとも思いますし、現日比中に小学校の子を入れるのは中学生

の大きさに合わせた校舎には、不都合が大きいのではないかと心配です。

上水道の配管のことですが老朽化がすすんで安全な水を飲んでいるのだろ

うかと心配です。家の近くの道路の舗装が古くなっています。家の近くは

あまり利用の頻度が高くなく、後回しになるのだろうと思いますが…。 

70 代 荘内地域 
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玉野には美しい海と山（おもしろい型の岩）等、自然がたくさんありま

す。ネット等を利用して県内外により一層アピールして下さい。児島半島

の歴史をアピールし集客する。 

70 代 荘内地域 

公共機関の充実。働く場所の確保。企業優？地。街並みの整備（公園、海

なども） 

40 代 市外 

（東児地域）コインランドリーやスーパーが少ないので、どちらかだけで

も二、三店舗できると助かる。図書館や運動できる場所が限られているの

で、今後の参考にしてほしい。 

30 代 東児地域 

道路沿いの雑草や竹林、伸びすぎた木を切ってほしい。尾坂トンネルを八

浜へ抜けた左手にある集落は空家ばかりで山の竹林も崩れている。また、

落石注意の看板を置くだけでなく、崩れる前に点検をしてほしい。直島へ

行く海外の方をおもてなしできる場所があればいい。または、手ごろな宿

泊施設が増えれば宇野でゆっくりしてもらえる。宇野駅から田井方面へ通

っている直線道路は夜や週末になるとバイクの騒音がひどい。どうにか対

策してほしい。 

40 代 田井地域 

市民会館がほしい。 70 代 田井地域 

若者が定着、または地元に戻って来られるような魅力ある雇用。また、中

高年、老人になっても雇用の選択肢、需要があるまちづくり。文化的な特

色を持ち、芸術祭の時期でなくても人の流れができるような特色ある市に

なれたら…。お年よりも、子どもも安心して住める、防災意識が高く、災

害に強いまちづくりを望みます。玉野市は大好きなのですが、各地域が何

かしら特徴を持ち、連同して玉野市という市が魅力ある市になれれば…。

各地域の特徴が今ひとつわからないので。宇野・築港周辺は特色のある文

化的に充実した場所になってほしい。 

50 代 田井地域 

岡山市、倉敷市、高速道路へのアクセス性の向上を望みます。人流が増せ

ば玉野市の活性化になると思います。 

70 代 田井地域 

花火大会の開催！ 70 代 宇野・築港地域 

家のある田井地区は、海から朝日が昇っているとても良い場所なので是非

様々な人に来てもらいたい場所です。セトニテ等の宿泊施設やみなと公園

では黒鯛や小魚等見れるのでもう少しにぎわうと嬉しいです。福祉の丘の

所は大きな建物が廃墟の様になっていて残念です。玉野では珍しく少し高

台にある建物なので残念です。水害があった時でも移動できる建物なのに

なぁと思います。玉野良い所なので残念です。 

50 代 田井地域 

ドンキホーテ、ミスタードーナツが玉野市に出来てほしい。スーパーもデ

ィオ、ラムーが出来てほしい。バスの回数もふやしてほしい。イオンが出

来たら良い。メルカはいらない。 

40 代 玉原地域 

今現状玉野市がどうしていくのかまったくわからない状態で子育てをして

いくのが不安です。目指せるのであれば、岡南のように商業施設等があれ

ば若者は住みやすい町になるのかなと個人的に思いました。今後どうなる

のか不安です。どこを治性化したいのか明確に分からない。 

30 代 八浜地域 

・（田井地域）遊休地、耕作放棄地などの市による農園としての貸し出

し。シーバスの運行回数を増やして利用しやすくする（利用率を上げる）

ことは出来ないだろうか。●のことの有料移動サービスが提供出来ない

か。スーパー（商店）、図書館、弁当提供、有料●●販売…。 

80 代以上 田井地域 

・荘内地域は子育て世代をはじめ人口が多く、岡山、倉敷へのアクセスも

良いので飲食店や服飾店等を積極的に誘致して商業施設で賑わって欲し

い。例（スタバ、ユニクロ、GU、TSUTAYA 等）。秀天橋～天王池までの区間

を 2車線にする。玉野市で一番人口の多い荘内地域を中心に町づくりを考

えるべきだと思う。地域に開けた散歩もできるような大きな公園がほしい

（水島の福田公園みたいな）。・日比、渋川地域は「おもちゃ王国」や「渋

川動物公園」「渋川海水浴場」「渋川マリン水族館」「王子ヶ丘」等のレジ

ャー、観光のスポットが多いので大規模な整備を行って、より多くの方々

が遊びに来られる施設にして欲しい。玉野市のレジャー、観光の中心にな

ってもらいたい…。宇野は直島（香川県）の通過点でしかないので…。・

（東児地域・山田地域）地域を統合。農業、漁業を積極的に行う。・（玉、

奥玉、玉原、和田地域）地域を統合。周辺地域のベッドタウンの役割が良

いと考える。・田井地域はパワーエックスのような勢いのある企業を積極

30 代 荘内地域 
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問 16 回答 年齢 居住地域 

的に誘致して玉野市の新たな産業の中心地として栄えてほしい。・（宇野・

築港地域）既存の観光客をターゲットに、グローバルな町づくりを行う

（Wi-Fi スポットの拡大、英語特区、テクノロジーを駆使した最先端な

町） 

庄内地域の秀天の回りはどうなっているか。草だらけではダメ。何とかし

ろ。市は何をしているのか。玉野市の恥だ。 

80 代以上 荘内地域 

私は大崎に住んでいますが、スーパーはないしバスも通りません。これか

ら年齢が進んでも免許の返納はむずかしいです。 

60 代 八浜地域 

荘内にもう少しスーパーがほしい。娯楽施設が市内にもう少しあれば。お

客さんを呼べるきれいな店がもっとあれば。いのししがたくさんいすぎる

のでご当地グルメとか？ 

30 代 荘内地域 

八中・荘内中統合の話が、もう決定されたのごとく出ていますが、八浜地

区に市外から人が移ってこられるためには、義務教育の間は親が毎日通学

の心配することなく、安心して仕事に出かけられるようになってほしい。

生徒が減少したから 2校統合するのではなく、学校はその地において教員

が移動すればよいのでは。毎月、スクールバスに乗れたか、部活をしたら

バスに乗れないので迎えに行くとかでは、親は仕事も中途半端になる。2

校統合しても、校舎は今のまま、教員が移動して授業を受けさせるという

ことにすれば、新しい校舎を増築しなくてもいいのでは。教員は大変かも

しれないが、生徒、親が毎日通学の心配をするよりはずっといいのでは。

教員には通勤手当が出るはずだから、教える場所が日によって違うだけで

いいのではないかと思います。八浜から荘内へ行くには、30 号線を渡らな

ければならない。徒歩での通学は困難。交通事故等のリスクは何十倍も増

すと思う。人数が減少したから 2校をくっつけるというのではなく、もっ

と考える余地があると思います。この話を子供から聞いて本当にショック

を受けました。八浜は昔から栄えた古い町です。もっともっと大切にして

ほしいと思っています。 

80 代以上 八浜地域 

市民会館（音楽ホール）を作ってほしい。小・中学校の統廃合をすみやか

に行ってほしい。 

60 代 荘内地域 

市民会館がほしいです。規模はそんなに大きくなくてもよいが内容の充実

した施設がほしいです。市民会館のないのは玉野市だけです。 

80 代以上 八浜地域 

我が家の地区は高齢化し、若者に県外や市外のため、田畑の後継ぎがどん

どん出ていってます。荒地になっていく田畑も増えている一方です。米作

りでは生活はできません。沢山の田畑をほかの方に譲りたいと家族で思っ

ていますが、もちろんいられる方もいない、農家以外には譲れないのが調

整区域のきまりのようです。将来は不安しかありません。尾越地区住民よ

り 

50 代 荘内地域 

風光明媚な東児地区に一大観光産業の中核施設を検討していただきたい。

オリーブ園、オリーブ工場、レストラン等、気候条件、環境条件等他に類

をみない地区であると考えられる。また、近年テレビ放送等で番田の立石

が注目されており、この自然環境を生かして、世界的に有名な場所となる

よう検討をお願いします。 

60 代 田井地域 

大胆な規制緩和による市内全域の活性化が必要。（例）あらゆる形態のラ

イドシェアを認め、人の移動を便利にする〈国とか県の規制に惑わされな

いこと、当然市と住民の自己責任を伴うが、やってみて改善を重ねればよ

い〉（具体例）スマホアプリに移動の希望を入力して少し待てば誰かが市

役所まで連れて行ってくれる。有料でよい。アプリ開発は必要。 

70 代 荘内地域 

・道の駅みやま公園をもっときれいにしてほしい。 

・産直の建物、トイレの建物（周辺の国道の草なども頻繁に刈ってほし

い）地面がざらざらしていてよくない。 

・荘内のハローズ予定地はどうなっているのか？ 

・県道の福田線（？）玉原→天王池→秀天橋の渋滞を何とかしてほしい。 

・常山駅にコインパーキングがほしい。 

・荘内にホームセンターがほしい。 

・イノシシ対策をもっとやってほしい。・粗大ごみを捨てる時、下ろすの

を手伝ってほしい 

60 代 荘内地域 

市民病院の利用のしやすさ、行きやすさ 

・午前午後の診● 

70 代 日比地域 
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・シータクの便利さ 

（庄内地域東南県道 427 号あたり）信号の流れが連動していない（各駅停

車） 感知信号でもよいのではないか。 

60 代 和田地域 

現在少子化が進んでいて将来が不安です。もっと子育て支援をしっかりや

って行かないと玉野市は近い将来なくなると思います。そうならない様に

知恵をしぼって頑張って下さい。 

60 代 東児地域 

（日比・渋川地域）今は車生活が送れているが、先々で買物・病院とかの

交通手段が心配です。年老いて、地区で何か取り組んで楽しめ、役に立つ

活動の場があると希望が持てそう！！ 

70 代 日比地域 

・本格的な工業高校、専門学校、綜合大学などを建設する。 

・人を増やす！！玉野学びの街を目指す。 

・外国人学生を大きく受け入れる。インドネシアとかフィリピンとか。 

・三井 E＆Sともっと手を握る。 

・PR 方法を福武チェーンさんに学ぶ！！全国版、世界版（玉原地域）志池

を埋める。観覧車、娯楽とか、商業又は公共施設を造る。（宇野・築港地

域）外国人を宇野に立ち止まらせる何かを考える。荘内の米作を経験して

もらうとか。 

80 代以上 玉原地域 

・産科がなく市外で出産しなければならない現状では若い人は、倉敷岡山

など市外へ出て行ってしまいます。・各学校、子供の減少で集団生活とし

ての役割が…早期、統廃合を望みます！！切磋琢磨して活気ある学校生活

が送れるためにも→現に優秀な玉野の子どもたちは倉敷・岡山と市外へ流

れていますよ！！ 

70 代 和田地域 

老後の生活が不安です。福祉施設を増やしてほしいです。御崎地区にコン

ビニがあれば助かります。向日比地区にコンビニがあれば年寄りが喜びま

す。 

50 代 和田地域 

（玉・奥玉地域）飲食店を増やしてほしい 20 代 玉・奥玉地域 

宇野駅周辺は観光客なども楽しめるアウトレットなどをつくって、玉野で

住んでいる人や玉野に来る人も楽しめる場所になったらいい 

30 代 日比地域 

次の世代（県外で育った県外出身相続人たち）が、固定資産税（土地）を

納付するにあたり、納付してよかったなと思うような、納付する価値があ

る市政運営を末永く行って欲しいと願っています。（建物_家屋は被相続人

の財産で取り壊す予定） 

40 代 荘内地域 

企業団地にある運動公園は何かあった時一番安全な所のような気がする。

今消防署があるが大雨の時や海が荒れた時等、一番安全。ヘリコプターも

下りるしテントもいっぱい張れると思う。 

70 代 荘内地域 

（田井地域と荘内地域の国道 30 号がまたがるあたり）交通量の多いこの

30 号沿いにスーパーマーケットができてほしい。市全体に言えることだ

が、ソーラーパネルの設置を規制してほしいです。火事が起きた際、有害

すぎます。また、イノシシや鹿がソーラーの設置により、下りてきていま

す。緑豊かな玉野に戻ってほしいです。メガソーラーは絶対やめてくださ

い。（田井地域東端あたり）このエリアの山側がソーラーパネルだらけに

なっているが地盤がよくないのでこれ以上増やしてほしくない。ソーラー

パネルの設置が雑すぎます。 

40 代 荘内地域 

荘内・長尾地区も農地が荒れ放題でイノシシが掘り起こし、以前の田園風

景が懐かしいです。高齢化も進み年々空き家が目立ってきました。最近

は、若い人が同居されないので時代の流れ？ 

70 代 荘内地域 

御崎周辺は食料品を買うお店がほしい。高齢者多いので 60 代 和田地域 

人口が減少 今少し若い方の働き場所があれば 今の市長さんがこられて

よくなっている 

80 代以上 田井地域 

※岡山、倉敷へのアクセスがしやすい様にする。シータクの区間を広げる

（玉野病院へ行ける様にする） ※岡山、倉敷へお勤めの若い家族のベッ

ドタウンに。玉野市内での充実化は望めないので岡山、倉敷へ通いやすく

なる 

50 代 荘内地域 

（東児地域と山田地域の間）この辺にスーパーがあれば年寄りは特に助か

る。 

70 代 山田地域 

年寄りが困っている。肉・魚だけでも買えたら助かると思う。タマヤがな

くなったので。 

40 代 東児地域 
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東児地域は理想の地です。移住してください（若い人達） 80 代以上 東児地域 

山田の道路を良くしてください 50 代 山田地域 

・路線を増やして電車の利用をしやすくしてほしい。難しければバスのエ

リア、本数を増やして岡山や倉敷にも行きやすくしてほしい。 

・外食チェーン点等を増やしてほしい。 

・市外の人も集まる大きなイベントをやってほしい（瀬戸芸みたいな） 

30 代 荘内地域 

婚活に積極的なまちになってほしい（日比・渋川地域）人とのつながりが

多くなってほしい（日向比） イベントを多くして欲しい 

80 代以上 日比地域 

私は 84 歳になり自分のことだけしかできない体となり、アンケートの内

容がよくわからないようでした。十数年前に脳梗塞を患い、それ以来自立

が精一杯です。 

80 代以上 荘内地域 

庄内地域の南部は、スーパーなど買い物等は良い環境ではあるが、北部

（秀天周辺）は、スーパーなどなく不便と思われる。特に秀天周辺の空地

で計画されている大型商業施設を早く進めてほしい。早くできれば買い物

にも便利になるし、市外地へ行かなくても良い。又、市外からも人が集ま

り、庄内地区の活性化にもなるのでは。誰が止めているのか？ 

60 代 荘内地域 

施設入居のため、90 歳を越えているため回答は控えさせてください 80 代以上 八浜地域 

スズメがいなくなったなあ。農薬もそんなに使っているようにないのにど

うしてかなあ。ひよどりも目じろもこなくなった。玉野だけじゃないのか

なあ。 

70 代 八浜地域 

田井みなと公園は市外からもたくさん遊びに来るのに、草や木の整備がさ

れていないので、美しい公園を保っていけるようにしてほしい。 

80 代以上 田井地域 

玉地区 高齢者一人暮らしが多く 空家多数である。健康な年寄の方が安全

に過ごせるなんだかの応援がほしい。元気な高齢者が一緒にすごせる町 

場所づくりなど。 

80 代以上 玉・奥玉地域 

日曜の夜 食事ができる店舗が少ないように感じます。観光大使の渚さん

のアピールを強く打ち出されては。観光客がとどまる店舗や飲食店、雑貨

店が少ない。中心部だけでもループバスを走らせてもよいのでは（土、日

など）。駅前、港をもっと利用できるように工夫してはいかがでしょう。

ワークショップ、コミュニティサークルなど、もっとラフなスタイルで展

開希望。 

50 代 和田地域 

玉原地区の雑木をきちんと伐採してほしい。冬になると敷地内に枯葉が落

ちてきて掃除が大変！！ 

60 代 玉原地域 

御崎地区は（買い物・病院）に行くにも交通の便が悪くタクシーの利用し

かなく、金銭的に大変です。 

80 代以上 和田地域 

・荘内地区に大型商業施設が出きれば良いです。・玉野にホームセンター

が出来れば良いです。・用水路にガードレールが付いてない所（公園の近

く）が多いので小さい子どもが歩いているとあぶないので付けてほしいで

す。 

50 代 荘内地域 

新しく市民病院が建設されたので夜間の救急の受け入れや、医師看護師の

確保でしっかり対応していただけると思っています。後閑から山田への道

の整備はありがたいが、幅を広げてもらいたいところはそのままなので、

対向車とのすれ違いがあぶない場所がある。 

40 代 山田地域 

（東児）玉野のまちなかに出るのに、交通の便が悪い。どうにかしてほし

い。シーバスの時間がおそくまでないので、すごく不便。せめて夜 7時ご

ろまでは、家に帰れるバスをカクホしてほしい。部活や友達とあそぶの

に、よい便のバスをつくって下さい。ぜひよろしくお願いします。バスが

無理ならシータクを。シータクを宇野駅に直接行くようにしてもらいた

い。その方が便利。なんでくるくるまわるのかわからない。交通の便がよ

くなればいつまでも東児に住みたい。 

10 代 東児地域 

（荘内小前道路）カーブミラーを設置してほしい。自転車や車が出てきて

ぶつかりそうになることが多い！！交通量が多いがカーブミラーがなく事

故をおこしやすい！畑ドロボーや歩行者が多いが夜間電灯がなく怖い。キ

ケン。不安。汚い小屋？家？がある。火事の心配あり。 

50 代 荘内地域 

東児地域は交通の便利が悪いので岡山市玉野市内之出かけるのが大変で

す。 

80 代以上 東児地域 
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（東児地域・山田地域）すこやかセンターまで遠いし買い物も不便。なん

とかならない？！ 

60 代 東児地域 

他地区の状況は分かりませんが、自治会、町内会は組織されているが日常

のコミュニケーションが希薄です。お互いが困ったときに助けを求められ

る町（町内）にしたいものです。 

70 代 田井地域 

岡山・高松とのアクセス（公共的機関）の良さは玉野の発展の基本と考え

ます←（市内も同様）。人の交流（流れ）岡山→玉野・高松→玉野に対す

る施策や施設等の整備も必要かと。 

70 代 田井地域 

人口減少地域での 1住宅当たりの敷地面積を拡げ、建蔽率を低くする。深

山公園以外にも森林公園を充実させる。自転車専用道の充実。 

70 代 玉・奥玉地域 

・高速道路の誘致。・商業施設の誘致（ピザも買えない）。 この 2点は岡

山県下の市の中で最低です。 

60 代 田井地域 

文化的芸術的な行事が出来ていない。施設の充●や、催し物を考えて欲し

い。 

80 代以上 田井地域 

高いレベルの医療を広い時間帯で提供できる市民病院になって欲しい。商

店街などを巻き込む形での商業施設の活性化。＝メルカ一極集中是正。空

き店舗の有効活用。介護福祉サービスの充実、サービスからビジネスへ変

革し、収益化をはかる。税収増のための企業、インバウンドによる外国客

の収益化、ふるさと納税の推進。 

30 代 宇野・築港地域 

玉野は他市地域から隔離されたような地域と感じます。交通手段として車

移動は必要なのかと。海岸の整備、観光化を進め、人を呼び込む。後閑に

大型のリゾート施設とか赤穂にある海浜公園みたいなの欲しいです。海水

浴場やキャンプ施設、地元の企業さんや農家さんにも参加いただいて…。

ヨットハーバーも作って地元住民の方のマリーナもあるといいな。後、

久々に深山へ行ったら たまの温玉めし 無くなってた。さびし。たまの競

輪場の広い駐車場使ってんのかなぁ。子供達連れてった海水浴場、日の出

…。水上ボートの競技場とかできたらいいかな。水上ボートでなくても何

か 1つ特化で…。 

60 代 宇野・築港地域 

若い人が働く場所が欲しい。私の息子も大学を卒業して県外で仕事をして

います。一人暮らしになって特に感じています。 

80 代以上 田井地域 

東児地区はスーパーがなくなるなど、このまま生活することが困難。車が

乗れる世代は岡山市で生活している感覚（江並、岡市エリア）。言いかえ

れば岡山市へのアクセスが車さえ乗れれば玉野では便利な方。それを売り

に、移住等を促進してみればいいかもしれない。スーパーマーケットをと

にかくつくって欲しい…。仕事、買いもの、病院、すべて岡山市。玉野は

寝る場所とわりきって生きています…。インフルエンサーを活用してい

く。発信力弱々…。 

30 代 東児地域 

東児のスーパーが閉店してしまい車のない高齢者の買い物が困っている。

通学路の舗装が古くなり歩くとき危険な時がある。街灯も少ないので犯罪

が起きる可能性がある（荘内他もあるかも）。技能実習生（外国人）を入

れるよりも地域住人が職に就ける市になってほしい。山林崩してソーラー

パネルを置くことはもう止めてほしい。 

40 代 荘内地域 

以前の様に宇野港からのフェリーが再開発されることを望みます。 70 代 宇野・築港地域 

市民センターの役所機能の充実 70 代 荘内地域 

台風が通り過ぎた後など、玉野市は被害が少なくて安心して住めるなぁ

と！！そのたびに話に出ます。本当に住みやすい所だと思います。ただ、

私も含め高齢化にて空き家が増えている思います。他地域からの移民を受

け入れたらと思います。仕事があればいいのですが！！・（宇野・築港地

域）海岸の美しさを保ってほしい。 

70 代 宇野・築港地域 

・（宇野・築港地域）駅周辺は外国の方もいらっしゃるので、色々な飲食

店があれば良いと思う。・深山公園は自然がたくさんで桜もきれいなの

で、コテージやキャンプ施設があれば家族連れで楽しめそう。 

60 代 田井地域 

私は市外から来た人間です（夫婦共）。知り合いがいない土地で生活して

いますが、子供を預ける場が少ないというか、必要な時に預ける場所があ

りません（現在小学校１年生と 3歳）。夫婦共々土日祝関係なしの職場で

働いています。ちどり保育園では保育園児を祝日預かってもらえますが、

小学生は無理。2人そろって預ける場を探したら…岡山市内の認可外保育

40 代 田井地域 
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園にお願いして現在は預かってもらっています（2人共）。玉野の土地柄が

気に入って、これから先も住み続けるつもりで自宅も購入しましたが、こ

の点がネックで仕事に制限がかかることもあります。移住を進めていくの

であれば、子供を育てやすい環境を作っていけば市全体に活気が出てくる

ように思います。でも玉野は大好きです！！まちづくりとは関係ないこと

かもしれません。でも大切なことだと思います！！ 

造船のツケが来ていると思う。もっとオープンな玉野市になって欲しい。 60 代 荘内地域 

若者の県外流出を止める為に、若者が働ける新規企業の誘致を積極的に進

めてほしい。 

70 代 荘内地域 

・特別養護老人ホーム玉野山田荘の先にカーブミラーを設置してくれて、

ありがとうござます。通行がスムーズになりました。・近くを散歩した

り、自転車で走ったりした時、ゴミが多く、拾うのは簡単なのですが、捨

てる場所がありません。海岸にも多くのゴミ（ペットボトル、空き缶、生

活のゴミ）などがあります。拾って持って帰っても捨てる事がむずかしい

量になります。何かいい方法があればいいのですが…。よろしくお願いし

ます。 

60 代 山田地域 

JR 宇野みなと線の車両をもっと増やしてほしいです。通勤の際 JR を利用

するのですがその時に観光客の方が多くとても混雑していて困っていま

す。私は聴覚過敏があり人混みなどの騒がしい音や声が苦手でいつも苦痛

です。宇野駅であまり駅員の方を見ないのですが常に居てほしいと思って

います。時々、観光客の方（特に外国人の方）が駅の中で、困っている様

子を見かけます。改札の前で立ち止まっている事が多いです。私が駅に行

ったとき、いつも何人も観光客の方が改札の前にいます。観光客の方は大

きな荷物を持っているので、そこで立ち止まられると、通りにくいなとい

つも思っています。駅員の方が常に居てくれたら、困っている観光客の方

も減り、少しでも混雑が緩和されるのではないかと思います。私は発達障

害があり、車の免許を取ることは難しいです。なので、交通手段は電車と

バスを利用しています。倉敷市で働いていて、宇野駅～茶屋町駅まで JR、

茶屋町駅からはバスで通勤しています。倉敷駅行きのバスに乗って途中で

降りています。宇野駅の混雑が少しでも緩和されてもっと利用しやすくな

ったらいいなと思っています。 

20 代 玉・奥玉地域 

災害に強い町づくり（河川の整備） 50 代 八浜地域 

玉原地区はレストランやカフェ等の飲食店がないのであると良いなぁと思

っています。 

70 代 玉原地域 

空屋、空地の利用で観光明所になるような施設を作って自然と共生し、若

者が集まる活気ある町にしてほしい。 

60 代 田井地域 

猪が不安です。猪が出ないところに住みたいです。全市的に対策が必要な

のでしょうか（他地域のことはよくわかりません）。 

60 代 田井地域 

大きな道路以外の小さな市道、生活道路の修理等保全が必要です。 60 代 玉・奥玉地域 

少子高齢化社会が進んでいるので、10 年後 20 年度、高齢者が安心して楽

しく生活できる町づくりを望みます！！！（車がなくても、市内を走るバ

ス（シーバス etc）で病院や商業施設に簡単に行くことができると嬉しい

です）実際親戚の 80 才～90 才の人たちは免許証を返納して、病院や買い

物に行くのに不便だー！シーバスは本数も少ないし、何とかしてほしい！

と嘆いてました！ 

50 代 八浜地域 

玉原は古くて空きが多いアパートが多すぎると思う。 80 代以上 玉原地域 

防災意識の高いまちづくり（防災訓練等）を希望します。実際に災害がお

こった場合の人の移動による渋滞予測のシュミレーションを公表する等。 

50 代 荘内地域 

全体的に、バスの便、ルートを改善し、行き来のしやすい町になるとうれ

しいです。子育て施設が少なく、車がないと生活しにくいので、車がなく

ても生活、子育てしやすいまちになれば、住み続けたいと思います。 

40 代 荘内地域 

今は宇野から直島に行外人さんの通り道だけで玉野は宇野の近くで余り見

るものがない。直島にはお金がいっぱいおりるので豊。玉野には余りおん

けいがないと思います。 

80 代以上 田井地域 

玉野市全体でみんなが（特に高齢者。障害者）の移動手段を確保してほし

い。又、生活に潤いが出るようなお友達と気軽にレジャーなどにも出かけ

60 代 荘内地域 
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られる移動手段もほしい。特に高齢者、障害者については余暇を楽しんで

ほしい。 

小学校の統合にゆれています。母校がなくなるのは淋しいし、学区が広が

る事になって、安全に登校できるのか？小規模校の良さも大切にしてほし

い。 

60 代 山田地域 

夜の電車が少なすぎる。タクシー等をもう少し増加してほしい。 40 代 田井地域 

玉野に移住したくなるような街にしてほしいです。商業施設（コストコ、

アウトレット etc）があったら買い物に来てくれる。その為には高速道路

が出来ればいいですね。 

50 代 和田地域 

平日（月曜日～金曜日）の朝 7：00 頃～8：00 過ぎ頃までの時間帯は荘内

地区から玉及び玉原地域の職場に通勤するマイカー労働者で道路は車で渋

滞する。荘内地域（秀天橋～玉原間） 

不明 荘内地域 

宇野・築港は、玉野の中心としてどんどんとして発展してほしい。 40 代 玉・奥玉地域 

・住宅地内の道路が狭い迷路になっていて、車の運転に困る。・歩いて行

くことができるスーパーがなかなかできない。車が運転できなくなると買

物難民になる。 

70 代 荘内地域 

・インフラの整備。・学校を閉校すれば過疎化が進む。・市民に金銭面での

負担の軽減。固定資産税を軽くする等。・優秀な職員の採用（身上面を含

めて）。・企業の誘致 

70 代 宇野・築港地域 

空家対策、空商店対策、人の住んでない家、店。防災対策、高齢者増でも

町の活気対策。災害情報、主な場所にカメラでネットで検索できるように

する。 

70 代 玉・奥玉地域 

・（荘内地域北より（用吉あたり？））玉野の中では岡山、倉敷から来やす

い荘内地域に、人が来るようなまちづくりにした方が良い。他の市から宇

野までは遠い。国道 30 号、県道 62 号を通るとして。コンパクトなまちづ

くり＝宇野のみの開発整備ではなくもう一か所くらい集中的に開発した方

が良いのではないか。市内企業に魅力が少ないのではないか。働きたい会

社が少ない。 

40 代 荘内地域 

・玉野市まで高速道路を作ってほしいです。・イオンモールやゆめタウン

などの遊びに行ける商業施設を作ってほしいです。 

30 代 東児地域 

・荘内エリアにホームセンターを建設していただきたい。・DCM が遠い。・

コストコ、イケアを呼んで人口増加。・娯楽をするのに岡山市、倉敷市に

行くことが多いので人がとられている。・有名な商業施設を呼ぶ。・人口増

加 

20 代 荘内地域 

イノシシの出没が増えてきており、被害に困っています。（日比、渋川地

域） 

60 代 日比地域 

田井周辺での野焼きをもっと注意してほしい。田井だけとはいいません。

電気代等、高騰している中、窓を開けての過ごし方に非常に迷惑していま

す。煙を吸って頭痛で寝こんだこともあります。必要であればどこの場所

で野焼きしているか教えることも可能です。田井も若い方が家を建てて住

む方が増えてきています。野焼きをされる方は高齢者の方が多いです。若

い方が必要な今、高齢者の方の好き勝手を放置するのは問題ではないでし

ょうか？野焼きは本当にやめてほしい。 

30 代 田井地域 

・最低道路巾は 5ｍ以上とした道路整備を希望する。・病院が統合したが診

断時を夜間まで可能となると利便性が良い。 

70 代 和田地域 

玉野市の若者が玉野にずっと住み続けられるように色々な工夫をしてもら

いたい。年をとってからでも帰ってこようかと思ってもらえるものよいか

も。 

60 代 荘内地域 

全国的人口減少でも各県の主要駅前に人口集中しているのは、利便性が良

いからであるが、玉野市に求めても無理であるので、私達は倉敷駅前にも

居住しているので不便は無い。 

60 代 日比地域 

各地区での特色を生かしたまちづくりをし、玉野市を活気ある元気な市と

し、他の地域からみて、住んでみたいと思ってもらえる様な町にしたい。 

70 代 八浜地域 

・●●をしていますが町にイノシシが出ることないよう対策をしてほし

い。人を襲ったらタイヘンです。 

50 代 田井地域 

・車が気軽に駐車可能な飲食店（ファミレス、スタバ等）若い方も集まれ

る居酒屋さんが増えてもいい。学校（専門学校）あっても若い方が歩いて

60 代 田井地域 
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いる姿を見かけない。宇野駅周辺が観光客、外人、若（老？）人が足を止

めて集まれる活気ある場所が必要。人が通るだけでは人口減になる要因が

大きい。・田井のみなと公園の遊具の整備をしないと子供が安心して遊べ

ない。来場してがっかり。・観光客、外人、市民が駐車のできる気軽に集

まれる店が少ない。岡山に出るようになっている（宇野駅周辺） 

いのししのいない町にして下さい。そして野菜の作れるようにしてほしい

です。老人のしゅみが楽しめる様にして下さい。 

80 代以上 田井地域 

山田にソーラーパネルが良く見かけるが熱量が多いいので環境がくずれて

いくのではと心配しています。 

70 代 荘内地域 

・若い人が住みやすい町。・高齢者が多くなるのでシータク・シーバス等

の公共交通の充実。 

70 代 和田地域 

責任をもってハザードエリア図を作る事。今迄のはばくぜんとしている。 80 代以上 田井地域 

徒歩で通院（三井病院）できていたのがタクシーになり（たまの病院）経

済的に不安です。更に入院となると家族も不便になります。人口減は問題

ですが町が静かで高齢者には快適です。・（玉地域）不定期ながら深夜の騒

音（工場） 

80 代以上 玉・奥玉地域 

山田東児地区にスーパーは 1つは欲しい。タマヤがなくなって不便。 50 代 東児地域 

・自然を生かし観光地化を進める。キャンプ等。魚釣り場を作る（山田地

域南部海岸沿い）。サイクリングのコース（宇野から東児まで）・（田井地

域）県外客を取り込む。車の SA に！道の駅を活性さす。もっと多くの品

を置く、お土産●が目立たない、ドッグランをアピールする、もう一店く

らい食事のできる店を、おしゃれなランチ カフェ店を、玉野市にこだわ

らず岡山産として農家ランチ店とかも出店を。・（庄内地域）商業地区

に。・（宇野・築港地域）まず！！★🅿を増やす！！重要！！（なさすぎで

す）直島に行く人を取り込む。商業ビル回りを生かす。ランチ店とかホテ

ルを増やす。 

60 代 山田地域 

・一人暮らしでも、安心して住める町。・子供たちの走りまわる姿がいつ

も見える。・（東児地域南部の海岸沿い・山田地域南部の海岸沿い）気持ち

良い景色の見えるところに（山や海)木製などのベンチが欲しい。夏は日

影があればもっと良いと思う。 

80 代以上 東児地域 

子育てしやすいか、定年後のおだやかな生活のどちらかに特化した市にな

ればと思う。中途半端だと市のアピールもぼやけて魅力が半減しそう。何

かに特化した市にするのは理想で難しい。 

60 代 荘内地域 

教育レベルのアップが大切と考えている。若いカップルも子供の教育に力

を入れるし、住民としても質の高いようになると思う。また人は成長した

ふるさとを大切に思うし、ユーターンして帰って来る。昔から教育の高い

所が伸びて来ているし、人材も育っている。市外からの通勤が多くなって

いるようでは、市の収入も良くない。一考して欲しい。 

70 代 荘内地域 

海に面した地域でありながら、フェリーの高松便が無くなって以来少々さ

みしい感が有ります。海釣り公園とか市外からも人が集まる施設が有れば

良いと思います。安全で家族で楽しめる海の施設をどこに設けるか等色々

問題はありますが、今の現状は残念です。 

60 代 八浜地域 

庄内地区 交通の利便性を上げてもらいたい。尚 JR 常山駅のモラルが悪

い（自分勝手、地域住民に迷惑をかけている） 

60 代 荘内地域 

玉野市全域の国土調査を完了させてほしい 30 代 荘内地域 

市街地にもっと色んなお店を誘致して欲しい。 

娯楽関係は市外に行く事がほとんどである。 

30 代 田井地域 

市街化調整区域が多いため開発が難しい。まちづくりに対する考え方が後

ろ向きでスピード感を感じない。残念なまちである 

40 代 八浜地域 

市内の活性化が急務である。 

全く活気が感じられない。 

ののちゃんも使用について制約が大きいため利便性が低く、色んな場面で

融通が利かせられるキャラに変えるべき。 

瀬戸芸についても恩恵は限定的であり、あくまで経由地として観光客がき

ているだけである。 

玉野市が自立して新たな施策を考える必要がある。 

20 代 市外 

エリアに集中して投資してほしい 30 代 宇野・築港地域 
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道路整備場必要。市内の至る箇所で凸凹している。車で乗り心地が悪い。

市外から来てくれる人に対して印象が悪い。観光を優先するなら目的地ま

での経路の整備が必要では。 

50 代 荘内地域 

地元議員や反対者が、サービス縮減にウダウダやっているうちに、とっと

と見限って市外へ住むという予想。 

40 代 田井地域 

全体的に企業を誘致し、もっと雇用機会が増えるまちにしてほしい。気軽

に公共交通を利用できるように利便性を高くしてほしい。行政だけでな

く、民間が子育てや福祉のサービスを提供する場所を提供するなど、まち

全体で取り組んでほしい。 

30 代 荘内地域 

八浜はのどかで駅があるところが利点だが、日用品の買い物が困難。コン

ビニ以外もできてほしい。 

20 代 八浜地域 

東児、山田地区にスーパーを 50 代 東児地域 

宇野駅周辺に商業施設を増やしてほしい（ユニクロ） 30 代 市外 

玉 入り組んでいたり、一時停止が多かったり道が狭かったりするのに、

スピードが速かったり乱暴な運転をする人が多い気がする。 

30 代 玉・奥玉地域 

荘内地区他、空き家が目立つ中、新興住宅が建ち過ぎている気がする。ず

っと玉野市に住んでいるが、何とも言えない気持ちになっている。人口減

少は気になるが、そればかりに偏り過ぎではないか？ 

40 代 荘内地域 

玉野市が東西に伸びた地形であり、それぞれで生活をしていることを踏ま

せた施策を打ってほしい。この計画ができてから生活がしづらくなった。 

50 代 東児地域 

イノシシの対策を何とかしてくれないと安心して暮らすことができませ

ん。 

50 代 玉・奥玉地域 

市が管理している土地の、除草などの管理をしっかりしてほしい。市の持

ち物と主張するわりに管理が行き届いていない 

ぜひよろしくお願いいたします 

30 代 田井地域 

荘内の外食屋さんが少なすぎる。ジョイフルくらい…。玉野市の遊べる場

所が数少ない。市街の友達をよく呼ぶけどカラオケくらいしかない。 

遊べる場や外食のところなど若い世代が遊べる場所も話してほしい。 

 

大きなスーパーもできてほしい。 

20 代 荘内地域 

宇野駅周辺に、天候に関係なく、子供も大人も 1日中遊べるような、屋内

施設を作って欲しい。出来ればそこで外食も出来て、買い物も出来ればな

お良し。 

30 代 田井地域 

小中学校の統合を辞めて欲しい。 

御崎地区にスーパーが無いので 

ちょっとした買い物が不便。 

40 代 和田地域 

小中学校の統廃合で空いた施設を地域の活性化に役立つ施設・環境を整え

る。 

70 代 玉・奥玉地域 

和田地区が子供が育てやすい場所になって欲しい 40 代 和田地域 

学校統廃合を止めていただき、産科を作って子育てに安心な町づくりをし

てください。 

50 代 山田地域 

隣地の放置竹林に大変困っている。知恵を出していただきたい。 

シーバスがもっと便利に利用できれば免許返納できるので、もっと自由度

のあるシーバス運行を検討してほしい 

70 代 八浜地域 

東児・山田地区以外の学校の統廃合はやめていただきたい 10 代 八浜地域 

東児地区は買い物が出来るところが少なくなり、公共交通機関の利便性も

低く、継続して医療が受けられる施設にも不安があり、車が絶対に必要不

可欠。地域の若者も高校卒業後は地元に残らず大都市や地方都市に出る子

が多い印象です。玉野市のまちづくりを考える時、東児地区も見捨てられ

る事なく、もう少し住みやすくなるようなまちづくりを期待したいです 

40 代 東児地域 

学校の統廃合について、これまで交流のない遠距離地域との統合は好まし

くないと思っています。また宇野港での観光客の動線が駅と港のみで、通

過点となっている状況から直島宮浦港のように船を降りてすぐ入ってみた

くなるような施設があればよいと思っています。 

40 代 宇野・築港地域 

ないです。 10 代 荘内地域 

空き家をつかい、観光客で賑わうまちにしてほしい 20 代 荘内地域 
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いろんな意見があると思いますが、落とし所をつけて頑張ってください。

応援してます。 

20 代 和田地域 

30 号線から庄内方面、田井・宇野方面へ南下する際の渋滞解消 20 代 田井地域 

せっかくある玉野市の財産の宇野港や海、深山公園などをもっと生かすと

ともに、子育て支援や医療、福祉、教育を充実して、子どもを安心して育

てられるまちづくりをしてほしい。子どもを生み育てるなら玉野市（倉敷

市みたいに）と実感できるような取り組みを充実することで、子育て世代

が移り住むようなまち（早島町みたいに）になってほしいものです。 

市として、コンパクト化も必要かもしれませんが、安易に流れず、企業を

誘致するなどして（総社市みたいに）、もっともっと玉野のよさをアピー

ルできるものを増やし、活気あるまちになる努力は続けてほしいと願いま

す。 

50 代 宇野・築港地域 

統廃合の検討をもっと慎重にしてほしい。このまま統廃合を進めたら人口

減少がもっと加速すると思います。 

複式学級の学校は仕方ないと思いますが、それ以外の学校は止めてほし

い。 

実際それで市外に転居する方もいると聞いています。 

本当に慎重に考え直してほしいです。 

玉野市に Uターンで帰って来る学生や家族も減少すると思います。 

30 代 八浜地域 

学校など統廃合されるにしても、お金の負担にならない交通手段を用意し

て欲しい 

30 代 八浜地域 

後閑地区周辺は子供が少ないので、若い世代が住みやすく、子供が増える

場所になってほしい。 

30 代 山田地域 

四国からも集客が見込めるアリーナクラスの音楽ホールを建設してほし

い。 

ファジアーノのスタジアムを誘致してほしい。 

50 代 宇野・築港地域 

車に乗れなくなったときが心配です 50 代 宇野・築港地域 

八浜は古民家も多いのだから美観地区のように 

食べ歩きなどが出来る施設を使っても良いのでは？と思います！！是非よ

ろしくお願いします！ 

20 代 八浜地域 

保育園、小学校など古い建物の建て替えを検討して欲しい。安心して通わ

せることのできる施設にして欲しい。 

30 代 田井地域 

公共交通機関が玉野渋川特急バスしか利用出来ないので、本数を増やして

ほしい 

60 代 八浜地域 

荘内は広くて何処のスーパーも 3キロから 4キロ高齢になってセニアカー

でも行ける所に買い物ができる事を強く願います。 

60 代 荘内地域 

買い物や病院へ行ったり、遊びに行ったりが、公共の交通機関で気楽にで

きる町になったらいいなと思います。 

50 代 荘内地域 

商業地と自然保護地域の両立てで進めて欲しいと思います。便利さや集客

と大切な自然もより保護しながら、そこも含めて観光都市として集客にも

繋がればと思います。 

50 代 荘内地域 

渋川は水族館もあるし景色もとても良いのにまったく良いところが活かさ

れていない。 

飲食店も少ないし、もっと年間通して人が集まるようになればいいと思い

ます。 

駐車場も無料でいいと思います。 

50 代 和田地域 

せっかく外国人観光客で賑わっているのだから、積極的に収入を得る工夫

が欲しい。 

イノシシ対策をして、安心して住める街にして欲しい。 

子供が遠距離を歩いて、無理をしないで義務教育が受けられるようにして

欲しい。 

クリニックの先生方がお年を召して来ていますが、持続可能なように、若

い先生を今から意識的にお招きすべきだと思います。 

７?１?ｃで宇野と回答したかったのに、どうしてもチェックが入らないの

で、田井としてとりあえず送信します。病院は宇野です。 

50 代 玉・奥玉地域 
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香川県のように大学（高校でも OK）と連携して地域活性化を目指し、学生

のアイデアや SNS の活用で宇野駅周辺や玉商店街、渋川海岸を観光地とし

て活性化させる。（PBL 実習や探求活動など） 

40 代 日比地域 

無印良品のような、有名なお店が来て欲しい 30 代 宇野・築港地域 

八浜地区は岡山市へのアクセスも良く、クリニックやコンビニもあるため

住みやすい町だと思っています。新たな分譲住宅地がどんどん増えてお

り、周りには岡山市からの移住者が多く住み始めた人からも住みやすいと

評判の良い町だと思います。 

そのため、八浜中学校をなくすという統廃合の仕方には疑問や不満の意見

が非常に多いです。子育て世代は、子どもを第一に生活拠点を考えている

ため、子どもにとってのデメリットが多い玉野市からは、統廃合前に出て

行く決断をされる方も聞いています。新たに移住しようと考えていた人か

らは小中学校がないから子育てできないと噂で聞いたんだけど、、と言わ

れます。自分の住んでいる町がこのような印象の町になっていくのがとて

も悲しいです。 

今後のまちづくりを考えるなら、小中学校の統廃合は一斉ではなく各地区

の児童数に合わせてもらいたいです。八浜地区は宅地も増え子どもも増え

ているので時期を検討してもらいたいです。よろしくお願いします。 

30 代 八浜地域 

玉野市を出たいと思うのは、自分で車に乗れなくなったら生活が成り立た

ないから。「車がなくても生活出来る街」を是非目指していただきたい。

シータクを利用させていただく機会がありますが、予約方法がとにかく不

便。格安な料金で移動できる本当にありがたい交通手段であるにも関わら

ず、利用が伸びないのはひとえに予約手続きの不便さによるものだと思

う。病院、買い物、役所窓口が地域に近くなくても、誰もが利用しやすい

公共交通手段があれば不便さを感じないはず。将来的に建て替えの際に地

域の中心部に移せばよいのであって、使えるものをわざわざ移す必要はな

い。(維持管理に多額の費用がかかる施設は不要。シンプルでコンパクト

で維持管理が自らしやすいものを建てるべき)高齢者でもスマホ操作でき

る方が増えているのだから、メインはアプリ予約にして欲しい(電話予約

も一部残す)予約締切時間も乗車予定の 15 分前くらいまで短縮し、バスビ

ジョンのように現在地を確認できれば、近くに来ているシータクを予約し

たいと思うはず(満員の場合は予約できないようにすればよい)乗り場も集

落から離れたところにあるが、高齢者はそこまで歩いて行けない。乗り場

を細かく、便数も多めに、予約も手軽にすべき。配車システムも優れたも

のがたくさん出てきている。車がなくても生活ができれば、インフラ整

備、施設の建設などより、余程安く住民満足度も上がり利便性向上になる

と思う。地方で成功している公共交通機関を参考に是非早急に対処してい

ただきたい。 

50 代 八浜地域 

車の免許を返納しても、移動に困らない公共交通機関の充実を期待してい

ます。 

60 代 玉・奥玉地域 

県外からの人が玉野市で暮らしたくなる街作り。 50 代 玉・奥玉地域 

田井地区 多くの方が住居構え、それに対する主として商業施設も完備し

たエリアとしていただきたい。 

80 代以上 田井地域 

山田中学校の立地は素晴らしいので 

売りにしてほしい。 

具体策は思いつきませんが。 

あそこに通いたい子供が全国にいるのでは？ 

60 代 宇野・築港地域 

荘内の広い土地を利用して大型商業施設などを誘致して欲しい 50 代 荘内地域 

東児地区は、山に囲まれて高齢者も増えているので買い物や病院に行きず

らく不便な場所になりつつあるので高齢者も住みやすい環境になって欲し

い。 

50 代 東児地域 

自然災害に強いと考えられる地域に公共機関や商業施設を移し、その地域

やその場所に近い自然災害に強いと考えられる地域（できれば歩いて行く

ことが苦にならない近さ）に住環境を整備したコンパクト化が望ましい。 

60 代 荘内地域 

宇野港周辺の観光に力を入れて欲しい 60 代 八浜地域 

宇野駅周辺は、賑やかなイメージがありまずか、それ以外の駅や場所が静

かな場所が多いような気がします 

20 代 八浜地域 
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市の主導でお年寄りから赤ちゃんまでが集える場所作り、公園トイレなど

の整備してほしい 

50 代 日比地域 

玉原親水公園と深山公園との共存、地域の宝の発見、玉原地域での移住促

進を進めて欲しい。 

都会の人は玉原地域が気になるようです。 

今ある資源を生かしたまちづくりに期待します。 

50 代 玉原地域 

荘内地区は子供が安心して集まったり遊んだり過ごせる場所があればよい 40 代 荘内地域 

玉野市内にスーパーのハローズが建ってほしい 30 代 田井地域 

ビジネスホテルレベルの宿泊施設が宇野駅周辺にあれば、観光もビジネス

も潤うのではないでしょうか? 

50 代 宇野・築港地域 

荘内エリアに、24 時間営業のスーパーを作って欲しい。 

遅く帰ると普通の店が開いてないので、岡山市とかに行くことになり不

便。 

50 代 荘内地域 

玉野市の海岸線は国内でも有数のロケーションだと思っており、ここの活

用は必須と思います。玉野市だけでなく倉敷市や岡山県との連携がなけれ

ば難しいでしょうが、何とか活用できないかと思います。あとはやはり直

島の集客を利用して何とか玉野に滞在してもらう為のツールが必要。宿泊

施についてもルートインホテルが予定されているようですが、まだ足りな

いのでは？また、観光客向けも必須ではありますが、玉野市民が倉敷や岡

山に行かなくても良いような玉野市にしたいですね。 

50 代 玉原地域 

八浜中学校を残すべき!!残して、市外からの子育て世帯の移住を強力に推

進してください!!八浜地区は、岡山市倉敷市へ無理なく通勤でき、子育て

世帯が移住しやすい玉野随一のエリアです。若者の人口減少に悩む玉野市

にとって、将来の鍵を握るポイントとなるエリアです。そのためにも八浜

中学校は不可欠です!!! 

50 代 八浜地域 

庄内地域(長尾の新しい分譲の辺りに住んでます)は家や人が増えているけ

ど、近所に子供が遊べる公園がありません！！そのせいで道路で遊んだり

してます！！幼児とかでも安心して遊べる場所があれば、自分も含めて子

育て世代の人は助かると思います！ 

30 代 荘内地域 

市が目指すべき方向をきちんと明確化し、市全体と各地域の有機的連関を

図ることが肝要と思われる。市中心部のみの繁栄では市政は上手くいかな

い。それぞれが地域性を生かし、それぞれが市中心部と繋がっていく、ま

た各地域と繋がっていく。そして、子育て世代への徹底した支援などの玉

野市の次世代への投資の重要性を再度認識し、急激な人口減少を防ぎつ

つ、多少なりとも人口を維持・増加していくための市政が求められている

のではないか。有言実行を旨とし、玉野市がより活性化していくことを望

む。 

30 代 八浜地域 

空き家、空き地、工作放棄地を整備し、明るく清潔感のある街になってほ

しい。 

50 代 市外 

健康について一次予防以前の、健康に関する地域住民各自のリテラシー向

上を図ることが必要。健診検診受診勧奨、補助、学びの場の提供。 

雇用創出、文化振興、たまの病院の医療レベルのさらなる向上 

60 代 田井地域 

スクールバスを兼ねたシーバス・シータクの活用。増便、エリア内運航な

ど、車に乗らない方、体の不自由な方のことを意識し考えた運航内容にし

て欲しい。市内に買い物、医療、金融機関などを利用しに行きやすい（バ

ス停での待ち時間を短く。）よう考えて欲しい。 

50 代 東児地域 

玉野市以外の地域への交通の不便さ。自動車道など 60 代 東児地域 

市内の交通網を整備しつつ宇野駅周辺を中心に一点集中での都市開発が望

ましい。 

40 代 宇野・築港地域 

給食などの残飯を食べさせた豚を育てて 玉野市のおいしいブランド豚に

する！ 

40 代 荘内地域 

作り手の居なくなった農地を返したい 40 代 荘内地域 

宇野駅周辺に店舗・企業を誘致できるような仕組みをつくること。 30 代 市外 

せっかく海の恩恵があり、観光客（外国人が多い）が毎日のように歩いて

おり、電車待ちの時間が長いのに、宇野駅前に目立つお店がなくビジネス

チャンスを逃しているし、岡山県宇野の思い出として記憶に残らない。現

50 代 田井地域 
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状は駅前の狭いコンビニだけが賑わっている以外、フェリー乗り場から宇

野駅まで通過するだけ。通りに面した目立つ場所(国道沿いか、駅前駐輪

場の辺り）に、海の観光地らしい広々したカフェ、食事、食べ歩き(ソフ

トクリームなど）、お土産等の店がほしい。唯一買い物できる観光案内所

は 17 時閉店で早すぎる。また築港商店街にもいくつか店があるが奥まっ

ていて分かりづらいので、商店街の入り口にお店を作るかを分かりやすく

表示し、商店街を通って駅まで歩いて楽しめ回遊できるようにしてほし

い。 

幼稚園・小学校・中学校の統廃合が行き過ぎていて、実際に学校へ通う生

徒の気持ちに寄り添っていないと思う。もし、私が子を持つ親だったら、

通学等不安に思う事も多いと思う。 

40 代 荘内地域 

これからの子供達のことを最優先に考えたまちづくりをして欲しい 20 代 宇野・築港地域 

さらなる医療の充実。 60 代 宇野・築港地域 

槌ヶ原地区にスーパーやコンビニがあると買い物ができて便利 30 代 荘内地域 

玉野市は田舎部分が多く街灯が少ないので子供達が暗くなって帰る道が危

ないので、そういうところも改善して欲しい。 

40 代 玉・奥玉地域 

古き、良き、昭和 

な、かんじの作り上げた昭和な商店街とかは？ 

かわいいじゃろ～な。 

40 代 荘内地域 

車を所有していないので、バスの本数を増やして市内各地に行きやすくし

てほしい。 

40 代 宇野・築港地域 

人口減少が最大の課題。 

・出産・子育てについて、子供を産み育てやすい補助金の充実を図る事が

大事。 

・移住者促進については、移住者が玉野で結婚する。あるいは子供を産み

育ててくれる様な方に重点を置かないと効果は薄い。 

・人口の増加には直接繋がらないかも知れないがインバウンド政策を充実

させる事。 

イベントやツーリズムの企画を推進し SNS 等での発信を強化する。とにか

く人の集まる市にして先ずは活気から取り戻し、そこからの相乗効果を狙

った政策が必要。 

 

深山公園、渋川海岸、王子が岳、海岸線を走る幹線道路などポテンシャル

の高いものを持ち合わせながら持ち腐れ状態になっている様な気がしてな

らない。 

官民一体となってイベントやフェスをどんどん開催し、玉野市民・近隣市

民・県外から海外から人を集める。人が集まればそこから何かが生まれる

はず。 

人が集まらなければ衰退の一途。消滅するくらいなら「東京都玉野市計

画」でも立ち上げた方が市民にとって有意義な選択かも。 

60 代 玉原地域 

荘内地区にスーパーを作って欲しい 40 代 荘内地域 

自宅近くに、スーパーが欲しい 50 代 荘内地域 

野焼きをやめさせてほしい。 

おちおち換気もできない。迷惑。 

30 代 田井地域 

どこもぱっとしない。なにかひとつ 

誇れるものがあればいい。 

30 代 山田地域 

たまの病院の経営をしっかりやってほしい。 50 代 荘内地域 

東児地域は過疎化が進んでいるので盛り上げてほしい 20 代 東児地域 

宇野に行くバスがほしい 40 代 荘内地域 

魅力ある街づくりなど再開発。it、バックアップセンター、物流センタ

ー、新しいサービス業など企業や移住者を受け入れる。宇野港周辺の風光

明媚な場所に、高層マンションを誘致するため岡山市から短時間で移動可

能にする。 

60 代 宇野・築港地域 

宇野線の本数の拡大。 40 代 田井地域 

JR と四国汽船の利便性向上、長距離フェリーの誘致 40 代 宇野・築港地域 

水害に強い街になって欲しい 60 代 日比地域 
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学校の統廃合などによって生まれる空き施設の有効活用。それらを転用し

た美術館や市民会館など、文化施設の充実。学芸員を配置し、様々な展示

を外部からも呼んでこれる環境の整備。 

40 代 田井地域 

玉野は好きなので、帰省や観光で今後ともよろしくお願いします。 20 代 玉原地域 

玉野市内に子供を産める環境を作ってほしい。現状では、出産は岡山市か

倉敷市まで行かないとできない。 

そもそも産婦人科が市内に無い時点で市とは言えないのではないか。 

40 代 宇野・築港地域 

空き家が多く、危険な建物がたくさんあるので、それらを活用して、カフ

ェやマルシェなどをすると、地域が活性化されると思う。岡山の問屋町

や、高松市のサンポート高松のようにそういうお店が 1つに集約されてい

ると行きやすいし、長居しやすい。以前四国フェリー乗り場付近に価格帯

が高いレストランがたくさんあったとおもう。(平野さんプロデュースだ

ったような、、、)あの価格帯は、気軽に行けない人たちが多いはずなの

で、価格帯は気軽に行けるように。瀬戸内国際芸術祭があっても通り過ぎ

る場所ではなく、おしゃれな市というイメージをつけていくと、若者がた

くさん来ると思う。 

40 代 荘内地域 

若い世代が移住してきて、活気ある街になって欲しい。 60 代 荘内地域 

玉原地区、地域に買い物が出来るお店はなく、医療機関もない。公共交通

も利用しずらく住み良い街ではない。どの地区も均等にまちづくりを進め

ていただきたい。 

50 代 玉原地域 

地区に限らず企業誘致に力を入れてほしい。 30 代 市外 

空き家や耕作放棄地の利活用を進めてほしい。空き家や耕作放棄地が多い

と、まちが荒れているように見える。 

50 代 田井地域 

ディスカウントショップが近くにあると便利になります！ 40 代 荘内地域 

必要な施設を集約化することで、長期的に住宅地も集約化し、維持コスト

を減らすことができたらいいなと思う。 

40 代 宇野・築港地域 

治安が悪くなるので観光外国人は不要。 50 代 荘内地域 

田井地区は子育てしやすいままであってほしい 50 代 田井地域 

外食する店が少なすぎる。ファミレス等を誘致してほしい。 50 代 八浜地域 

バスの本数が減り不便になった 30 代 荘内地域 

玉野は駐車場が無料で、遊べる大きな公園がたくさんありとっても子育て

しやすい地域です。ですが現在、習い事や登園するにしても車が必需品で

1人 1台ないと暮らしていけないのが現状です。車の維持費もかかるので

子どもたちが小学校に上がったら手放そうかと考えていましたが統廃合問

題でさらに遠くなります。 

また近くにカフェや飲食店などはたくさんありますが、コンビニは歩いて

50 分、スーパーは歩いて 60 分と高齢化社会の現在住みにくいなと感じて

います。一生を過ごすには後閑地区では難しいだろうな。と思っていま

す。 

30 代 山田地域 

東部地区にも住みたいと思えるようになって欲しい。 

街灯を増やして欲しい。 

学校が無くなる場所に若い人は来ない。統合してバスを出すと言っている

が、以前利用者が少ないと出さないとも言われた。安全に登下校できるよ

うにと言っているが、街灯が少ない山越えがある道と平坦な道では野生動

物や不審者と遭遇する確率が上がるのではないか。また距離だけを目安に

するようだがリスクは考えられておらず、市の都合で遠くの学校に行かさ

れるのに安全に登下校をさせる気持ちは無いと思った。 

移住者を増やす事に力を入れているようだが、もともと住んでいる市民の

事をまず大切にしてもらいたい。 

40 代 山田地域 

小中学校の統合をやめてほしい。 

学校が近い場所に家を新築したのに、子供が通えなくなるのは許せない。

和田社宅が無くなるなら、住宅の需要があるはずなので、建売住宅などあ

れば若者は住むと思う。そういう努力をせず、安易に統合する玉野市の方

針に納得できない。新築する前にこのことが分かっていたら玉野市には絶

対住みません。 

30 代 玉・奥玉地域 
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東部地区にも住みたいと思えるようになって欲しい。 

街灯を増やして欲しい。 

学校が無くなる場所に若い人は来ない。 

複式学級になる際には複式のメリットをあげ、統廃合となると複式のデメ

リットばかりをあげるのは何故か。うちの子供達は複式は良いが統廃合に

は反対している。地域、保護者の意見も大切だが一番は子どもたちの意見

ではないか考えていただきたい。 

統合してバスを出すと言っているが、以前利用者が少ないと出さないとも

言われた。安全に登下校できるようにと言っているが、街灯が少ない山越

えがある道と平坦な道では野生動物や不審者と遭遇する確率が上がるので

はないか。また距離だけを目安にするようだがリスクは考えられておら

ず、市の都合で遠くの学校に行かされるのに安全に登下校をさせる気持ち

は無いと思った。 

移住者を増やす事に力を入れているようだが、もともと住んでいる市民の

事をまず大切にしてもらいたい。 

住み続けたいと思える街から遠のいているように思える。 

40 代 山田地域 

直島、豊島など県域に縛られることなく、これまで以上に積極的に連携し

て観光施策に力を入れてほしいです。玉野市内にもベネッセのアート施設

があるとより観光客が増えるのが理想です。 

40 代 田井地域 

宇野駅の周辺を直島に行く観光客が寄ってもらえるようなまちづくりをし

たほうがいいと思います。お金をかけるのではなくて、クリスマス近くに

なるとイルミネーションを増やして駅周辺をかわいくしたり、毎月季節の

お花を植える花壇を作ったり 

70 代 田井地域 

玉野市の人口減少が大変心配です。若い世代の人達にとって魅力あるま

ち、高齢者にとって安心して住みやすいまちにして欲しいです。 

50 代 田井地域 

造船関係の雇用が多くに偏っている。労働環境の多様化や年齢や人種など

考えなくても済むような雇用の多様化を考えて欲しい。 

40 代 田井地域 

事業を手広く展開するのではなく、特化していくべきである。特徴ある市

にしないと人口減少の波に飲まれてしまう。例）子育てするなら、玉野市 

40 代 市外 

市の中心で、高台にあり、消防本部もある、深山公園を防災拠点にしてほ

しい。道の駅深山公園は防災道の駅と指定されているので、山を削り駐車

場やグランドを作り、通常は市民に解放し憩いの場を広げて、災害発生時

は避難場所や災害応援隊の拠点になるようにする。パワーＸの蓄電池や、

急速充電器を 備え、災害時も活用できるやつに整備を進める。 

50 代 荘内地域 

郊外での建築・開発を抑制し、コンパクトシティ政策を進めてほしい 40 代 田井地域 

玉原地区、田井地区にはスポーツ施設が存在する。もっと施設を拡充させ

て多職種のスポーツイベントを開催させてほしい。 

50 代 和田地域 

現状、玉野市出身というのが、恥ずかしくて言えないレベルなので(岡山

県出身というのがそもそも恥ずかしくてあまり言いたくないが)、せめて

自分の出身地を胸を張って言えるぐらいのレベルにはなってほしい。その

ような何もなさすぎて恥ずかしい。玉野にはスターバックスすらないし、

倉敷に今更バーガーキングができたぐらいで大喜びしている時点で恥ずか

しい。コストコや IKEA もなく恥ずかしい...アリーナやドームもなくて恥

ずかしい...外の世界を知らないド田舎でテッペンをとったつもりの不良

が多く恥ずかしい... 

以上の恥ずかしさを払拭するまちづくりをしてほしい。 

20 代 荘内地域 

かつての玉野市は、端的に言えば「四国への玄関口」「造船の町」を基軸

に発展してきた。しかし、かつての商業・工業形態でのこれからの繁栄

は、日本国全体の少子化の影響もあり、非常に厳しいと考えられる。 

そのような中、現状での玉野市の魅力について、考察する。 

 

１：「健康な高齢者」 

国連が行った「健康な高齢者」の調査（何年前か失念）では、結論は「地

中海の島のおばあさん（シチリア島だったか）」だった記憶がある。瀬戸

内の気候は温暖でこれに酷似しており、日照時間も日本トップ。他市では

宣伝できない、玉野市独自の南に半島が飛び出した形で、実際にかなり温

暖なデータを出して宣伝すべき。モナコ公国のアルベール２世が玉野市に

来られたのも、これらのことを知ったうえで瀬戸内の多島美を見に来たの

50 代 日比地域 
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では。 

２：「うつ病罹患率のデータ化」 

日照時間トップということは、マクロでみれば「うつ病」の罹患率が低く

なることが考察される。（日照時間＝セロトニンの分泌量）北海道、東

北、北陸の１万人当たりうつ病罹患率を調べ、データで優位な差が出れ

ば、本当にうつで悩んでいる人には救いになるかも 

３：「津波が来るまで２時間」 

ここまで地震・津波が来る来る、と世間では騒いでいるのだから、地震が

発生するかもしれないけど、津波到達まで２時間の猶予がある立地である

ことを、もっとアピール（東海地区や高知、徳島の人に嫌味にならないよ

うに）安心安全をアピール 

４：「被災者は玉野においで」 

能登半島地震などで被災している人を、玉野市から被災地に働きかけ、空

き家を提供して住まわせてあげる。仕事もできる限り斡旋する。災害に対

して、日本国でもっとも安全であるとアピールする（被災者受け入れのま

ち たまの） 

５：「火山から遠い」 

日本国の活火山から円スケールを引いた図面を製作、数百年・数千年に一

度の大規模噴火があっても、直接被害は少ないことをアピール 

６：「原子力発電所から、最も遠い」 

火山と同様に、原子力発電所で事故が起きた時に、あらゆる原発から円ス

ケールを引きもっとも放射線被害が少ないと考えられることをアピール。 

７：「深山公園」と「渋川海岸」を２台拠点とする 

「渋川海岸」は紛れもなく絶景スポットである。この場所は、全国のラン

ナー、自転車好き、バイク好き、車好きがツーリングの目的地として週末

に訪れる場所となっているため、民間に任せるのではなく「道の駅」「海

の駅」などを本気で作るべき。現状は民間（SNS 任せ）で、かなり損をし

ている。 

８：「歩道のぺんぺん草がひどい」 

築港界隈にせっかく外国人が訪れているのに、歩道周りの雑草がひどい。

本当に上質なモノ・サービスは、こういう細部ができてないと、良くなら

ない。 

９：「国・県を巻き込んだ、革新的な事業」 

（１）王子が岳山頂のおばけホテルを、IR 化する。もともと絶景の場所

で、カジノを楽しんでもらう。負けても気にするな、ニコニコ岩が海を見

て笑っている「Dont Worry Be Happy]お父さんはゴルフもできる、子供は

おもちゃ王国と渋川動物園・マリン水族館。宿泊はマリンホテル。大阪、

神戸からのクルーズ船で来てもらい、カジノを楽しんでもらう。 

（２）上記 IR がありつつ、廃棄核燃料を受け入れる。環境左派・マスコ

ミから猛烈な反対を受けるが、日本のどこかで受け入れなければ原子力発

電は成り立たない。賛成した市議、県議は落選するだろう。これらをもの

ともしないハートと資金力の政治家が必要 

（３）上記１，２が成立すれば、ヒト・もの・カネがわんさか回るので、

放っておいても駅や道路、交通網の整備ができていくようになる。 

10：「本気で玉野市を良くしようというパワフルな職員を配置」 

なににせよ、本気で仕事をする集団を組織しなければ何も成せない。いず

れ玉野市は消滅するだろう。 

宇高航路があって三井造船が繁栄していた頃が異常に多くの人が生活して

いたと考えて、これからさらに人口が減って良い住み方ができると考える

べき 

50 代 市外 

学校の集約などして子どもたちがより過ごしやすい街づくり、高齢者でな

く、これからの人たちが暮らしやすい街にしていくべき 

30 代 和田地域 

1 年間の出生数がとても減少しているにもかかわらず、今の小中学校の数

を維持しようとすることは困難だと思われる。少人数の学校生活では、社

会性が身に付きにくく社会人になってから困難をきたすと思う。学校の適

正規模化を早急に進めて、子どもの未来を明るいものにする必要があるの

ではないか。現状維持を考えるのではなく、行動することによってより良

い方向に進めていく必要があると思う。 

60 代 市外 
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教育環境のみならず、市民生活に関することも新しく一歩を踏み出すこと

で、様々なことが見えてくる。その中で問題点を解消しよりよい環境にし

ていく必要があると思う。 

高速道路を建設して利便性を高めてほしい 30 代 宇野・築港地域 

電車が通ってない地区のバスの本数を減らしたり、とてもお年寄りには住

みづらい街になっていると思います。現在市民病院、三井病院の合併で、

医療も充実するかと思いきや診察はお昼までと聞きました。お店でもそう

ですがお客、患者数などわりに合わない部分もあるかと思いますが、とて

も住みにくく、お年寄りの車がない方などは不便しかないと思います。若

い子も何もない街で育っているからこそ市外、県外に出てしまう。 

日比地区は生協がなくなり和田まで行かないといけません。車があればす

ぐかもですがお年寄りには厳しい地区だと。 

もっと住み良い街、宇野築港だけが賑わったとこでどうなんでしょうか。 

市民の事をもう少し考えて税金など使って下さい。 

道路整備など毎回毎回同じようなとこをしないで下さい。そこにお金かけ

るならもっと違うとこに使って貰いたいです。 

50 代 日比地域 

24 時間営業のスーパーや飲食店がほしい。 

ファミリーで行ける飲食店が少なすぎる。 

30 代 宇野・築港地域 

山田地区は高齢化により耕作放棄地が増えていくと感じています。玉野市

内では農業に適した広い土地、池があり、農業に意欲のある方、興味のあ

る方が就農しやすい場所になれば人口も増え、玉野市での作物の生産量が

上がり良いのではないかと考えます。 

30 代 山田地域 

① 私は、現状でも宇野、田井、玉地区なら、街の便利さと景観に大きな

不満は無い。 

だが、特に子育て世代の母親父親らは何らかの不満を抱えながら暮らして

いるように見える。楽しそうに見えない。なぜですか？  

② クルマが邪魔。起伏の少ない地域が多いのになんでもクルマを使う。

不健康。 

クルマの使い方、運転の仕方が下品。歩道に停める、歩行者の前に割って

入る、必要ないのにやたらとスピードを出す。割り込む。これらは東京に

勝るくらい下品。 

移住検討者や観光客への悪影響大。警察が目立たない。 

③ 田井港及びその周辺の工場を往復する大型車の運転マナーがよくな

い。 

住宅地内で騒音を抑えて走る配慮が無い。それどころか、クラクションを

鳴らし合って挨拶している。取り締まる警察の姿も皆無。子供の目線で脅

威に見えないか心配。 

60 代 田井地域 

産婦人科医を育てる学校。 

バイオマス発電所の建設。 

築港商店街を観光商店街にする。 

地域の活性には雇用と学生が必要と思います。 

50 代 荘内地域 

交通量の多い道路でもしばしば出没するイノシシ対策をしないと交通事故

が多発していくと思います。田井のクロネコヤマトの近くでもイノシシ、

キツネ、タヌキが夜の道路にしばしば出没します。和田 1丁目の信号のあ

たりで昼間にイノシシが飛び出て轢きそうになりました。 

50 代 田井地域 

観光客や移住者を、増やすためのアピールが足りないと思う。 50 代 東児地域 

観光客などを呼べるようなイベントをして活気ある玉野市になって欲しい

です。 

60 代 八浜地域 

?管理の行き届いていない廃屋、空き家などを有効活用してほしい 

?お年寄りや子ども連れなどが立ち寄りやすいコミュニティの場がもっと

充足すればいいと思う 

?自転車道路や通学路などの道路の補修工事をしてほしい 

?路地など暗くて危険な場所にもっと街灯を設置してほしい（※防犯対策

のため） 

20 代 玉・奥玉地域 
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荘内地区の渋滞緩和をのぞむ。 

シータクを初めて利用したが快適でした。 

干拓跡や後閑の海岸線がせっかくの観光資源を放置しすぎており 

もったいない。 

今問題の有機物質を含む水問題で自身で対策してますがその後家庭から出

る活性炭の浄水材の処分に不安あります 

地区レベルでもゴミの適正な処理がサポートできるように考えてほしい。 

宇野地区で長年勤めておりましたが 

市役所とメルカの間のバス停付近は危険です信号を設置するか歩道橋など

今以上に対策をしてほしい。 

50 代 荘内地域 

企業誘致できる土地を増やしてほしい 40 代 田井地域 

直島行きの観光客がスルーせず玉野でステイさせる事が出来る取組ができ

たら良い気がする 

50 代 宇野・築港地域 

玉以南の地域について、空き家対策(区画整理)を推進し、市街化区域内に

ある土地の新陳代謝を活性化して欲しい。 

40 代 宇野・築港地域 

今の玉野市は直島への旅行者が素通りする街だなと思う。 

古い建物や街並みを残せば良かったのに、中途半端に開発が進み、特に景

観が良いわけでもなく、ソーラーパネルだらけの山を見て悲しく思う。 

それはもう今更何を言っても後の祭りなので、これからどう残しながら開

発していくのか危機感をもって考えるべき。 

地域の中だけで経済は回らない。 

外からわざわざ観光や遊びに来る人達が、この田舎町に何を求めて来るの

か、それに気付くことで地域の収益や雇用に繋がると思う。 

 

海に面した町を生かした企業の誘致。 

 

これから余り続ける土地と畑を市が引き取り、人を雇って大規模に運用

し、市民割で野菜や米が安く出回るような地産地消に繋げていってほし

い。 

40 代 田井地域 

・（庄内地域）平日朝の荘内エリアの渋滞が酷い。職場のある倉敷市に引

越しを検討するくらい。信号のタイミングなど改善をしてもらいたい。 

・平日夜に食事ができる飲食店が増えてほしい。 

20 代 荘内地域 

・玉地区の造船業の復活を願います（クレーンが泣いている） 

・パークゴルフ場を作りましょう！ 

70 代 玉・奥玉地域 

築港商店街がもう少し活気のある商店になって欲しい。公共施設を市の中

心に集約してほしい。 

70 代 宇野・築港地域 

荘内地域の耕作放棄地（大面積）の緑化公園化 高齢化による休耕地（小

面積）の有効利用（名産品）は考えられないか（公営化を含めて） 

80 代以上 荘内地域 

市内の病院へ行くのに交通の便が悪くなっています。東紅陽台より市民病

院への直通でシータクが利用できれば便利になります。御一考ください。 

80 代以上 荘内地域 

・子育て世代が移り住む、もともと在住の方が市外に出て行かない様な町

にしなければと思う。若い人が少なくなれば地域の高齢化問題。（自治会

なども忙しい子育て世代や働き盛りの若い方を役員にするなど）負担が増

え、出て行くといった話もよく聞く、住み良い町にしなければどんどん減

ると思う。次世代につながるような地域づくりに。自分自身も同じ問題を

目の前にしている。 

・（日比・渋川地域）児島方面に自転車で行ける様な道もあると良い。（危

ない）渋川が特に細くてこわい。・交通や買い物などが不便なので、日比

地区にも 1つは買い物できる所が欲しい。 

40 代 日比地域 

・自然を愛する美しいまち玉野であってほしい。市内にある公園の整備

（美）は、市が中心になって進めてほしい。 

70 代 田井地域 

小中学校の統廃合はもっと真剣に考えてください。市民・保護者から質問

されても何一つ納得できてません。（市からの解答が） 

40 代 八浜地域 

小中学校の廃止、統合については、地域住民はもちろん市民の意見を広く

尋ね、将来ビジョンに責任ある政策を立案していただければと思います。 

70 代 山田地域 

飲食店を増やしてほしい。宇野周辺もしくは荘内地域に。 60 代 日比地域 
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・海や山では潤わないです。店舗を増やして人がお金を落としてくれる所

がないと活性化しないと思います。 

・（田井地域）田井 ダイキみたいな大きな店があれば行きます。場所的

に行きやすさ、土地から田井かなと 

・（宇野・築港地域）観光だけではなく、買い物する場所、最低でも半日

は居られる所 

40 代 玉・奥玉地域 

瀬戸内海の美しい海岸線を利用したサイクリングロードなどの整備。 70 代 東児地域 

県道ですが、都市計画で街路地にナンキンハゼを植えて 50 年近くなりま

すが、早く剪定をしてもらいたい。お願い事です。 

70 代 田井地域 

少しでも芒野がなくなり、さつま芋畠などになる様に若い人が移住できる

来てほしいです。 

80 代以上 東児地域 

常山駅周辺の道が危険である。自転車道など子供に危険のないようにして

ほしい。街灯が少ない。 

40 代 荘内地域 

山田、東児は少子高齢化で銀行、医院、スーパー等、又、小学校、中学校

も東児に統合とか。とてもいい自然があり住みやすい所ですが、田んぼ、

山も荒れ、だんだんと寂しい地区になりつつあります。海岸線、そして夕

日の美しさ、朝日の上る姿をもっと生かして、玉野の良さをもっと見つけ

てほしいです。 

70 代 山田地域 

フェリーの高松便はもう難しいのでしょうか。 60 代 八浜地域 

長年住んで感じることは、雨も少なく天候に恵まれていて風水害もなく、

防風林の役目をするような林もあるところだから、もっと多くの人が住め

るところですが 1つだけ山崩れの恐れがあります。そこを定期的に崩れの

チェックをすることが出来れば安心して居住できて人も集まるのではない

でしょうか。 

80 代以上 八浜地域 

バスの本数やタクシーなどが少ないので、高齢者に向けた交通機関を充実

してほしい。 

40 代 荘内地域 

・東児・山田地区にスーパーがない。数年後、自動車に乗らなくなった

時、食料品等の調達に不安。 

・ATM で通帳の交換ができない。 

60 代 東児地域 

日比地区 各公園の遊具の点検、整備、公園内の清掃など。 50 代 日比地域 

お金やいろいろなルールの縛りなく自由な発想で考えるなら、都市機能を

集約化してもよいが、市街地の人たちの足になる循環バスなどの交通網の

充実化、無人バスの活用なども考えては…。団塊の世代の人たちがそろそ

ろ自家用車を運転できなくなってくるので、車なしで動ける工夫を考える

べき。一方、市街地では、地域の特色を生かした、スポーツ、レクリエー

ションできる場所を考え、他からも来てもらえる楽しめる場所づくりや、

大型商業施設、ホテルなど、他から来てくれるような工夫、そして、雇用

の場を増やす。 市街地の暮らしとしては、老人ホームや託児所などの施

設を中心に小さな集落のようなものを作り、普通に動ける年配者から、若

者世帯が周りに住み、年をとっても何か仕事ができる環境づくりとして介

護の必要な人のあくまでもお手伝いみたいなものや、子供のお世話など、

みんなで協力しながらも、そこで使用できる通貨みたいなものを作って

（ポイントなど）それを貯めたり、使用したりして生活していけるような

仕組みだったり、できたらよいのではと考えてみました。都市は都市、田

舎は田舎で、住み分けみたいなものができたとしても、そこを行き来でき

る移動手段がしっかりできていれば、取り残されることもないと思うの

で、まさに理想を書き並べました。現実しないとしても、なかよく笑って

暮らせる玉野市であってほしいです。 

50 代 玉・奥玉地域 

・（田井地域）みやま公園の整備をもっとしてほしい。 

・（日比・渋川地域）瀬戸芸のようにアートがあれば良いと思う。 

60 代 田井地域 

日比・渋川地区の少子高齢化が進むことに大変心配な気持ちでいます。日

比の生協も閉店になり、今後、買い物に行くのにも車の利用が欠かせない

ですが、高齢者にとっては負担でなりません。 

70 代 和田地域 

（庄内地域）深山公園あたりを充実したい。消防署もできたが、本来なら

ば市役所も深山公園入口より槌ケ原側の現在埋め立てしている？土地を利

用して建てたらよかったのにと思っています。また、以前より荘内地域で

噂になっているスーパーハローズの建設はどうなっているのか？この辺を

70 代 荘内地域 
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開発していけば、玉野市も三井造船に依存していたものから大分変わって

いくのではないか？宇高連絡船もなくなり、宇野・玉中心から以前過疎だ

った荘内・八浜が岡山・倉敷とも近く、こちら方面に中心を移動して行っ

たらと思う。 

・玉野市内の小中学校の統合は、遠くから通学する子供達の負担が大きい

と思います。学校の空きスペースを何かに利用して、存続できないでしょ

うか？渋川水族館が瀬戸内海に面した美しい場所にあるので、外国の観光

客にも来てもらえるような工夫をしてほしいです。 

・地域全体の道路が、自転車や車いすでも安全に走れる道になってほしい

です。 

60 代 荘内地域 

・ゴミのポイ捨てをなくする運動 

・秀天橋地域に商業施設の誘致 

70 代 荘内地域 

空き家は深刻な問題。近所の空き家（宇野 4丁目松成邸）が迷惑で困るの

で市役所に相談に行ったが、2年以上たっても何の変化もなく絶望してい

る。必ず見に行くと言ってくれたので期待したが、何かしてくれたのか…

私が引っ越すしかないのか… 

50 代 宇野・築港地域 

瀬戸内の美しい海。自然と共生するまち。 80 代以上 日比地域 

高齢者が安心して生活（集える）できる町づくりが超高齢化が進む玉野で

は、業務でしょうが大変ですよね。どこかの都市でも誘致しているかと思

いますが、「24H 対応クリニック付マンション（施設）」を民間会社とタイ

アップして進める。災害の少ない風光明媚な玉野ではひとつの案としてど

うでしょうか。地域は宇野 or 田井となるのでしょうか？ 

70 代 田井地域 

・空家になってしまった祖父母の住んでいた家や塀など取り壊しなどの助

成をしてほしいです。・（荘内地域）静かな住環境を維持しつつ食料品など

の買い物をする店舗の選択肢を増やしてほしい。 

20 代 荘内地域 

八浜中学校の統廃合をやめて欲しい。保育園、小、中学校が近いことを理

由に今の場所に住みかえたのに荘内は遠すぎる。倉敷の下津井のようにど

うしても人数が少なく維持が難しくなったら小学校と中学校を一緒にする

方向で考えてもらえないかと思う。荘内だけではない。宇野の方がまし。

中学校がなければやはり八浜は少子化がすすみ人口がさらに減ると思う。

私の団地は年配の方も多いので将来買い物など不安をかかえている人も多

そうに思う。車の運転が危なっかしい高齢者の人が運転しているのを見る

こともあるため、近くにスーパーが立つか移動販売の充実や車以外の移動

手段の確保が必要そうに思う。教育委員会の言う主体性、多様性を培うこ

とを目指すのであれば幼老複合施設とかあっても良さそう。 

40 代 八浜地域 

とても過ごしやすい地区（山田地域）なので、もっと若い男女が住みつく

ように PR がほしい。 

70 代 山田地域 

企業団地の開発、市街化調整区域の見直し。 70 代 荘内地域 

・（八浜地域）雨天時の道路の水はけが悪すぎて危ないと思います。・宇野

地域に音楽ホールがほしい。地域の活性化の 1つ。人が関わるイベントも

商業施設と同じくらい重要だと思う。人が集まるしかけとして。 

30 代 田井地域 

玉原地域にスーパーを作ってほしい。 40 代 玉原地域 

イノシシの駆除（散歩に出るのがこわい） 60 代 玉原地域 

鉾立にはコンビニもないのでお店ができたらと思います。車移動でなくて

も行く事のできるように。 

70 代 東児地域 

もっと街灯を増やしてほしい。信号のない横断歩道の周りを明るくしてほ

しい。 

50 代 和田地域 

全体的に大型トラック類による道路のかんぼつが目立っているので直して

ほしい。特に山田、田井、日比、渋川地域がひどい。 

30 代 山田地域 

・（八浜地域）倉敷のような古い町並を生かしたイベント、コスプレ大

会、撮影会、キッチンカー、歩行者天国 などなど。・（日比・渋川地域）

スポーツもいいけれど音楽イベントがあってもいいかな。フェスみたいな

の。・（宇野・築港地域）（案内や地図など）駅前の看板がうっすく汚くな

ってて全然見えないですよ。お客さんを迎える場所なのでピカピカであっ

て欲しいです。 

50 代 宇野・築港地域 

（東児地域）スーパーなど食料品を買える所がありません。どんどん人が

はなれていきそうです。すぐ対応してほしい。 

30 代 東児地域 
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・宇野駅周辺 特に商店街は空き店舗が無くいつも店がオープンしている

ように活気があると皆が遠くからでも来てくれて賑わっていくと思う。ま

た来たいと思える所であって欲しいと思う。閉まってしまっているところ

が多くて残念です。・宇野港に子供も大人も楽しめるような施設があると

良いと思う。・深山の農産売り場がもっと大きくなったらいいと思う。 

60 代 田井地域 

使っていない田畑の管理が難しい。高齢化で手が回らないので利用できる

人がいれば譲りたい位です。 

50 代 東児地域 

お願い！！高齢の為アンケートの問題が満足に出来ませんでした。申し訳

ございません。今後は送付しない様にお願い申し上げます。 

70 代 八浜地域 

観光客を増やせるような取り組みを行う。 20 代 荘内地域 

・田井にもこども園があったほうがいい。・こどもを産める病院がないの

は問題では？・（宇野駅周辺）外国人がとても多く観光に来ているので、

それを生かすようなまちづくりがいいと思う。 

40 代 田井地域 

・kinderland 岡山今店のような子供が室内で遊べる大型施設を建ててほし

い。・倉敷市にある初誕生祝いのルリアンのような、子供が走りまわって

も良いような飲食店を建ててほしい。・空家を安価で売り出して、アパー

トに住んでいる人も一軒家に住めるようにしてほしい。・ショッピングモ

ールメルカに UNIQLO や GU を参入してもらいたい。・ZAGZAG 宇野店を拡大

してほしい。。バイキング形式のカフェレストランを建ててほしい。。・生

鮮&業務スーパーエブリイ玉野店が狭い。・発達障害のある子供が安心して

遊べる施設を造ってほしい。・どこにでもあるような施設ではなく玉野の

魅力を十分に出したお店を出してほしい。・いろんなことに挑戦してほし

い。・釣り施設をつくってほしい。・子供が喜ぶイベントをたくさん出して

欲しい。 

40 代 山田地域 

子育て環境が良くなると人は集まってくる。 80 代以上 八浜地域 

現在、玉、奥玉地区は高齢者が多いので、脚力弱き為、食料品、宅配等が

望ましいと思います。 

80 代以上 玉・奥玉地域 

生まれ育った市なのできらいにはなれませんが何をやっても少々的はずれ

と言うか中途半端だなと思います。予算の問題もあるのでしょうが。何も

無いなら無いことを売りにするのはどうでしょう。岡山県は日本一自然災

害の少ない県、とりわけ玉野市は特に災害が少ないと思います。子育てや

仕事へのアクセスがよければ住みたいと思ってもらえるのではないかと思

います。 

60 代 和田地域 

宇野７丁目シータクのり場 1ヶ所のみで、出来れば平地の花隈公園の下の

5丁目、7丁目の人が乗れる 平地 橋の所位に一ヶ所あればと望んでいま

す。 

80 代以上 宇野・築港地域 

田井みなと公園は、子どもたちもよく来園しているが、遊具の老朽化や照

明が切れていたりするところが残念です。公園の魅力は、子育て応援につ

ながると思う。 

40 代 田井地域 

大型商業施設の建設。高速道路。 40 代 和田地域 

田井地域は暖かくて住みやすいです。 80 代以上 田井地域 

・玉野にはアピールポイントが色々とあるのに分散してまとまりがないと

思う。一言で「○○の町」と言えるような「主軸」を設定し、その上で多

様な観光資源があることもアピールすればいいのでは？例：宇野駅前に”

巨大”ののちゃんを設置し、その回りに渋川、玉子ヶ岳、アート展示、競

輪場などの魅力と行き方を分かりやすく説明したオブジェを配置する。・

（玉・奥玉地域）玉ランブル通りの賑わいを取り戻すため、交通利便性の

向上と三菱がもっと町へ貢献するようにして欲しい。・（宇野・築港地域）

瀬戸内芸術祭へもっと積極的に参加してほしい。 

60 代 宇野・築港地域 

玉野市は美しい海岸や多島美の上、気候にも恵まれ、海や陸の交通の利便

も良く、これ程の未開発の土地は他にはないと思われる。これを海の見え

る住宅施設、保養地、レジャー施設の自然を活かした開発を市が住民と業

者共に積極的に推進して人口増加を計れれば、おのずと様々な施設も増

え、市の収益も増すよ！地域から小・中学校を無くしないで小・中一貫学

校として地域に残す方法は出来ないか？ 

70 代 玉原地域 

理由なき小中学校の統廃合はやめてほしい 60 代 八浜地域 
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古い自動車やバイクのイベントをしてほしいです。若人の人の話し合いの

イベントをしてほしいです。 

50 代 八浜地域 

・まちづくりは当然重要として、自分が住んでいる和田 7-5-1 駐車場に駐

車していない 70-00 の外車、70-00 軽四、79-94 の赤軽四をどなんかして

ほしいです。自分は 2台目は駐車場を借りて毎月 5,000 円払っています。

ルールをきちんと守らない人をどうして玉野市役所の方は直接指導してく

れないのですか。自分にとったらここが住まいな訳で、いつも通る度に、

変な気を使わないといけないのはおかしいでしょ。・バスがどこに停まっ

て、何時に出発、到着するのかよく分かりません。バスを利用する際いつ

も困ります。・日比中学校前の歩道を舗装してほしいです。小学生が毎日

通っている道です。自分も含めて段差のないフラットな道にしてほしいで

す。 

50 代 和田地域 

東児、山田、玉、奥玉、玉原、和田、日比、渋川、地域がもっと人口が増

えるようなまち造り。人口が減る→交通不便になる→もっと人口減る…と

ならない様に人口が少ない場所に大きな公園や施設を作ったりして、休日

は人を呼ぶ…という感じに。廃校等の利用もパン屋・カフェ等を誘致す

る。他の町（玉野以外）の取り組みの成功をマネして、もっと人が流れ

る、動いていく様なまちづくり。年寄の意見は自己中が多い。これからの

子どもたちを思ってのまちづくり。そうすれば、町を出ていく人が減る

し、戻ってくる人も増える。 

30 代 山田地域 

・（玉原地域）孫の子守りで公園に連れて行って遊びたがりますが、ブラ

ンコがありません。あっても使えなくしています。直してほしいです。草

も刈って欲しいです。楽しい施設がほしい。スーパーがほしい。 

60 代 玉原地域 

築港地区の駐車場について…。駅の駐車場が常に満車で使用できないこと

が多々ある。宇野駅周辺が玉野の玄関口にしては掃除がされていない状

態。玉野市全体の道路脇に雑草が多い。 

70 代 宇野・築港地域 

岡山県をはじめ、県内外の米、野菜、くだもの、そして玉野市周辺で取れ

た新鮮な米、野菜、くだもの、その他。そして、瀬戸内でとれた魚介類、

そして玉野市、市魚である”メバル”を使ったグルメ。近郊の農水物を使

った、玉野のグルメ、新レシピでチャレンジ。中・高校生など中心に、宇

野駅周辺、玉原運動公園、渋川海水浴周辺、出崎海岸で地元地域周辺の、

野菜、くだもの、魚介類、グルメ、衣類、その他、中心に、グルメで地域

の高校生や一緒に地方（岡山、香川、倉敷、その他、沢山の地方の高校生

などを含め交流。生産から販売し友情を深める）父兄などの手伝いを頂

き、週に一回、月一、年一、活発化へ。 

不明 玉原地域 

宇野駅に降りたった観光客を乗り継ぎだけの目的でなく、市内に足を向け

るような対策は無ないでしょうか。玉野市内で、子供を産むことができる

病院を実現して下さい。 

70 代 宇野・築港地域 

玉野市に住む高齢者、成人、子ども、一人一人が活気があり、安心して健

康で暮らせるまちに、誇れるまちに。 

70 代 荘内地域 

・（荘内地域）安全で自然環境に恵まれた地域。 80 代以上 荘内地域 

・免許返納すると交通に不便。いろんな所に行けると毎日が楽しくなると

思う。海岸通りに長椅子を設置してほしい（海の風景が素晴らしいの

で）。・渋川周辺が賑わう場所になってほしい。 

70 代 宇野・築港地域 

・小学校、中学校が少なくなり、通いづらくなるので玉野市移住する人は

今まで以上に減り、他市へ引越す人も増える。産婦人科も少なく子育て世

代が生活しやすいまちではない。コンパクトなまちづくりとは？？人がい

なくなった土地は荒れ果てるのでは？荒れ果てたまちには誰もこない。行

政のやっていることは、あえて人口を減らそうとしているとしか思えな

い。・田舎は田舎らしく豊かな自然を生かしたまちづくりをするべきだ。・

田井地域より東は太陽光パネルだらけでせっかくの瀬戸内の景観を台無し

にしている。山を切り崩してのメガソーラーはもってのほか。 

30 代 荘内地域 

・今の所（場所）は車がないと買い物が行けない。・さびれた町です。・楽

しみのない町。・とにかく、どこへ行くのも車がないと不便な場所になり

ました。 

60 代 和田地域 

荘内地区に小児科が増えてほしい（小児科専門）。岡山市内から玉野市に

引越してきた際、小児科の少なさに不便を感じた。 

30 代 荘内地域 
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槌ケ原地区には日常的に買い物ができるところがありません。ハローズ&

ジュンテンドーが出店すると聞いてから久しく、アンケートにも答えまし

たが、いっこうに気配がありません。用地買収がうまくいっていないとか

うわさに聞きます。市の方でも力を入れて進めていってほしいものです。

買物難民がたくさん出るのは目に見えています。 

60 代 荘内地域 

私は老齢です。公共交通の本数が非常に少なくなっています。特にバスで

す。その為、市として実施されている「シータク」の利用です。現在の利

用範囲を断り断きの利用ではなく、せめて市民病院ぐらいまで延●しても

らいたい。現状の足の確保が最大の「なやみ」です。 

80 代以上 荘内地域 

空き家が多く心配しています。たとえば、移住者を募って安く提供してあ

げるとか、一人暮らしの人に住んでもらうとか考えてほしいです。山田地

区とかも過疎化が進んでいて近所もほとんどが 80 歳代です。10 年もしな

い間に町内がなくなります。そういうことに力を入れてほしいです。 

60 代 山田地域 

 


